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校及入水一人

これからの教ｆｉは、多くの知,微を教え込む教ｆｉから、」こどもたちに[jら学び自ら

考えるﾉﾉを行成すろ教行へと椎換しなくてはいけない。また、ド|:会の変化に=1ﾐ体的

に対応できるﾉﾉをf｢成すろとと()に、暇かな心やたくましさをはぐくまなくてはな

らない。

」2を.t､ナ･ちには知織を覚えていることより、「|分でぢえ「|分の考えをもち、それ

を自分の言葉で表現できるノノを身につけ、それを実際のﾉliliIiに生かすことが大切で

ある。

．`生きるﾉﾉ”とは、’?'分で課題を兄つけ、「|ら4.j`:び、「Ｉらぞえ、主体的に判断し、

行釛し、よりよく'１１１池を解決する能ﾉﾉをいう。

また、自らを禅しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊か

な人lllI性とたくましく生きるための健康と体ﾉﾉである、といわれている。

平成９年度にＵＩ勢１%IIlj教育姿i1余より３ｲＩ２ｌｌＩＩの研究委託を受ける。本校生徒の実

態は元気に挨拶ができIﾘIるく索111だが、’二1分の考えや意見を全面に出さない。そこ

で、私たち教師が学校において、Ⅱ主従一人ひとりが生き生きと活動してほしい、そ

のような場を多く投定していくことが楽しい'１:2校づくりにつながると考えた。また

授柔や行4Vに主体的に取り組み、ＬＩｉき生きとiiIli勁する生徒に育てていきたいと考え

輿生きるノjの育成，,を研究テーマとし、サブテーマに“生徒一人ひとりが生き生き

と活助できる場作りを通して”を設定し研究に取り組んだ。

一・人ひとりが生きﾉｋきとiI[i勅するということは、一人ひとりが[|ら考え主体的に

イ｢1111Ｉすることであり、将来の．`ﾉ|:きるﾉﾉ,,になっていくと好えた。

特に本校では学習や行事（特に体験的な行９１｢）に取り組むことがテーマに迫ると

考えた。

ｉiiiにも述べたが、授業では教Ｍｉが一〃的に教え込むのではなく、生徒が自ら主体

的に生き生きと学習に取り組めるように指導法・教材教具等の工夫改善に取り組ん

だ。

また、教科ばらばらに学習するのではなく、教科どうし関連させたり、乗り入れ

等を行って横断的に学習し、学習意欲を高められると考えた。

また体験的な行事では生徒が考え、決定し、実行するという流れを基本に、行事

に主体的に取り組ませることにより、生き生きさせたいと考える。特に体験的な行

事は実際の生活体験を通して余人的な人間形成を図る場として最も良いと考える。

本校にはいろいろな体験的な行靭があるが、特に１年の名人に学ぶ会、２年の職

場見学、３年の修学旅行、全学（１２のふれあい'０５動を生きる刀を育む行事と考える。

今後も－．屑の研鱗をつみ、llYり組んでいきたいと考える。

ｉｉ筒先/ｋ〃のご指導.ごIulr;をよろしくお願いします。

股後になりましたが、本校のＩｉ１１究推進にあたりＤｌ勢原i1j教育委員会をはじめ、各

校の皆様に心より感謝し、お礼を１１月'し上げます。
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研究テーマ設定の理由

研究のねらい
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１、授業研究部－－－－－－－－……－－－－－－－－－－－－５

(1)研究の経過

Ａ、体験的な活動を取り入れた授業

Ｂ、横断的な授業

(2)平成１１年度各教科の指導の重点及び年間指導計画－－－－
(3)成果と問題点一----------------------------
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研究の経過

４つの体験的な行事のねらい、取り組みの流れ、まとめ
成果と問題点一一-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

平成１１年度年間行事計画一一一------------…－－－
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授業研究部の実践

Ａ体験的な活動を取り入れた授業

国語科一-－－－…-------------------------…－－－－.

社会科一一一…－－…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

数学科一-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－.

理科

音楽科一一一一一一一-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

美術科一-－－－－－－－－－－－－－－－…-------------------.

保健体育科…------------.--------------．－．－－

技術科一-－－－－－－－－…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

家庭科一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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Ｃ

Ｂ横断的な授業

理科一技術科（２年電気）‐----…-------------…-‐

国語科一技術科（３年修学旅行新聞作り）…--------------‐
家庭科一美術科（３年絵本作り）‐-------------…－－－－
国語科一社会科（２年平家物語）‐------------------……
保健体育科一理科（１，２年動物のからだ）‐------------‐
数学科一理科（１年比例）－－－－……－…-------------‐

保健体育科一理科（２年環境の保全）‐------------……
英語科一家庭科（１年朝食作り）…-----------------------.

音楽科一一英語科（２年YesterdayOnceMore）‐---------
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体験活動研究部の実践

１，名人に学ぶ会（１年）

２，職場見学（２年）…‘

３，修学旅行（３年）－

４、ふれあい活動（全学年）
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Ｉ研究の概要
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１：５力ｏ肯Ｍｉ
～生徒一人ひとりが生き生きと活動できる場作りを通して～

＝､不調二麦ヨテーーマ言些天苣◎つ玉里由

平成９年度に伊勢原市教育委員会より３年間の研究委托を受け、アンケート調査や話
し合いを通してどのような研究をしていくのか検討した。その結果、平成９年度（１年
次）は、「生徒一人ひとりが生き生きと活動できる場作りをめざして」というテーマで
研究に取り組むことにした。私たち教師が、学校において生徒一人ひとりが生き生きと
活動してほしい、そのような鯛を多く設定していくことが楽しい学校づくりにつながる
と考えたからである。また、元気にあいさつができ明るく素直だが、反面自分の考えや
意見をあまり持たず他人任せな面があるという本校生徒の実態もあった。そこで、授業
や行事（特に体験的な行事）に主体的に取り組み、生き生きと活動する生徒に育ててい
きたいと考え、このテーマを設定した。

－人ひとりが生き生きと活動するということは、一人ひとりが自ら考え主体的に行動
することであり、それが将来の「生きる刀」となっていくのではないかと考えた。生き
る力とは、情報化、国際化、少子化など変化の激しいこれからの社会を生き抜いていく
ための知恵・力である。いかなる状況下であっても、自ら考え、主体的に行動できるこ

とが「生きる力」そのものではないかと考える。平成１０年度（２年次）からは研究の

最終的なねらいである「生きる力の育成」を研究テーマとし、「生徒一人ひとりが生き

生きと活動できる場作りを通して」それに迫ることにした。

Ｓ､イヲＦ霊２．つオコＪらし、

生徒一人ひとりが自ら主体的に生き生きと学習や行事（特に体験的な行事）に取り組
むことができるようにすることにより、生きる力を育てる。

(1)授業という場

授業においては、教師が一方的に教え込むのではなく、生徒が自ら主体的に生き
生きと学習に取り組めるよう指導法、教材・教具等の工夫・改善に取り組むことか
ら始めた。２年次からは、単なる知識の習得や座学にならないように体験的な活動

をできるだけ授業に取り入れたり、実物を見せたりして学習のリアリティ化を図り

つつ、学習に主体的な取り組みができるよう、よりよい指導法を探った。

また各教科をばらばらに学習するのではなく、教科どうし関連のあるところは関

連させまとめて学習したり、乗り入れ等を行ったりして横断的に学習することによ

り、生徒の興味をさらに喚起でき、学習意欲を高められると考えた。縦糸一本の学
力が横糸でも繋がることにより、より深い理解が得られ、「生きて働く学力」に繋
がっていくと考えられる。一方教師にとっても他教科の内容を知ることは、授業展

開を考える上でも大変有意義なことである。

(2)体駿的な行事という場

生徒が自分たちで考え、決定し、実行するという手順を基本に、行事に主体的に

取り組ませることにより生き生きさせたいと考える。特に体験的な行事は、実際の

生活体験を通して全人的な人間形成を図る、即ち「なすことによって学ぶ」場とし
て最も良いと考える。生徒が興味・関心を持って取り組み、自らを試したり、試行

錯誤をしながらも成し遂げたりする体験は「生きる力」を育むはずである。生活体

験の不足、人間関係の希薄化が言われる今日、体験的な行事が大変重要なのではな

いか。本校には色々な体験的な行事があるが、特に名人に学ぶ会（１年）、職場見
学（２年）、修学旅行（８年）、ふれあい活動（全学年）を生きる力を育む休載的

－１－



な行事と位置づけ、研究をすすめた。

ﾆｭｰ石汗究糸且〕$戯

学年会

校
長
・
教
頭

授業研究部 (合同）教科会全
体

学年活動

会

体験活動研究部

研究推進委員会 生徒会活動

Ｓ､石汗究洲窪三垣ｈ

平成１１年度（３年次）

第１回研究推進委員会

昨年度の研究の確認、研究組織、本年度の研究の取り組みについて
次回研究会について

第１回校内研究全体会

昨年度の研究の概要の確認、研究の組織について

本年度の取り組みについて

①授業研究部

横断的な授業の実践、研究授業の取り組みについて

各教科年間指導計画について

②体験活動研究部

４つの体験的な行事の改善と事後の反省を引き続き行うこと

露（特にふれあい活動について研究する）

教科会

第２回研究推進委員会

本年度の研究授業について、研究報告会について

２年次の問題点について、研究のまとめ方について

次回研究会について

第１回合同教科会

昨年度の反省、本年度の横断的な授業について

合同教科会

第２回校内研究全体会

本年度の研究授業について（予定、指導案・参観・反省などの確認）

研究報告会について、研究のまとめについて

教科会

研究授業（美術科）

第２回合同教科会

４．７

４．１９

とを確

５．２０

５．２１

５．２８

６．４

６．７

６．１３～１５修学旅行（３年）

６．１６職場見学（２年）

６．１７第３回研究推進委員会

夏休みの予定について、研究のまとめについて

－２－



次回研究会について

研究授業（家庭科）全員で参観

第３回校内研究全体会

今までに行われた研究授業について、今後の予定

教科会

指導案の検討、研究のまとめ

体験活動研究部会

第３回合同教科会

第４回研究推進委員会

紀要のまとめ方について

研究授業（音楽科）

第４回校内研究全体会

研究授業について、今後の予定の確認

教科会

第５回研究推進委員会

研究のまとめの内容検討、指翻案の検討

第６回研究推進委員会

研究のまとめの内容検討、次回研究会について

第５回校内研究全体会

研究のまとめの内容検討

教科会

第７回研究推進委員会

研究のまとめの内容検討、体験活動部のまとめの

その他の実践の検討

第４回合同教科会

第８回研究推進委員会

研究のまとめの内容検討

第６回校内研究全体会

研究のまとめの内容検討、合同教科会からの報告

６．２５

６．２８

今後の予定について確認

７．５

７．７

７．８

７．１４

７．１６

８．２

８．３

８．２６

８．３１

体験活動部のまとめの内容検討、

９．１６

９．１７

９．２０

９．２９ 第９回研究推進委員会

今後の取り組みについて

第１０回研究推進委員会

第７回校内研究全体会

第８回校内研究全体会

第５回合同教科会

第１１回研究推進委員会

第１２回研究推進委員会

第９回校内研究全体会

研究報告会

０．８

０．１

１
１
１ ０．１３

０．２２

１０．２７

１１．５

１１．８

１１．１２

－３－



|、洲構想図)

学校教育目標

地域の爽椚や生徒の実態をふまえ、平和な社会の

形成者として人|H1性豊かな生徒の育成に努める

（１）生IIiiの蝉さを知り、心身共に健康な生徒

（２）お互いの立場を考え、思いやりのある生徒

（３）知性を磨き、（ill造ﾉﾉ豊かな生徒

（４）主体的にたくましく生きる生徒

研究テーマ

生きる力の育成

生徒一人ひとりが生き(こきとii1i1lUjできる場作りをi、して

研究のねらい

生徒一人ひとりが自ら主体的に生き生きと学習や行嚇に取り組む

ことができるようにすることに｣きり、生きるﾉ｣を育てる

教科1H1の関連・重複部分の見直しによる横

断的な学習での興味、関心の醸成と生きて

働く力づくり

体験的な行蛎への

主体的な取り組み主体的に学べるような授業展ⅡⅡ
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１〈指導要領〉
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4創鷆３(各教科、道徳および特別活ｉｉ１ｌそれぞれの目標、
指導内容を検討し、指導内容の不必要な璽複を避けたり、

重要な指導内容が欠落しないように配噸するとともに、指

導の時期、時間配分、指導方法などに関しても相互の関連

を考liiした上で計画が立てられることが大切である｡）

･心豊かな人'111の育成（豊かな心を持ち、たくましく生きる人IHIの育成を図ること）

・自己教育力の行Lｋ（自ら学ぶ意欲と社会の逆化に主Ｉに的に対応できる能力の7『成を重視すること）

（・基礎・基本の幽視と個性教育の推進）

(・文化・伝統のjW[砿と国際理解の推進）

ljE塾9ﾐﾘjS錘m9guUuBL,ElJ麹竣勇懲(111典j１ｌｉ
(各教科等の指導に当たっては、体験的な

活lujを虹視するとともに、生徒の興味や関心

を生かし、自主的、自発的な学習が促される

ように工夫すること｡）



Ⅱ研究内容



ユー韮乏臺簔石汗ヲ桓吉１３

(1)研究の経過

Ａ、体験的な活動を取り入れた授業

生徒が主体的に生き生きと授業に取り組めるように指導法、教材、教具等の工

夫・改善に取り組むことにした。１年次は教科や一人ひとりの研究に委ねられて
きたが、２年次からは、単なる知識の習得や座学にならないように、できるだけ

体験的な活動を取り入れ、学習のリアリティ化を図り、生徒が主体的に学べるよ

うな授業展開の工夫・改善に取り組んだ。生徒が実際に行ったり体験したりでき

ることは、できるだけ授業に取り入れたり、できるだけ実物を見せたりした。そ

うすることで五感を通して対象を認識でき、より深い理解が得られ、「生きて働

く力」、「生きる力」となっていくと考えた。

２，３年次は授業研究を中心に行った。教科会の時間を週１回設定し、話し合

いの時間を確保した。研究授業をできるだけ参観するようにし、月１回の研究全

体会でその報告とそれについての話し合いを行った。また研究授業を特設して全
教師が参観できる日程を設定するなどの工夫も行った。体験的な活動を取り入れ、
どのように授業を展開すれば、生徒が主体的に生き生きするかを探った。特に８

年次け教科会の取り組みの充実を図った゜

Ｂ、横断的な授業

１年次は、生徒の興味を喚起し、学習意欲を高め、「生きて働く学力」を育成

することをめざして、教科どうしの迎搬を重点に研究をすすめた。各教科の題材

に視点を置く年間指導計画を作成することから始め、教科相互の共通性や関迎を

探った。グループに分かれ、実施可能な教科間教材を抜き出し、授業形態を検討
した。その結果、２年次に教科間のクロスカリキュラムを８組実践することにな
った。新しい試みであり手探り状態の実践だったが、研究授業を通してその成果

とともに改善すべき点が明らかになった。それらをふまえ３年次は、２年次に実

践した８組に新たに国語一技術（修学旅行新聞作り）を加え、よりよい授業
作りに取り組んだ。「横断的」にする意味・ねらいをおさえ、本研究のねらいに
迫ることにした。また３年次は毎月１回合同教科会を設定し、教科間の打ち合わ

せの時間を確保した。

＜平成１１年度の横断的な授業＞

・理科一技術（２年）魎気

・理科一保体（２年）動物のからだ

・国語一技術（８年）修学旅行新川作り

・家庭一美術（８年）絵本作り

・国語一社会（２年）平家物語

・保体一理科（２年）環境の保全

・数学一理科（１年）比例

・英語一家庭（１年）朝食作り
・音楽一英贈（２年）YesterdayOnceHo｢ｅ

５



(2)平成１１年度各教科の指導の重点及び年間指導計画

研究のねらいの運成をめざして、各教科で指導の重点を検討し、次のように決定し
た。また、横断的な授業を実践するために、教科会並びに合同教科会で話し合いを行
い、年M1指導31.画を作成した。

平成１１年度各教科の指導の重点

－６－

国
語

．「伝え合う力」を高めるために、国語を適切に表現し、正確に理解する能力
を育成する

・豊かな言語感覚を養うために、体験学習を取り入れた表現活動や他教科との
連拠を図る

社
会 ・指導教材の精避と他教科との迎柵を図る゜

・地域素材の発掘と教材化を一層充実させる。

数
学 ・基礎的・基本的な内容の重点化を図るとともに、指導内容の精選に努める。

・生徒目ら課題を発見し、主体的に学習できるよう指導を工夫・改善する。

理

科

・生徒一人ひとりが興味・関心をもち、意欲的な学習ができるよう指導法を工
夫する。

･生徒自らの活動を大切にし、生徒の主体性を生かせるよう支援する。

音
楽 ．－人ひとりに関心、意欲を持たせる音楽活iMI。

．「感動の体験」をもてるような指導の方法と発表の場を工夫する。

美
術 ･生徒が自分のよさや可能性を発揮し、主体的に表現方法を身につけることが

できるよう、支援的な指導に努める。

保
体

･保健分野で、他教科との運搬を深めながらクロスカリキュラムの実践を図ろ
とともに体験的な学習を積極的に取り入れていく。

･選択制と男女共習を実践し、その授業体制を確立させる。
技
術 ･指導内容を精選し、基本的事項の定着を図る゜

･創造する楽しさや完成の喜びを体験させる授業の展開に努める。

家
庭

･指導内容を糟遡し、基本的事項の定着を図る゜

･体験的な学習を通して、生活に生かせる技術を学び、創造する楽しさ、協力
の大切さを味わえるよう支援的指導に努める。

･仕事の楽しさ・協力する大切さ、完成の喜びを味わわせる。

英
語

･生徒一人ひとりを生かした活発な言語活動のための指導方法の工夫や改善を
図る ｡

.できるだけ実際的な場面や活動を取り入れるようにする。
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世界の国々

◇文明のおニリ

日本の古代社会

と東アジア

私たちと社会生

活１W観と社会

現代文化

人々の生活と環

境

アメリカ合衆国

律令国家の成立

家族生活と人樋
婚姻相続扶養

アメリカ合衆国

ＥＵ諸国

貸旗の政治と

文化の国風化

人権尊重と憲法

国民の横利壌務

平和主凝

ＥＵ賭国

聖ｴ遡璽｣=型Ｌ
望巽．

民主政治と政治

穆加国会国民

主椛雛院内閣制

東南アジア

室町郁府と民衆

イス亭上三日＝ﾆﾖｰﾆﾗ．、

箪遥､司鯉'1隆霊

内閣織判所

地方公共団体の

政治避難と疎覚

日本の自然

◇身近鞁地賎

iｴ戸騨府の成立

産蒸の発遼と

目T人文化

くらしと掻済

径済活動◇企

鷲のし<異財竝

西南日本

九州

中国・四国

ゆらぐ幕藩体制

市民革命歴鷺革

命とアジア侵略

国民生活と福祉

消涜生活の向上

消将者保躯

中央日本

近畿地方

中部地方

l)１１回と幕府倒壊

明治維新と

文明開化

社会保障の充実

環境と資源

老人福祉

中央日本

関東地方

立憲政治の開始

近代日本と中国

朝鮮侵略

篭済と国際協力

世界経済と日本

縄済の自由化

東北日本

東北・北海道

日本と世界
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争新しい日本

戦後の世界

国際政治と日本
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３
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ＡＲ牧人の歌

花
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Tomorrow
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花
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(3)成果と問題点

各教科で指導法の見直し、教材・教具の工夫、改善に努めた結果、どの教科でも生
徒が自ら生き生きと学習に取り組めるようになった。成果の一つとしては学習内容に
体験的な活動を取り入れることによって、生徒の興味・関心が高まり、生徒個々の中
により深い理解をもたらしたことがあげられる。

まず体駿的な活動を取り入れた授業では、具体的な資料や実物を見せることで生徒
の五感に訴え、知識として理解していたことが実際に見て触れて使いこなせるように
なった。そのことが生徒の興味・関心をより高めることにつながった。また、家庭科
での保育実習体験、社会科での模擬株取引体験、音楽科でのリズム創作体験などに取
り組むことで、生き生きと学習課題に取り組む態度を育てることができた。
体験的な学習を一層進めるに当たっては、体験的な学習のあり方を確認するととも

に、今までの指導法にとらわれない自由な発想へと転換を図り、多様な学習形態と弾
力的な指導ilf画、教材の開発・工夫に積極的に努めていきたい。

次に、横断的な授業においては、本来二つの教科で別々に指導していた学習内容を

一つに整理することで、時1M]的なゆとりをもたらすことができた。各教科の年１１１１指導
計画も、それぞれの教科目標の連成に支臆のない範囲で、横断的かつ弾力的なものを

作成した。そのために教科会を週一回時間割りの中に設定したり、合同教科会を定期的

に開催するなど教科間の連絡、迎撹を図った゜生徒も横断的な授業をすることで、単

独教科の授業の時よりも学習内容をより広く、より深く理解できた。教師にとっても、
一体となって指導に当たることで教科間の交流が増え、生徒の興味・関心を生かした

柔軟な学習形態を取り入れたり、生徒一人ひとりの学習を支扱することができた。

今後、新教育課程への移行を見据えつつ、生徒の興味・関心に応じた体験的、横断
的な学習をどう取り入れて行くべきか。生徒一人ひとり生き生きと活動できる授業の

ため、改めてどんな教材を、どれだけの時間をかけて、どの教科で学習していくか、

多様かつ柔軟な発想で新しい授業を創造していきたい。

ニーイzﾄｰK遍金?舌亘誕J石汗麦:笥互

(1)研究の経過

１年次は本校の行事の見直しを行った。「なすことによって学ぶ」場である行事
の中で、特に名人に学ぶ会（１年）、職場見学（２年）、修学旅行（８年）、ふれ
あい活動（全学年）を体験的な行事と位置づけた。その中で生徒を生き生きと主体
的に活動させることにより、生きる力の育成をめざすことにした。また行事の後に
教師と生徒がきちんと反省を行い、次年度に生かすことを砿認した。２年次は４つ

の行事のねらいや目的の検肘を行いながら、実践し、終了後に反省を行った。３年
次は特にふれあい活動を中心に、より主体的なものになるよう研究をすすめた。

ねらい、取り組みの流れ、まとめ(2)４つの体改的な行事の

名人に学ぶ会（１年）①

1．ねらい

地域に住んでいる方で色々な技術を持っている方（名人）に、日常の生活や文化
にまつわる物を作ることを通して、話を1ｍいたり、その技術を学ぶことで生徒自身
の生き方を考える一助とする。また地域の方とのふれあいの中で開かれた学校をめ

ざす。

2．取り組みの流れ

生徒の希望アンケート実施

↓

（地域のいろいろな技術を持っている方【名人】との折衝）
（コースの設定）
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↓

生徒個人が選択

↓

実行

↓

名人に対するお礼の手紙を瀞

３．まとめ（平成１０年度）

反省<、

生徒の表情は真剣そのものであった。また楽しく生き生きと活動できたことが

名人へのお礼の手紙から読みとることができた。教師側の事前の準備に多少の課
題が残ったが、ねらいは連成できた。また、地域との連挽という意味からも意義
は大きかった。

②[~､Ni]５３頁享~r~目~軍~、

ねらい

１生徒一人ひとりが、興味・関心のある職場を見学したり、仕事を体験すること
を通して、生き方や将来への目標を考える。

２働いている人たちに接し、話を聞く中で、社会で働く大人の姿を知る。
３申し込みから礼状の発送まで経験することで、社会生活の基本を学びとる。

1．

取り組みの流れ

進路に関する事前学習
↓

自分の興味・関心のある職燭を考える
↓

自分で職種・職場探し

↓

同じ職種・職場ごとのグループにまとまる

↓

訪問先に見学の申し込みをする

↓

グループによる綿密な行程の立案・検討
↓

実行

↓

報告書の作成、礼状の発送、反省

まとめ（平成１１年度）

2．

3．

生徒へのアンケートの結果を見ると、職場探し、訪問先へのアポイントメン

ト、行程表の作成等への主体的な取り組みが「良くできた」が９０～９５％、全
体的に「充実した」が９３％と高く、ねらいを充分達成できたと言える。見学
だけでなく実際に体験させてもらった生徒の方が得るものが多かったようだ。
教師側の負担が大きい行事であるが、生徒にとっていろいろな意味で収穫の多
い活動であった。

③□屡享爾子T5-扉７１

1．ねらい

１自主的、計画的な行動力を養う。

1０



２京都・奈良の歴史や伝統文化にふれ、知識を深めるとともに感性を養う。
３社会の人々とのふれあいを通して、社会性や公徳心を身につけさせる。
４中学校生活の思い出をつくり、よりよい人間関係を養う。

２．取り組みのながれ

ビデオを使い事前学習

↓

京都・奈良で何を見たい、何を知りたい、何
２日目班別自主行動、体験学習（
３日目個人選択による体験学習

↓

目的意識の明確化（なぜそれを選んだのか）
↓

実行

↓

反省

３．まとめ（平成１１年度）

何をしたいか一人ひとりが考える
（夜）

生徒へのアンケートの結果を見ると、２日目の班別自主行動に２５％が「不
満」と答えているが、その内容を見てみると、「時間が足りなかった」「もっ
と見たかった」「ゆっくり見れなかった」等、前向きの不満であった。８日目
の体験学習の満足度が約９０％と高いのは、個人の選択がしっかり行われたた
めと考えられる。目的意識をしっかり持った生徒ほど充実感があったようであ
る。生徒に選択させるための情報提供や目的意識を高める工夫に時間をかける
ことでより主体的な取り組みが可能となった．もう少しゆとりある日程づくり
が課題となった。

④ ふれあい活動（全学年）

1゜ねらい

自分たちが郷土に何ができるかを考えることから始まった空き缶拾いやごみ拾い
を適して、生徒、教師、保護者、地域の方とのお互いの交流を深め、郷土愛、連
帯感を養う。

2．取り組みの流れ

本校のふれあい活動の歴史を学ぶ

学級委員が生徒会から出た実施要項をクラスで説明する
（目的、､当日の動き、ゴミの分別、準備する物等）

↓

色別の縦割り集団別に活動場所を決める
↓

クラスの活動場所を決める

クラスでグループ作り、役割分担をする

↓

実行

↓

反省
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３．まとめ（平成１０年度）

アンケート結果では、約７０％の生徒がカンやゴミをよく拾ったとなってい

るので、ねらいは達成できたと思われる。しかしながら、事前の指導や生徒委

員会の関わり等、もっと主体的な活動となるような工夫が必要である。

(3)成果と問題点

生徒一人ひとりが生き生きと活動できる場づくりとして、行事の中から、１年『名人

に学ぶ会』、２年『職場見学』、３年『修学旅行』、全学年『ふれあい活動』をそれぞ

れ考え、研究を進めた。これは、それぞれの行事が持つ体験的な活動が、生徒に意欲

を与え、主体的な行動を身につけたり、学ぶことの楽しさや成就感を体得させるうえ

で有効であると考えたからである。その実践内容については、体験活動研究部の実践

を参照していただきたい。

さて鶏各行事を通して、生徒はさまざまな体験活動をした。アンケート結果からも

わかるように各行事のねらいは、おおむね達成ざれ生徒が生き生きと意欲を持って取

り組んだ様子がうかがわれた。生徒の声からも『やってよかった』『楽しかった』

ｒためになった』等、充実感あふれる感想が多かった。生徒がやらされていると感じ

る行事では、なかなか充実感を味わうことができないことを考えると、これらの行事

に対して、いかに生徒が主体的に取り組んだかがわかる。これは、本研究の大きな成

果といえよう。

また、研究を続けていく中で、主体的な行事の創造のためには、絶えず『あなたは
何をしたいのか』を問いかける場面を取り入れることが、重要であることに気がつい

た。すなわち、生徒一人ひとりが自ら考え、自分のやりたいものを明確にさせること

によって、個々の主体的な取り組みがはじめて可能になり、それが生き生きとした活

動につながっていくと思われたからである。

『一人ひとりが生き生きとした主体性のある行事』

夛言【ざ､イ可をぎしブこし、＠つ

↑

一人ひとりが考え、自ら選択する

ところで、『あなたは何をしたいのか』を個々に追求させていく場面では、もちろ

ん個人の選択を重視することは当然であるが、生徒のやりたい希望をできる限りかな
え、それを生かせる方策を考えていくことがとても大切なことになる。たとえば、選
択肢をたくさん設けることや、場合によってはクラスの枠にとらわれないこと、また、

班別活動をする場合でも生徒が選択する過程では、常に個人選択重視の観点から班編
成をおこなうことなどである。いずれにせよ、各行事の中で生徒一人ひとりが選択す
る場をたくさん持つことによって、自分自身の興味関心を追求することができ、学習
内容が深められた。また、選択する力も育ち、他に依存することなく自分で考え行動
する力がついたことも大きな成果としてあげられよう。
しかし、ふれあい活動が、他の行事にくらべるとやや主体性に欠けるという昨年度

の反省があった。ところが、本年度６月のふれあい伊中（いなか）まつりにおいて、
生徒会の呼びかけに応じて多くの生徒が自発的に参加し、積極的に活動した。これは、
地域の人たちとのかかわりを積極的に求めようとしている芽が育っていることの表れ
と考えられる。このような子どもたちの持つ潜在的な力をふれあい活動においてどの
ように引き出していくか、研究をすすめている。
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年度行事計画平成１１

一

上Ａ２

＜その他＞

全校朝会（原則月１回）、学年集会、安全点検（原則月１回）、あいさつ運動・交通指導（テスト前１週間）

生徒委員会、中央委員会、伊中タイム（原則月１回）

月 儀式的 生徒活動 遠足等（体験的学習） 健康安全 学習 その他

４月

着任式

始業式

入学式

雛退任式

対面式

新入生

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

1年 ２年 ３年 身体計測

各種健康診断

交通指導 ＰＴＡ総会・授業参観

５月

色別抽選会

遠足 各種健康診断

避難訓練

中間テスト 家庭訪簡

部活動懇議会

６月 生徒総会 職場見学 修学旅行 各種健康診断

貧血検査 期末テスト

教育実習

２ 、 3年保護者会

学級懇談会

伊中まつり（授業参観）

7月 終業式 壮行会 学 年活 動 性教育講演会(３年）

人権授業

保護者個々面談

･８月

９月 始業式 体育祭

壮行会

避難訓練

９組キャンプ

授業参観・学級懇談会

市民一斉清掃

１０月

文化祭 平和学習会

中間テスト 地域ふれあい（運動会）

１１月

生徒会選挙

性教育

(１ ， 2年）

１２月 終業式

ふれあい活動

名人に

学ぶ会 学年 活動

期末テスト

9組クリスマス会

保護者個々面談

1月 始業式 性教育(１，２年）

1年移動教室

２月 入社試験学年末テスト

高校入学試験

９組３年生を送る会

2年保護者会・懇談会

３月 卒業式

修了式

生徒総会 校外学習 学習状況調査

(２年）

地域ふれあい（清掃）



Ⅲ今。後の課題



生徒一人ひとりが生き生きと活動できる場を授業と行事に設定し、特に体験を通して

生きる力の育成をめざしてきた。授業においては、意図的な年間指導i'十画を考えるにあ

たり基礎・基本の確認が各教科でなされた。今後は生涯学習の基礎となる自己教育力の

育成という観点から、学習の仕方を学べるような指導法の研究も深めていく必要があろ

う。

次に２００２年に導入される総合的な学習に関わるところを述べたい。

「総合的な学習」は、「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よ

りよく問題を解決する資質や能力を育てること」をねらいとしている。体験的な学習と

して取り上げた家庭科８学年の保育は、このねらいに合った学習ではないかと考えてい

る。生徒は２時間の保育実習で子どもたちとふれあい、予想もしなかった問題にぶつか

ったり感動したりして、色々なことを学んで帰ってくる。そして下絵の段階で美術科の
先生にアドバイスをしてもらい、その子たちのために絵本を作る。

本校で実践している他の横断的な授業は、総合的な学習への土台作りと考えている。

教科の枠を取り外さずに行ってきたが、教科の枠にこだわらず、あるいは意識的に枠を

外したりして、学習内容を設定していけば総合的な学習となっていくのではないかと考

える。その内容設定において生徒の関わりをどのようにするかということは今後の課題

であろう＿よた本校では今までの横断的な授業への取り組みを通して教師間の横のつな
がりができている。そのため容易に協力体制が取れ、総合的な学習に取り組むにあたっ

て環境づくりができているのではないかと考える。今後の可能性を述べ、今後の課題と
したい。

例えば次のようなことが考えられよう。

理科一技術（２年）→「電気に関する安全教育」

国語一技術（３年）→「新１１１１を作ろう」

音楽一英語（２年）→「世界の音楽」

また１１月に保体一理科（２年）で「環境の保全」を横断的な授業として行って

いるが、さらに発展的に扱うことができる。各教科の年間指導計画の中から教育課題
の一つである「環境」に関わる単元を拾ってみると以下のようなものがある。

国語８年１月日本のゴミ

１年１０月治水

理科３年８月地球の環境、自然界の調和

社会８年１２月環境と資源

１年世界とその諸地域、身近な地域、日本とその諸地域
英語２年９月１'ｍａｔｒｅｅ．（森林伐採）

１２月地球にやさしく（電池、プラスチック）

家庭１年１月私たちの環境（排水、ゴミ問題）

技術１年４月木材と私たちの生活

これらを１２月と１月の２か月を「環境の月」として集中的に且つ意識的に扱う（横断

的な学習）とか、例えば１年では排水、２年ではゴミ、３年では資源、のように教科の

内容と関連づけ、整理して学年別に特設時間に扱うとか、あるいは教科の枠を考えずに

環境について、私たちが生徒に考えてほしいあるいは生徒自身が取り組んでみたい内容
を検討し、それを各学年に発展的に割り振り、総合的な学習の時間を各学年で設け、そ

こで扱い、内容的に関わる教科がその１部を受けもつとか、色々な取り組みが考えられ
る。さらにそれらに体験的な行事である「ふれあい活動」をからめることもできる。ま

た教科間だけでなく道徳や学級活動と関連づけて扱うこともできる。

また本校の体験的な行事は、現在のままあるいは手を加えれば総合的な学習に移行で

きると考える。特に２学年で実施している職場見学が総合的な学習そのものではないか

と考える。職業について理解を深め自分の将来について考える、いわゆる進路学習に加

え、希望する職場への電話での申し込みから礼状発送までを経験し、礼儀や約束の時間

の厳守等社会生活の基本を体駿的に学ぶ絶好の機会となっているからである。また「自

己の生き方についての自覚を深める」という「総合的な学習」のねらいとも合致してい
る。

色々な取り組みの可能性を述べてきたが、最後に２００２年に向けての本校の具体的

な取り組みについて触れたい。まず今まで行ってきた行事や人権学習などの特別授業の

中で、そのまま総合的な学習となりうるものや手を加えればそうなりうるものを検対し

－１４－



遡ぴ出す。また今まで実践してきた横断的な授業の中からもどれをどのように発展的に

取り上げ、総合的な学習としていくか検討する。その際、本校の学校教育目標即ち本校

の期待する生徒像という観点から検討されなければならないことは言うまでもない。ま

た教科から特別に時間を取ってやりたいことの希望を募り、調整していくことも出てこ

よう。総合的な学習に充てられる各学年最低７０時間という枠を考えながら、それらを

総合的に検討し、決めていくことになるのではないかと考える。
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年次の研究の経過２１，
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可二ﾉ三jと９句二巨芝〔１句三乙疋）

４．１１第１回研究推進委員会

職員アンケートについて

４．１７第２回研究推進委員会

アンケート結果、今後の見通しについて

４．２８第１回校内研究全体会及び学年会

アンケート結果、研究傾域について

５．８第３回研究推進委員会

学年会での話し合いの結果をもとに研究傾城、研究テーマ、研
究組織について検討

５．２１第４回研究推進委員会

伊勢原市教育委員会指導室長招請

今後の教育の基本的な方向、これからの学校教育、校内研
究の方向等について

研究テーマ、研究組織、研究内容、当面の研究予定について

５．２９第２回校内研究全体会

研究テーマ・研究組織を決定、当面の研究予定について

６．６第５回研究推進委員会

研究組織の人的配置、研究内容、次回研究会について

６．９伊勢原市教育委員会指導室長招請

本校の研究について

６．１８第６回研究推進委員会

研究内容（方向性）、おおまかな研究計画、研究の全体構造に
ついて

６．２０職場見学（２年）

６．２６～２８修学旅行（３年）

７．１第３回校内研究全体会

研究組織の確認、研究内容（全休柵造）・おおまかな研究i１１．画

を決定

校内研究部会

研究内容の確認、今後の研究予定（特に夏休み中にやっておく

こと）について

７．１１第７回研究推進委員会

校内研究部会からの報告、２学期の研究予定について

７．１４職員会瓢

校内研究部会からの報告、９月の研究予定の確認
９．８第８回研究推進委員会

９月の研究予定、研究テーマ設定の理由・研究のねらいに
ついて

９．１９第４回校内研究全体会

研究テーマ設定の理由・研究のねらいの確認

校内研究部会

①授業研究部会

各教科の閲迎状況の把握

３グループ（国美社、理体技、音数英）に分けて研究をす
すめることを決める

②体験活動研究部会

行事の精選について

行事の後に生徒と教師にアンケートを取り、改善していく
ことにする
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第９回研究推進委員会

今後の研究の力liil、lili究先進校訪ＮＩＩについて
校内研究部会

伊勢原市教育委員会による学校iﾘillll

研究状況の報告

教科会

第１０回研究推進委員会

今後の研究（２，８学期）、研究先進校訪間について
８学期に校内研修会を持つことを決める

東京都渋谷区立上原中学校訪問

第５回校内研究全体会

上原中学校の研究を報告

校内研究部会

①２グループ（国美社音英、理体技数）に編成し直す
②各学年の行事は固定化していくことにする

第１１回研究推進委員会

校内研究部会からの報告

研究の見通しについて

３学期の校内研修会について

校内研究部会

①迎撹や乗り入れなど実践できることを具体的に検討

②体育祭、文化祭について反省アンケートをもとに検討

ふれあい活動（全学年）

名人に学ぶ会（１年）

第１２回研究推進委員会

今後の研究について

（１）本年度中にまとめておくことについて

（２）来年度の見通しについて

（３）研究テーマ、研究組織などについて

第６回校内研究全休会

各部会から今までの取り組みの報告

・各部会が本年度中にまとめておくこととその日程に？

１０．７

１０．１８

１０．１７

１１．１２

１１．２１

１１．２６

１２．８

１２．１１

１２．１９

１２．２０

１．１８

１．２８

・各部会が本年度中にまとめておくこととその日程について確認

教科会

運搬や乗り入れなど実践できることを具体的に各教科で詰める
校内研修会

岩間和子先生（横浜市立小田中学校）を招請し、クロスカリキ

ュラムについて校内学習会を開く

第１８回研究推進委員会

本年度中にまとめることの確認

今後の研究について

（１）授業研究について

基本的には全教科研究授業を行う

・教科の連柵～決定された年間31.画に従って行う

・指導法等の工夫～「主体的に学ぶ」を基盤に、

「体験的に」「できるだけ実物を使って」

（２）研究のゴールについて

研究テーマ、どこまで研究をすすめるかについて

全体棡想図について

（３）研究組織について

校内研究部会

①迎捌や乗り入れなど来年度実践することの検３５１、調整、決定

②本年度の研究のまとめ及び体験的な行事の意義の確翠

第１４回研究推進委員会

（１）本年度のまとめの検討（各部会、全体）

２．４

２．６

２．１３

８．６
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（２）来年度の授業研究[指導法等の工夫]について
第７回校内研究全体会

本年度の研究のまとめ（各部会及び研究推進委貝会より）
来年度の研究について

岐阜県郡上illl八幡町立八幡'１｣学校訪ＩＭＩ１

３．１７

８．１８

二Iヱﾉｮj之工Ｏ全手三巨乏（＝金手三乙欠）

４．１０第１回研究推進委員会

昨年度の研究の確認、研究組織について、今後の授業研究につい
４．１３第１回校内研究全体会

昨年度の研究の確認、研究組織について、

今後の研究について

①授業研究部

・教科の迎挽～昨年度決定したことを実践
・指導法等の工夫・改善～各教科１回は行い

参観と反省会を行う

②体験活動研究部

４つの体験的な活動の目的やねらいの検討
事後の反省

５．８第２回研究推進委員会

指導案及び反省用紙について、授業研究の年ilI1ilI･画について、
次回研究会について

５．１２第２回校内研究会

研究全体会

指導案・反省について、授業研究の年間計画について
研究部会

①各教科で体験的な活動を洗い出す

②行事終了後の反省やアンケートの検討、行事の記録について
６．８職場見学（２年）

６．１１～１８修学旅行（８年）

６．５第３回研究推進委員会

２年次の研究への取り組みの確認

次回研究会について

６．２３第３回校内研究全体会

２年次の取り組みの確認

今までの授業実践報告と話し合い

理科一一技術科(４月）、家庭科(5/18)、美術科(6/12）

今後の授業研究について

各教科からの体験的な活動を取り入れられる単元についての報告と話
し合い

今後の予定

第４回研究推進委員会

「体験」について確認、次回研究会について
今後の研究について

第４回校内研究全体会

市教育委員会より渡辺、柴田両指導主事を迎え、２年次の研究の概要
の報告を行い、助言を受ける

第５回研究推進委員会

８年次の研究について、研究のまとめ方について
次回研究会について

第５回校内研究会

今後の研究について、研究のまとめ方について
今までの授業実践報告と話し合い

７．１

７．８

９．１８

9．２８
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音楽(9/16)、国語一一社会(9/30）

教科会

第６回研究推進委員会

授業研究について、次回研究会について

先進校の研究発表会への参加、視察について

第６回校内研究全休会

研究全体会

研究授業について提案

11/６（社会）、11/1８（体育一一理科）に研究授業を行い、
全員で参観し、研究会をもつ

今までの授業実践報告と話し合い

国語（１０/5）

研究部会

①今後に予定されている授業について話し合い、具体的に譜める
②４つの体験的な活動の目的やねらい及び系統化を検討する

横浜国立大学付属餓倉中学校の研究発表会に参加

社会科研究授業、全員参観

第７回研究推進委員会

次回研究会について

体験活動研究部からの提案について

横浜国立大学付属灘倉中学校の研究発表会の報告

体育科（－－理科）研究授業、全員参観

第７回校内研究全体会

市教育委員会より渡辺指導主事を迎え、研究会をもつ

参観した２つの研究授業（体験を取り入れた授業と横断的な授業）

１０．８

１０．２１

1０．３０

１１．６

１１．１１

１１．１８

について

横浜国立大学付属鐡倉中学校の研究の報告

福島県三春町立沢石中学校訪問

筑波大学付属駒場中学校の研究発表会に参加

第８回研究推進委員会

次回研究会について、８学期に取り組むことについて

第８回校内研究全体会

体験活動研究部より体験的な行事の８年間の流れについて提案
授業研究について

今までの授業実践報告と話し合い

数学一一理科、保体一一理科（共に１１/26）

指導案（評価項目）について

「主体的」について話し合う

３学期に取り組むことについて

名人に学ぶ会（１年）

ふれあい活動（全学年）

第９回研究推進委員会

「主体的」と思われる行動について、

８学期に取り組むことについて、次回研究会について

第９回校内研究全体会

今までの授業実践報告と話し合い

数学（l／14)、家庭科一一美術(９月、１月）、

英語一一家庭科（l/29）

体験的な行事の反省

名人に学ぶ会（12/19)、ふれあい活動（12/21）

「主体的」と思われる行動について

８学期に各教科で取り組むことについて

・体験的な活動を取り入れられる単元について、本年度の

と来年度の計画

１１．１９

１１．２０

１２．７

１２．１１

１２．１９

１２．２１

１．２０

１．２９

本年度の反省

－１９－



・研究授業以外での実践のまとめ

・横断的な授業について、本年度の反省と来年度の計画
・２年次の反省

第１０回研究推進委員会

２年次のまとめについて、来年度の取り組みについて

次回研究会について

合同教科会

第１０回校内研究全体会

今までの授業実践報告と話し合い

２．２

２．１５

２．１７ 回校内研究全体会

今までの授業実践報告と話し合い

技術科(2/15)、英語一一音楽(2/16）

合同教科会の報告

教科会

回研究推進委員会

２年次のまとめの検討、来年度の取り組みについて

次回校内研究会について

回校内研究全体会

２年次の研究のまとめについて、来年度の方向性について

合同教科

教科会

第１１回研究椎

２年次の

次回校内

３ １２

第 １１３．２３

－２０－



授業研究部の実践



体験的な活動を取り入れた授業Ａ



国語科学習指導案
１，柳ｌｉｌｌｌｉＩｉ楽T、

１１」ｌＩｉiliIjE1u;I：lｏｌｌ５１１（)１）ｉ１ｉ５１史ｌｌｌｉ

２やｌＩｒ学紘”,Ｌ１－`|:２$１１（ｿｌｊ２２１ｆｉ女子１０f’ｉｉⅡ３７f'i）

３１１１元名凹然の'１１で「脳｜し川をi(;める」ＩIいもニュースキャスター
説lﾘjnり文凧を活川して、「AI)すﾉﾉ」を7Jてる

４１１１元のuIm・『l然と人１１１１とのⅢ1わりについてiIlかれた又{iKを醜み、「１分の報えな'ギつ゜

.iMAIﾘＩ的文晒をinＩⅡｌ`て、「iVjJ.）J」をr『て２１③

５１１t元のiililⅢ韮ilq

｢ＪＤ２ｇ：ｊＫｈ

６１１１元の描柳と１１２徒の実態

（１）１１.元の鵬》りについて

ロ然と人lⅡ]との11Uわりは桁１厘で深い。しかし、人'111111心の111(１１lな仕莱により、側然のIⅡ'1きillやIⅡ|ぴが１mかれて久

しい。日本の川も例外ではない。「暴れ川をiGめる」という、脱111力あふれた文厳を読み、現代的な課題を考え、
rI己の考えをIﾘl随にl耐って炎現していくという学刊辿Ｉ１ｉｌに、これからのWilU1発偏行を方てる恩図を見いだしたい。

（２）生徒の実態について

Ｉﾘ]るく、Inj上心に1iW心l1iiiiが多い。rII11iiW苑に犯薗iJjWしながらも、お』〔いをクラスの大切な一員として息職し

て生iiiをしている。Ｍｎじたことや考えていることを文iit化することにたけた女子が多い一方で、男子は好奇心旺盛

で、［１分たちの21:iiFやⅡLの011の、lきと、今学1Ｗしている1lIIIIiとをうまくDII迎づけながら発想していくことにかけて
はレペルがifliい。例えば、ｌ【【i文づくりで{よユーモアにあふれバラエティにTii;んだ文がつぎから次へと１１:まれ、１１洲Ⅱ

が足りなくなるのはいつ1,のことで01うろ。その１１;ⅡⅢ、［WⅡIⅡの１１ⅡみⅡ!ねをクラス余Ⅱ〈で楽しんでいる。

７教材について“

これからのI(↑ＵＩＬⅢ１代、Ijil際化IIli化においては、｜;|分の恵ＩＩＬや:l昌鵬をiIiMIUnljかつ､ﾘ砿に表現する「iiliすﾉ｣」はま
すます必要不可欠のものになるだろう。しかし、１１１診齪|：や若打をとりまく現状はなかなかきびしい現状である。

さらに、説IUjIMl文iitを扱った授業は、ともすれば総ＩＷｌ１ｌ心にltliきがちで、１.ﾄﾞ習街にとっては「楽しい授菜」に
ほど巡いものになりかねない。

そこで今Ii]は、INUjUlllI麺にI(iI;UIiからIND$Ⅱんだ「艦れ川をi(ｗ》る」のfjtlPIに、ニュース研ｉＵをまねて「iiiす」
禰皿lを取り入れることにした。｜:1分がニュースＮｉ$Ⅱのllliiji渦の１人になったつもりで、艫みとったことを110き手に

分かりやすく伝わるような苑表1jI(M1を(1;D、それをクラスのみんなのii1で苑表するというiiYiHﾘﾘを、して、恵.ｉｉＭｌｌで

ＤＩＩ造的な学習をめざしたい。

指導計画（８時１１Ⅱ|&い）

理解①初苑の懇ALIをlJiち、１.jtlWの111点にｈＷ＜。（１ⅡilIU）

②文iltのⅢ成を醤え､ﾜｰｸｼｰﾄをⅢいて､内容をJ1'１１Ｗし、まとめる.(2UIllll）

③「水を大地に返す」をキーワー1:としてとらえ、脚然と現代に生きるわたしたちとのUI]わり方について
lir狸する。（１１１＃１１１１）

表現①ニュースlllFImのI柵成を）しⅡI〕、「｣,L水台本」を0礎む゜（１ⅡillⅡ）水I1f
②、,I役にそってiiiすI４１門をlIliI閲にし、純１１Vする。（２ⅢiⅢl）
③苑変会をMiち、ｉｌ;lI1iする。蝋Auをまとめる。（１１ⅡIⅢI）

８

－２１－

関心・庖欲・態度 狐がＩＨＩのＮｉ水の文化について|Ⅲ心をＩｆら、進んで作舶に親しみ、話し合いに参ljUしよう

とする ⑥

表現 蛾し合いのiMi1lnをとらえ、１３分の瀞えを分かりやすく話すことができる。

理9７ 文通の鵬ⅢjにljlLて要点をllH理し、緬者の考え方をlMi虚にとらえることができる。

言語11MＨ iWi句の文111K上の恵味をとらえることができる。



９本11$のlHjl11（第５Ⅱ<i）

（１）本吋のロ楓

「ニュースステイション」方式によって、Ｆ１:Ⅱ《II1jに醜まぜる。

（２）木I11fのilillliAい1１１

（３）本IⅡiの脂押について

ニュース1,$Ⅱの流れや､11役のＪＩＩＩｉ１を、ＴＶのＶＴＩ上を』Lせることによ')、111蚊深くj1I1lWrさせる。特に、
－スは、’''''１:{'1穴>話Iu1(liが`IijIj、１１１ﾂ99'１(でい;Ｍに｣Il1IYできるインパクトの｡Iうるもｑ)が必!ｕであろう。
ｉ)(に、ヅノンーノに分かれてHIl役をiAめる際、おｌ[いのｲＭ１やⅢ11'１iをIliiまえてijRM)ることができるよう、
し合いを1ケてるようにしたい。

トップニュ

脇ﾉJしてiE

(`l）本ｌＷのl1jlll11

[ＩＣ

ＴＤｄ《Ｊ、

－２２－

議篝鑿i霧襄霧雲三三覇

学 ｌＷｉ`ＦｌＵｊ￣l-1i〒7ｉ－Ｆ－５丁一雨一蔵－７了－１

｢梨れ川を袷める」のIAjﾂﾞﾄﾞを二
ユース研llllにしてみんなにIjiえ
ることを砿腿する。

ＶＴＲを祝聡する。

柵成を砿鰹する。

ニュースのlWl介と税IﾘＩ
IIL皿からのレポート

職iIfによるニュースの１W脱

jMi水台木を鮠み、課RuのjQUIli
を知る。

liIl役と段萠のｌｕ２１を１１１k腿する。

ＡＭキャスター

ＢＳキ･Ｉ'スター

Ｃし711一夕－１

，．レアＩＩ－夕－２

Ｅ大学教授

Ｆｉｉｆ諭家

ＶＴＲを兇て、l1l分の役のイメ

－ジをふくらませる ｡

RUI役にそって、iiiIiすIAIf;をIIIiI側
にし、純1Ｗする ◎

糾１１ＷとｿEJtのたＭ)に必典なこと
やilllIiliするものをlmr縄する。

110心・懲欲・態ＩＤ：

表現解

筒語１ＭＩ

学習ＩＡｌ容

柳
人 本lIliの学習の確蝿

服

ニュース冊$uの１Ｍ

成を側Iり、「基本
台木」を腕む゜

配役を決める。

他のクラスの苑我

のＶＴＲを見る。

lHiI閲にlIHDかかる

ま
と
め

次Ⅱ『の予告

具HSHりなニュースlH4Ⅱをあけて、息
職(;１１１を図る゜

I:|分たちがii品みとったことを、ニュ

ース仕立てで、淡」几することの恵錠
をjUl11Wさせる。

Ⅱ【同のおnいのIMI性や布躯を踏まえ

てiillilkを決めていくようにさせる。

台木のIHI容と本文の段iii、ワークシ

ートのiMBlが一致していることを気
1Jかせる。

ｿ6災で1:入していたところを見つけ
て、ⅡID入れるようluj蔵する。

ワークシートのIAI1iFを参考にさせる

必凹なF1料１１iをiIqliliする。

参勝図１１１

Tj?｣0１

I槐Iﾘlに仙川するlhi料や小jii凪の大切
さを刺Iらせる。
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研究授業を終 えて

－２４－

１ 授業者（教科） ｌｎＩｌｊ泰子（国語「:｜）

２ |］時 平成Ｉ（)』'三１（)n５ｐ（)1）

５校11寺１年２組

:Ｉ 単元 自然ﾘﾉIljで「暴ｵし)||を治める」私もニュースキャスター

４ 関連する教科

と単元



言吾泰I‐ｊそＦα＞イ山ｏ＞二二'R美
lllK

1i､JrIII1ｶF;１１１レバｌｉ'1人１１１

「1人ｆl(ﾉ)''１かIZ,｢l分り)/１１きズ'?ＩｌＩＩＣ４･Ｍ１箙(）(、１１５(ﾉ)１１１１１１(に賊み'１ハ
カードをlizる．そ(ﾉﾉ後、』Ｗ)カーl:を１１[ってl〕[でカルタ''１１ノをし/二が、
カルタhiiびI.Ｌ愛riがﾙ)っ（I111I11iiV:かつﾉｰ“

国

llIUlしり）

ざ｢'1;り(ﾉ）

１２１を（)に′|:きるトル'1'"’ハクル'0ンｌ
ｌＬｉ:,jiiﾉ)吉Ⅱ1さんに]Zi1(をillき、’；:IliZ;(i会が9);った’''１ＩＴｊｉＷＭをえさ代と

して、ＭｒＩ:|した鳧かか/h?か文ＷＷ)|（ｒＷ１:'lHi,Ｍ,、一人ﾀﾞⅥノリ:心|ﾉ)二ｔ'った1ＨＩＨ６
ｉＩ「くことができたし、ｉﾉj"'て、｜ﾘｉｕ・ん、lli篇iに;0$いﾉﾆﾉI;ｉｊ１１ｉ'いて、よい学iWにな
った。

2年

①文学に親しむ｜郷MII《に↑Ｉ↓し１１１
教科１１$I8iliWj櫛MXから１１分０)好きな１１１(をj1$び、蝋（iilii、砿10(虻をiI『いた。liilir

にｌＱﾉｊｉＬ、おｌｉ:いに鵬ハし（↑っﾉｰ,，
｜同'し１１１１《を避んで(,、バビ/胆/i)11111（，ﾉﾋﾞｊＭ)Jiﾉﾐ'ﾉ)j恥いに、’'１１Ⅱ1Zが1ｕしていることに

感血Ｉしたよう/鷺。

②｜新'111を'１;ろうI
Jrjliな紙A1､とiiしり１１にし／二iliⅡＩｌｊ<Iﾉにfii'`がIlj(Uji1ML､１Ｍ(宗に111,βjtした｡」jﾉi：

いに読み合って、l1l1llWを深めた慰

紀１Vの選びノパ，、iIillI:I(ﾉj通い、liLlllしぺ，イラストなどさ」：ざ｣:/1,:111ｹﾞﾂｿをしたが
できたときり）豚びuひとし｣ツル,ﾉｰ｣ﾐうだ．

3年

①文学をｕＩ:jl)う１故Ililll
小説｜故郷］（ﾉﾉⅡ↑ｌＷｌｒ１Ｈを柵1ぺたI)、’１;,11,を分|ﾉﾙﾌﾟﾆ'１;｢作を、ニュース形jい）

台木にあわせて、IL1分が１１畔1.1Ｚ)配役(ﾉ)ljii隅を漕いた。（bilメインキャスター
リブキャスターレポーター１，２税込ルントウオ〕たしなど）
その後､班ごとに発表-ﾘｰろとｌｎｌⅡﾔに､友達の発表を|】Iいて評ｌｌＩｉカードに記入し、

終了後お互いにブノードを交換した．（VTlRIlil影）

②文学をUlﾐわうルモン哀１W《１
班ごとに、読みとった''１７Fを||ﾄﾞ誠で炎ﾘZし、お』j:いに評''１１iし(rい、カードを交

換する。（ＶＴＲ撮影）

2年①y堀ﾓｽﾞ,､親した』
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従'二≦＝不I．（ご奎腫已白勺づぅ旦呼）笥弓2二子響才旨ﾐ騎[夛筐
授難者肌、勢

１，日時312成lUjI二11月６日（金）風116校HIr

２，学級３年7組（男子20名女7.18名）

３，場所視聴覚室

`Ｌｌｉｉ元節1章節4節呪代企案のしくみ

５，lid元同僚①資本主義における企業の生産活動は、拡大iIi生産を続け株式会仕のしくみを利ＩＤして、自111肌争のもとで利
・澗の追求をめざしている。その111にあって企梁は、資金をどのように融通していくのか学び取らせる。

②利澗を追求する企柔DI1の腕争が資本主纏Ⅱ:会のjjN動ﾉﾉとなっていることを理解させる。また、その肌争のｉｌｊ
でおこる鼠気変動のljN因や企業の無'１】によって引き起こさ｣しる囚民生稲の彫轡なども考えさせる。

③株式学習ゲームを皿して政治、級済、社会のいろいろなiIiiに興味、関心を待たせる。

６，単元W}画 株式会社・・・・・・・・・・・・１時間（木uIr）
株式学習ゲーム・・・・..・・・１時１１１１

企業と金１W1...........11Mr、
企業の活動と呆気狂０M１．．．．．．２吋１１１１

企業の典[I]と現代の日本の企業・・1時間
合１１｝６時1１１１

７，本時の目標 味式芸仕は、より多くの安本を梨めるために株式を発行していること、並びに株式への投資は安産運用のひと
つの有効な手段であることをつかませる

８，学習過固

lｍＥＩ

■、

二u=I･［咀UhT

】IF ■■

ｎＩ８１

資料ＯＨＰ

プリント

実物

株券、朝日新１１１１株式１冊
朝日新聞株式１日

日本長期１日、銀行株券

－２７－

蓬
評価

単純かつ柔軟な
考えができ発言
する

株式会社のしく

みを理解する

脱明をしっかり

閃Iく

脱明に疑'１０を侍
ち兜首する

説明をしっかり

聞き作業に執極
的に取り組む

正砿に株が､Hえ
る



薑薑篝篝篝篝霧臺篝
諸難蝦G畠齢

楽しくよくわかる公民 ＮＯ２６組宅前

UlIlIl
く株式会社＞
☆公企業と軽企業

公企業・・・営利を目的としな('､、国や都道府県、市准どが営む
濯企案・・・営利を目的とする民間が営む

＝百１三片

鑿
ワ

篝篝，
■１企業が生産活動をするためには、何が必要だろうか→

○規模の大きいすぐれた生産設衛や新商品の開発に向けての研究

↓

多額の資本が必要

↓
漫曽冨萱壺望巳塞と窒堂皇

閏
⑭

■２言も株主に鞍って、株式会社の遷営に参加しよう

資金は500万円椋の価格は終値で買う

株式を売買する
ルール

.完＝と鞍る資金は500万円

・投資対象銘柄は東京証券取引所市場第１部銘柄の中から選ぶ
・売買はすべて銘柄ごとに決められた最小売買単位の整数倍でおこなう

１単位

鷺雪ilOOO株（額面50円の株券）
醤100株(額面500円の株券）

月日

買いたい銘柄（企業）１棟の価格 株数 買い付け全額二
Ｅ
二

コ
コ
ニ

１

円） 1000棟（額面50円の株券）
100株（額面500円の株券〕

サカタのタネ、アラ石、大東蓮、新言空調、伊震圏、
ニーチャム、リンナイ．マプチ、ソニー、アイワ、京芒ラ
セガ、任天堂、アデランス、サークルＫ、＝ジマ、Ｆマート
ヨークベニオートバックス、イニロハソト、ミニストップ
アーム、自栄、オリックス、東城、東三、テムー、＝ナミ鞍ど

1棟（額面50000円の株券）

ＪＴ、ＮＴＴ、ＤＤＩ、曰テレーム、ＮＴＴドーニ、ＪＲ左ど

２

円）

３

霧
一

今日は（ 円）
ヨヮブ画1召Ｉ（百丁冒鈩、●
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５，授業をふりかえって

（１）（'二徒I:Ｉら主{ｲ801にiUl11111にllYUlIllむ盗勢はどうだったか

１，発割やNil｝し合い

企業が生産冠rYMちめｂに陽Ｍ〃Ｍ))』,源〃､という最初の
稚問への反/『榊剥１１１１，１梼式棚セルｆ麺吻|にｉｌｌ６質問．ifurk
i測艸鋪釣繩に銅ｂ素朴５擬Iflバジ稲に出さ1ＭM(;７（'］'ず雀(nしに処1ハラｌｉＬＵ､でｲ鐵疋迩劫､こし▽(て並

２化錐の活動

剃ｌＩ１`]航１１M|セルに獄ｿl"う４分の鐵沫F,ｂ企鷲､状況を
１２梱ｕうとう蝿'ﾆﾗ秀"しトモ’’化し)'Ｍ１些視１９敢師に積ｲ糊に卿問してい7二。

３，生徒の興味、lIU心

EI繩１J'億lf1柵Tの実り勺`】株券を肚雁ごとで･趣に鋤沫側,リオ塙汕城jl(ｲｸﾞＷＩｌｗｌ篦1雌旨にうJくう,J,γ､こし（て｡左

(2)そのImiliし合われたこと

･鋤的、綱とｿ'''１烹拘(日紙Ijl億W1繩ｆＷＩﾌﾟiKjiL)〔便ｌｆｌｉ６ご上に
Ｊソ蛾ｎ妙味JrM・高勵3ﾆﾋﾊﾟてaに

￣

､鱸'二林丸｡'棡航雛16二とで生約ｗｌダル中ソ綱臼鐵し
鞠１)…《て叩

￣￣￣－－－－￣－－

－２９－



在t二二号禾斗 jぞ＝◎つft1」‘○つ二髻皿菱

I）２イドリＩﾉCfh『又'ﾘIのおこり』

《火おこし.t１Ｍ;づくり》Ⅱ《験

人緬がjii具をjMm1lしtljいこなすために、どのような１１f労やIZ火をしたかを、（｜《験を
jluして11111Ｗさせようとした。

「火おこし」はlIHiハル[を''1位として、29,;:級合liilのティームテイーチンクで行い、
「」:洲づくり」は別のI1Jjll1lに行l:２級でｉｉった゜

以下、その授業の感想である。

火おこし．土器づくり

llVhmUHUH

]ⅨｕＯ】ｽミ（’

'

－３０－

火おこしの感想を轡いてください。

人飢人q'鍬をﾁﾆｩ,'に、'二人小'Mご蓬さい尋とをす&んだ．‘
と'乱為た今'ずﾗｲﾀﾞｰｆｺﾞﾂﾁｰで､1△つ471,,そう廃‐たのか＊しｈ/FM,ﾉﾌﾞとＷ焔0Ｗ、>【〈ｑお､｡L方'チ１拍｡う批し刑;た。

｡)<焼たfりた川して紳胸胸力をｲＷｖＩご焔あご(をし,。

ズさごＬｍ
Ｚ､､う“

'丘二かい目方Ｆ１

土器づくりの感想を書いてください。

鍬会のｊ教，卿署方ﾋﾞて1よ乞弘こした柳土器か厚真
I<出ていうか:あんな土J器乞'|乍5の|＜はプロか昨Sな
くて|きて芝ないし良う｡自力川/i:ﾌﾞ付土器には);Ｍが
いﾁﾗ椚爪なう几３，友｡や|ﾎﾟｿ苔乢吋こい蝋,犬

｡最ｵｽ|J土器匂悟ｍｊＭｉｉ単だ上尾うていた|ﾅＣ
実標に'i乍八升5℃麦に蝿。
うまい/n石少しは形パオMKZⅢ3‘
僕挑の〈，いうきくっくうｏｎﾐｧﾌﾟMEI北､剛犬`らた

て｣吃薬(方;≠



２）３年単元名『情報と社会』

現代の'1W報化社会の最先ウルをいくインターネットとはどのようなものであるかを理解

させるために授業をおこなった。

、インターネットを扱えるコンピューターが1台しかないため教8iiiが実際に操作して生

徒に見せた。

・伊勢原中学校の111,（ホームページ）を見せ、｜Ｗ報がどのように発信さ」しているかを

理解させた

・いろいろな怖報元にアクセスすることでInfIlがiiiiliiにしかも素早く手にはいることを

理解させた

生徒一人一人にインターネットの実体験を行えるだけの股倫もないので不十分さは否

めないか、，丙\a化社会の一端をかいま見ることができ、その問題点に迫ることもできた。

1／１ページ衆蝋院ホームページ
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数学科学習指 導案
授業者柧本日永

ｎ時

半級

場所

１１t元

１１１元ロ標

jIzIjhll年１月１'1日（水）筋４校時

３年４組（男子２１名，女子１９名）

校庭

6．図形のii1IH

IzI形の３１風に'』Uする性画を理解し,そｵ'らをIHF川することができるようにする．そのために

①三平方の定理について】醜ﾙﾄﾞし，図形の''1風などに活ⅡIすることができるようにする。

②おうざ形の弧の艮さとmIH，１１１錐，球の衣、伽と体欄を求めることができるようにする．

③ＩＤ似な図形について，ｍ楓のUII係や体馴のIlU係を岡ぺ，それを図形のiilnに活,Ⅱできるようにする。
１章三平方の定理（９IlfIlll）

§1．三'１z方の定理一一一一一一一一３UlfIIlI

；２．三J12力の定理のｲIUll-----5UlHIII

IHllul演習一一一一一一一一一一一一一lIllfIlil

２章Iul錐と球（４時1111）

§１．ILl錐の表imlUiと体、－－－－－２１１ﾔ'１１１

６２．球の表in楓と体個一一一二-－１吋IHI

IHI翅演習一一一一一一一一一一一一一jIIlⅡM１

３章イロ似な図形のIiIm（４時1111）

§１．相似な図形のiniIYI------llIiⅡ111

§２．イロ似な立体の表ini楓・体IH--1IllrIIIl

lHl麺演習一一一-－－．－－－－－－－２i}ｹﾞＩＮＩ（水ﾛﾔはその２時111Ⅱ?'）

０
Ｐ
、
０
Ｄ

Ｉ
Ｌ
穴
ダ
ニ
へ
く
）
・
勾
珀
Ｆ
【
⑭

６，jli元計画

７，本時の指導

（１）目標：三平方の定理を正しく理１W（し、実際の場で正しく利lⅡできるかを体願する機会とする。

（２）腰1ｍ

学習内容 学 習 活 動 指柳上の工夫・肝１ｍ
噂
入 ＠本時の学習を想起

と学習内容の碗鹿． ●''１…したﾌﾟﾘﾝﾄ………|●…u'…ﾌﾟﾘﾝﾄ蓬…し、本時の活動を理解する。

◎校庭に１辺１０ｍ

の正方形を描く。
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ろ
側
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班
す
対
征

◇
図
◇
を

鵬

1m

◎描かれた四m形が

正方形であることを

証明する。

－－一一一一

☆「三IIJ【方の定理」にっ

と作図ができたか。

｡まとめ ◇「三平方の定理」などの正当性を、爽照の場で体

感する。

tと

0

について、 正しいuIUii1
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１１刺形のnMji〕
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を終えて研究授業

Ⅲ－１M’

５，授条をふりかえって

（１）生徒自ら主体０１に課MnにllXD組む饗勢はどうだったか

１，発言や蹄し合い

ｸﾞﾙｰﾌﾟ別にﾌ古ｌｌＭ１内塔区論し/i:ｒ１ｈじﾉﾐのが寝ｊＩリミ

の/'】論);Ｍ｢話し"'Ｍｗさ旧１kは於想の二tﾉしり虫猜
な方法力Y誠でれた。

生徒の活動

意欲的に川昶が)|倉と狸)｡鮒トワで毒素した力演
で積極的/J迩餅ｈい具られノミ。
思うよ>に正方｝ＭけWQM山た７．ﾙｰﾌﾟは最捻脈jlU談
し1Jﾉﾊﾟｾﾞﾉﾉ｢｢雛Ｅし｢こり思い卵ｿにい,/と7ﾙｰﾌ．'よＡ勵歓

,生､:蓋Kil$!i)IjlIWilFﾘﾚﾊ鞭朋L｣`'川川℃締ハム

(2)その他話し合われたこと

：､i識上(てＴ里11Wし了いうﾐとＭ漢縢にi吏え§ようには５に'ず

瞬間ｲ’ＶＩ階島ｎ．'二粉線Y,迦柳の1,flx'ﾉJ陀試流いう

フル７．ⅦﾏﾙﾊJうに漏僻しノミ。
とに（楽しく惹欲､7,ご|縢力,．Tがごヒバ度)雌。

－３４－



委白巨号全窄l‐そ字○つイ山○つ夛毫腿美

'ｲ'二空ｌｌＩＩ図形｜Ⅱ:多iIii体を作ってみよう｜
手順

（')いろいろなⅢ'体の模ｊｉｌを火際に触れてみる`，

②1,'分の作ろうと思う多iIliHKを１つ逃Ⅲ<１．る`，

③』liliiIに練習の川紙に下図を描いてみる。

④下図をはさみで切ってみて、そのⅡ:｣もかりを,;処１．ろ。
⑤厚紙に立体の鵬1)Ⅱ剛をliliく⑩

⑥はさみで切断する。

⑦セロテープ、はさみ等を利川して1ｋ体を$,,み,)[てる。
⑧おLLいの立体を側fiしてみる⑪

2Ｈ１ミイⅡ似と縮凹「縮図を利川してiHiさをiillべてみよう｜
手111ｍ

①｣liiiilにil1りり力を税Iﾘ｣する。

②各班ごとに厚紙を利ﾉ1ルて直ｊ９三/(l形を１つ作り、iI1UZlをはさむ２辺の長さをｉｌ
③各班ごとに校舎外で校舎の満さ・ポールのi舟さ・木の高さを調べる。

④直角をはさむｌ辺をjmiliiと平行にし、目線が斜辺と風上か一致する位腫を捜す。
⑤立っている位腫から調べている物までの距離をillIろ。

iI1UZlをはさむ２辺の長さをillIろ。

⑥ｉｒ５さを訓･算するの

⑦各班で結果を発表し､比べる。 減
少
ロ

ワート座

」座－－－－－－－．～￣￣●￣■＿. 舜則

UBI：砿MH「･リイコ｢'の１１のlllろ砿1ｋを綱べてみよう｜
手ll1ii

①生徒各自がリイコロをｌＩｌｈｌ川蔵する。

②各自００ｍ投げ､11}た11の数を記録ﾂﾞ･ろ。それぞｵLのI:1のU}たｲⅡ対唆数をiiiくる。、

③班風全rlの１m数をまとめて、ｌ:1の[ⅡたｲⅡ対lIli数を調べる。（l/6に近づく）
④クラス全員の回数をまとめて、ロの出たｲⅡ対度数を調べる（さらにl/6に近づく）
⑤サイコロのそれぞれのロの出る確立はI/Oであるく，

－３５－



逗型季卜」そつ＞代旦○つ三隻足菱

1年・校内の草花を図鑑を片手に観察した診'ラスごとに校内の略図にスケッチしたも
のを貼って掲示した興味を待てた様子である
Ｉ零漿:リ[|:で子ども科学館のプラネタリウムを使い天体の学習を深めた＿
実際の夜空を再現でき、時間と場所も自由に変えらｵLるので理解しやすかった〆

２年.当日の新聞の天気図をつかいその日の天気と天気図を比ぺた当日なので今の天
気と比ぺることができ、考えや1-かつた主た何日も集めたものを主とめてバラ
バラ漫画風につかい、天気の変わる様子を見た

３年・化学電池をつくるときに果物等をもちより果物電池をつくった，いろいろな果物
をつかったので楽しかった

・岩石の鉱物を鯛ぺるときに近くの石材店より墓石のlliIIった粉をもらい観察に使っ
た：鉱物がはっきりときJILいに見えた．

全学年共通
･実験・観察において班ごとの作業でなくできる限り－人または２人で行えるよう
工夫したところ遊ぶ生徒が少なくなり活動できるようになったぅ
･夏休みに自由研究を課題とする．特に子ども科学館を利用して進めた
授業で行った内容に興味を待ち取り組んだものもたくさんiii)った゛
テーマについて次のように学校での授業内容の延長の1,皿環境につい
て、これからの科学に関するものなど広い範囲で取り組んでい主した、
・ミョウバンの大きな結晶をつくってみよう．
・地球に(lilI<大気のﾉ」
．おいしくなるほど遁流I？IL流れるU)？
・微生物のいる環境
・１１円電池
・大気に敏感な植物たち
・光合成と光の関係
・自作スピーカー
・葉脈の不思議
・水中の微小な生物を育てて増や1‐
・昆虫が食物を食べるようすとロのつくりとの関係
・動物園でいろいろ左動物のからだのつくりの観察
・アフリカツノガエルの呼吸の観察
・圧電素子をつかったミニカミナリ
・電球をつくる
・化学電池をつくる

肌‘指示薬をさがす
・天気に関する言い習わし
・れき・砂・泥などの粒の大きさとしずみ方の関係
・マツの葉による大気の汚れ調べ
・酸性雨の酸性の程度
・植物は寝るのか＆
・食塩の結晶、砂糖の結晶

感想より
・私たちは平塚にある環境科学センターに行って来ました‐簡単な実験ではあっ
たけど「大気の汚染はここまできていて植物たちは大変なめにあっている。そ
してその大気の中で人間も暮らしているので世界の命ある生物のためにも大気
を汚さないようにしよう」をねらいとし取り組みました｡
・学校でイオンの勉強をしました，いろいろな水溶液に電気を流して実験した。
それで思いついたのは果物で熟したものと熟していないものでは電流の流れや
すさはどう変わるか考えました．
．，，簡単に写す,’といっても少こし難しい。趣味を自由研究にすると楽しい。一
石二鳥でした。
・不思議なことを調べていたらまた不思議な事があったので調べてみた。１つわ
かったらまた不思議なことが見つかるかもしれない。
,実験は終了したけれど全然まともな答えが出なかった鱈やればやるほど奥が深
いことがわかった．でも楽しかった〃
・たくさん失敗をして家の卵がなくなっておこられたけれど黄身だけを固まらせ
ることができて満足です。

－３６－



音楽科学習指導案

１１Ｗ１行箙UｉｉｎｌｉＴ

１．１１町Ｉ１ｌｌ典ｌｕｆｌ;ｕﾉｊｌ（』トＩ（ﾉk）；I9lj技ｕｌｉ

Ｚ．ｑ,脚I:学W１卯１学BIiIi$Ⅱ（ﾘjｒＺ（)ｆｌ此「１．'ｆｆｉｉｉｌＫＷ潴）

３．」111冗名合pHの難しさを味わおう。

`1．lIljCの1Ｊ蝋・ハーモニーの災しさにDI1味をＭｉら、瞬きのJ)ろjIlで合DIM･ろ。

．［１分たちでできる合DllI'1ゼリの避礎を身につり、主体的に山を作りあげることの楽しさを味わう。

5.111元の肝ImlHM

音

音
一
洩
一
匿

６．１１t元のIHMIと生從の奥Hm

I1llIl元のIH邸について

ＲＹ栗の授典において、生徒が匝欲的・工体的に取り制Iむ活動として合､Uは欠かせないものである｡:歌い合わせる目ぴ
を味わい、心力《動かさ」Lろ（眠劫）体吸I土ぜひともさせたいものである。モイLに11枚milII心の１１１柳だけでばく、化挫ilD

I二もできる授典腿Ⅲlが必喫になってくる。’`':生ではまず､堺人としてQqllの係の生墜の育成と、自分たちでもできる
合咽作りの醜れを身につけさせたい。文化祭では合咄の発表をおこなっているので、授典以外の囲、でも今後生かさｵし
ればと考えている。

宛j1jについては、リj子の変ju〃lのことも-1-分審血しながら、一人一人にUUわっていきたい。

合咽の係一

のコンサー1.マスター（１人）…&I1IHのu$の総まとめ役

②パートリーグー（各パート１人）…パートのまとめ役

議篭繍)……,……
⑥音楽係…次時の砿UBA

121生挫の実態について

nkうことの好きは生徒が多い学級である。１学lUI（(）ﾉ】）のB1階でＪｊ子20僧110,,11-イソプラノ７人、皮jHI途01'８人
喪jＵしている５人であった。座jlIⅡ11、淡）U途UICの生徒が多い学級な⑭で一人一人にふさわしいjllの山し力をアIgパイス
していきたい。女子もＴｌ極的によく歌うが、地inが多く歌い方も幼い。

7．教材について

の「ハローハロー」

②「Ｍの風に」

③『夢の世界を」

oIIUl子作圏アメリカ、ｌ

安四廟作詞長谷部匡俊作山

芙IuIﾘ'千作飼概木祥EII作、

(和音合ﾛﾛ）

(腿）Ⅱ二郎合咀）

(iBjBI三部台Pu）

８．１U猟01画（５０$ⅡU吸い）

GUIM1§りの避随を身につける。

正しい苑仰を立餓しながら、のびのびと歌う。

塾かな輝きをＩＥＩじながら架し<欧う。

ZU6IM

２uIilⅢ（本時）

luliIIII

C●B●ｅ●

●◆ＤＣ●白

－３７－



９．本Uliしｉｉｉ毛】．、21,Ｊ9W」

Ⅱ1本時の目槻

･腿jdl二部台､191の坦合と、ilBjlI三011台ﾛUの坦合の榔習方法を身につける。
．宛Ｊｕの醗礎を学習し、塀酋のあるiUで淡皿できるようにする。

(21本時の肝価AlLlVl

はiWlm阻恥一川一山一脚一山

￣￣－

きる。
－－

Unr■

131本時の術耶について

本叱の目楓は、回分迎ですすめる合ﾛﾛ活iillの方法にⅢ仏さらに轡きのある)1J作りをしていくことである｡２学lUIに
合唱をするのはこの授典がほとんどはじめての状腿で、叉休み819に変julした生徒もいるとluわれることから、￣人一人
にふさわしい歌い方のアドバイスをできるだけしていきたい。全体としては、ｊＩＭＪをやめざｕ・ＩＦきのある歌Jirをつくっ
ていきたい。

(4)本uIiの凪DＭ

ＤＨＲ 畦ＩＵＩｌＩＨの」に

■■

「■

Ⅱ~『H四ＬＵＨ

Ⅱ■

胚Ⅳ

ＨｒＬｂや

Ｔｍ

TUBE

-38-

蕊
学習内容 学習活ｌiＩ

５
１

Ⅱ
Ｉ

。

｢Wlの風に」

パート練習

麺pＨ

屡忠のある頑で⑰

フ①

凹型の工夫

｢夢の世界を」

1lbの紹介

パート傑習

･パーMj1に分Jb､ｵLて一斉腿IlIlで

抑留する。

。正しい音腿、リズムで歌う。

，ハミングから深い轡きのあるJRI

をつくっていく。

･いくつかのパターンで宛ｉｎ騨圏

をする ＠

､麺山で学習したことを生かし、

1111の後112部分を卸日する。

･発音や強圏を考えて歌う。

･伴奏に合わせて合0uする。

･棋範ＣＤをIHiく。

・３ヶiﾜiに分かれてコンサート可

スターのリードでパーI･練習を

する ｡

･パートリーグーのI肺示で錬習；

ろ ｡

ま
と
防

､DDBする

次uliの予告

d百種・リズムをしっかりとって

歌う ⑨



研究授業を終えて

４，ＩＨＩ

５、授業をふりかえって

（１）生徒Iき'ら主体､１に､１１１ｍに1Ⅸり;１１む姿勢はどうだったか

１，発言や話し合い

２，生徒の活動

。Ｊ(ざ回数私汐<ﾉＷ､`汀いのzV-7とこしzの僻'〃ずＥよくわわ；て
い｢Jいよう脾1乙"こ：'ﾉｰﾜｰと(て〃んrJLまとめＪｸﾋｰ蛎力[手しマい

・ﾉ|辺の班ｲﾉiadEルー!f羅命々うぅとすう好勢涯みらｫL1と．
。者ﾋｿｲ締ﾌＭﾝ診弾…'亘がＭ{してい,卵附僧返し,lへ｢丹、
獺１，雪？'くま旋律'二つら｜`z歌,zしず,でぃ1乙・

３，生徒の興味、関心

・FMj漣z:．箱椴ｂ７に歌方ｳﾚﾏるぇ榊刀豐慰じウイした。
。歌う…淵§｢J生t麹ＺＷＷ)z･礫しい」rよく声悸世ぜに』
ｒＪ刈露樋ｔご納化

(2)その他話し合われたこと

・一稼農腓のﾊﾟｰﾄ練習蔭行う'二'ゴロ縦恒iz,l3zいｲｗに
'７uへ一久上`１１丁え7Jい、

。称え↑離しLz1惑物|ﾛ燗あﾋﾜ1鱗じみ燕らﾌﾟけ"ご
良伊1乙・

。〉の締zの;ｒｊ闇(二|御うじ/61,昌鰄の'珊勿短縮化
蛎彫Ｅ:欄<〉と炉できると鮒。

－－－￣￣●－－

－３９－



二
己

楽科学習指 導案

唱導書 麻生妃代子

１日時平成１１年７月１４曰（水）第２校臓

２学級１年７組（男子１９名女子１９名計３８名）

３単元名三拍子の拍子感とリズム伴奏「オリジナル車にゆられて」の演輿発表

４単元の目楓三拍子の拍子感を憂い、リズム伴園（ﾘｽﾞﾑと音色）を工夫する。

５単元の指導８１画（４時間扱い）

１曲の感じをつかむ

２リズム伴輿の工夫

３グループ練習

４グループ演異発表会

1時間

1時間

1時間

1時間（本時）

●●●●●●●●●

●●●●⑪ＣＯ●●

●●●●●●●●●

●●●●Ｂ●●●●

６本時の娼導

（１）本時の目偲

①自分だちの工夫し厄点を脱明し、のびのびと表現し発表できる。
②他のグループの発表をしっかり聞き、それぞれの発表の良い点を腿めることがでざる。

（２）本時の展開

－４０－

学習内容 ,学習活１１， l自尊の工夫・岬価

導
入

発衷薊の準備 岬価用紙（相互・自己）を準傭する

司会者の紹介

発表に対する恵欲を高める

司会者と打ち合わせる

展
開

発表会開始

発衷終了

あらかじめ、決めてあるlmiに発表する

(－つの発表は３分以内とする）

１工夫し逼点の脱明

２発表

３相互評価

一つの発表ごとに、各自8日入する

４自己評価

発表柊丁後に、各自肥入する

司会者の司会進行で進める

狽極的に発表会に取り組んでいるか

興味・関心をもって聴いているか

うまくできない班にアドバイスする

のびのびと表現し発衷できたか

他のグループの発表を真剣に繭けだか

ま
と
め

発表後のまとめ 自己8皿価衷を樫IhHする

次０５の予定を聞く
この時間の発表について良かつ踵点を腿め

改国点を指摘し、次の時間につなげる



(鰈）科研究授業を終えて

虚一生一宣旦血ａl、投采画

iiljIⅨ（（１）年（７）)］（ノチ）1］（zlO
（Ｚ）枝時（／）イI：（７）$１１

時
級２、日

学

三柵９拍ヨノ繭『と1ノル､ｲﾁ灸３，１１１元

４、IHI迎する教科

と単元

５，授業をふりかえって

（１）生徒自ら主体ＩＭＩに狐Mnに取り$11む姿勢はどうだったか

１，発言やNJiし合い

．」/､仏0柵１k）J[<化Tﾄﾌﾞﾘｪ〔繩し合…矛成

２，生徒の活動

･灯今川分桝一噸今伽雌鈑燗がツア‘
､川宣Ｍ歌詞上乾えざ二と八大史な獅子で肱

、:発諺,ェ零7Kし〔し３，匹よ>ZWMlL徒な'ﾉ'２頑脇〔
で芝z､､手し′に．

３，生徒の興味、110心

・各…Ｍｄ]にｨ鵠|等で茨列らイレ向で-基L〈

説し今,？い談唯、蝉＃閃`Ⅶ－青積紫ょ化
高",仁と兇,

(2)生徒の声、感想など

.ｅ奇聞が‐ｚﾉう少しＪｌｊＭ茜も,ヒロ億Ｗ莉剪Ｔでｦ化と
匙フ

．Ｂ軒閣が一JM以誕もとz）て進（承）しZJLrに'Ｍ２》
・掌し付小學

(3)その他話し合われたこと

－４１－



子三二雪遅泰l‐」そ●＞イ也・＞三三ＥＩＢ美

２Ｈ１：’11元名「打楽器アンサンブル」－『１１楽器のための小1W１．１
＜１＞教材について

①生徒述が新たな宛jiLをし、成就砿の味わえるような教材
②目山な発想による表現工夫ができる教材
③音楽活､'を通して'1)られる闇ぴや感動を(M'人にとどめず、クループ、学級に広げ、
感動が共有できる教材
がないかと考え、「打楽器アンサンブル」を迅択した。

＜２＞実践について
（指導目標）
①それぞれのパートのリズムを皿解し、役i1lI1を感じ、全休の瀞きに気を付けて
合奏する。

②手作りの楽器などを工夫し、より美しい音色を追及する。
③他のグループの発表をそれぞれの良さや工夫をしていることを認め合いながら
艦澱する。

（指螂’1．in）……５１ItlUI扱い
グループ決め、パート決め…………１UlillU
パート、グループ練習（課題表で自己評価をする）…………３時Ⅲ１
各グループの発表、反省…………１DirllU
（考察）
ほぼ９脚Iの生徒が「楽しかった」「どちらかといえば楽しい」という感想を持ち、

大体の生徒が、主体的に活勤できたようだ。リコーダーなどでは、あまり恋欲的に
取り組めない生徒も分からないところを他の生徒にききながら一生懸命取り組んでいた。
お互いに教え合い、協力し、生き生きと活動でき、目標がある程Ur速成できたと思う。

９１Mi:で柵這･(IごJ､．(7)ﾉしり囚胎A1卜･iWLｳﾗ|ﾐ
ﾑﾉﾄ舸
姓ﾖﾄﾋﾉ↑なりＩＭＩ躯;Ｍ`I卿llqi僻施謬
いう伽い締')１ＭjLTに｡↓腕拠ｔＴｌｊ
ＰＭ三 Ｍ

１
州Ｉ

Ig0J○ノ

－＝■－－－９

辮礫

illll
今plJInJnLIilhrや､痕
Iに.息や［しTI手7.計浪

と処う｡GI小６７じす･q1IJIMミ
ｿ｡いいりじ.？'`Iγ川１J､1Ｗ割編''し1ｺ(,tMC
fO1wbﾉｗＭ１ＩｉＷ刊すて野ui;１$．
秒ﾘｼﾌﾟﾙ0（｣《lrhi･が功.凱珊“12.<11/f1.7.羽．

.'。|翼蝋灘
7>181ル００ハ9泊Ｍ０８ｹLUID罪．
;`ｲｶＭ｣,ｬ1IIb2LIirｲｳ､､'十ﾊﾌﾞ…l1hhLMJい,
タルハＩＷＩ孵鶏秘絢（弧ﾏﾚﾘﾝﾌﾟﾙ｛しI釦１．

刀↑

△|､|･rli灘i筆i署.鋤

鯉口蝋撫ＤＰ同qごRlFWi7rl
Lh仁一一一一=ﾕﾆ１画’

－ルリの弓､IIJ

-苧T↑与忰、 飛殺に

－４２－



罫菖イボテ禾二１．雪室彊罫雷if-rZ面二緯 ８．鑑（､危い能力・養い危い態度

指導者：伊勢原市立伊勢原中学院

敬諭山川英枝

①些自の世界を想像しイメージを腿ら表せる能力

②嚢材を発見し利用する能力

③興味を持って麦現をエ宍しようとする態度

④友人の作品の良さを見つけ竃し、理解しようとする態度１．日時平成１０年６月１２日（金）１．２校時

２．場罫伊勢原市立伊勢原中孚佼第２英術室

３．学年芋鞭１年６粗（３７名）

４．生徒について

９．誘習計画（１１時間）

イメージトレーニング（１時間）

①曲を聴いて点や線、鏑象的な形、具体的な形とする

②曲を聴いて色とその組み合わせ．分量を決める

③曲を壁いて単娼．文甦にする

＊①②③は．イメージを膳ら富ぜる手篭てとしてプリントのど二から
入っても良い（３曲聴いて、２蕗を選び、イメージトレーニング）

明るく嚢直であり．興唾のあることに対しては積縄的に取り懇んでいく。男女の仲も

良く、みん護で鰯力しようという気持ちを持っている。しかし、表だ幼さが残る篁徒

も多く、判爵力・禦中力に欠ける面がみうけられる。美術の授業を輿中力と計画性逢
身につける場としてもとらえたい。

ｊ‐『‐■｜■ｔ』■１■ＩｐＬ■■■■■凸■■■■■■■■■■■■■■ｒ■■■■■■ｊ■Ｐｇ１Ｐ０ｐｑ０ｄ．－‐００．００Ⅱ‐千１１５■■Ｂｉ５ＩＩＩｌ・Ｉ６Ｂ■■曰二句■■■とＦ１６Ⅱ５０凸Ⅱ■１■■可０●凸■Ｐ凸■ⅡⅡ■■■■ユ・■■■■■凸■■ⅡⅡⅡⅡ■■■■■□■Ｐ００ｈＶ■００■‐』■■Ｐ

１曲目・・・ＥＬＪＡＲＡＢＥ

２曲目・・・こんぺい露の踊り

３曲目・・・花のワルツ

ＴＡＰＡＴＩＯ

５．題村「音楽からの立体構成一身近な累材芝便って」

のら｡ｃｃ｡￣￣￣◆の￣◆⑪●甲●の◆のつら■■￣中◆中●1■－つウーウーゥーー◆マーー■Ｐ白■■'￣■￣U■■■■■￣■￣■■￣｡￣￣□●●●ロﾛ■●■￣●字･￣￣□●￣□｡■●Ｇ●｡Ｓ￣■￣｡￣●￣｡￣中?●の■や￣■甲

皀分が一審印餓【二残った曲から、立体的な作品にしていくだめにアイデアズケ,ソテ

ご練る（１時閥）

＊ペースとなる素材（坂、粘土．アクリル絵の具）の特撞三麹ろ

自分が裏現したいイメージに合う累材を考えていく

自分が衷現しだいイメージを文璽とし、確認する

６．題材吸定の理由

全
字学校Ｉ二入学して墨初の損璽の鴎、避ず室捷に質問していることがある。それは、

｢絵を窟<のは好き？」「何かつくるのは好き？」毎＝のように=徒逸の蓄えは「本梅
舜走いに窟け憩い」「色をぬるとぐちゃぐちゃになっちゃう」「途中で失敬するとい
やになっちゃう」「でも、何かつくるのは好き」「う農<いくと楽しい」などである。
そう、皇琵麺は蕊現することそのものが蝿い葱のではなく、自分が蕊現したい対鍬

が具俸的であるがために．思うように描きあがら窓かつたり、形【二ならなかったりす
る不満が積もっているのである。

このような堂捷迫の現状をふ衰え、率題材を設定するにあだり、実際に形や色のな
いものからの衰現とし、何度でも創り直せる柔飲な取り組みができる累材をベースと

し亀。さらに．生徒自身が累材を発見し利用することにより、“見危ものを克明に描
き出す技術,,への椀肴からの脱釦と、抽象的な景現をすることを含め、自分のイメー
ジが形に竃っていく喜びを唾わわせ亀いと琴えた。

哀危、同じものを篭いても一人一人感じ方や衰現の仕方が異なることに気づき、お
互いの個性を見つけだし、蝿めあえるようになって欲しいとの願いから本題材を設定
した。

アイデアスケッチをもとに立体を制作する（８時間）・・・本時５時閲己

鑑賞（１時鯛）

作品カードに自分の作品への想いを書く

友人の作品を、作品カードを銃みながら鑑賞する

鑑賞カードに友人の作品から感じだことを妃入し、莞菱する

]０．用富するもの

教師側・・

生徒側.．

・プリント・仮・粘土・粘土くら・アクリル絵の具

･色飴玉・パレット・華・水バケツ・自分が使いたい窯材

自分が必要な用具
７．指導刀ねらい

①自分自身のイメージを大切にし、形や色．質悪慈との取り合わせを考え、主体的・
愈飲的な衷現活動をする

②桑村を発見し利用する創道性を養う
③エ宍して豪現する楽しさを醸わい、衰現に対する自侶を摂う
④友人の豪現窟図を理解し、飼広い裏現ができることに気づく

11．鰐価

①
②
③
④

形や色、質感などを二宍して自分のイメージを襄現できたか

身近な素材を自分のイメージにあわせて発見し、利用できたか

楽しく興味を持って制作に取り組めたか

友人の作品と自己の作品との共通点と違いに気づき、鰯広い豪現が可能なこ

とを理解したか



1２本時の学習計画

ｊ】■■Ⅲ

認董駆項珪どの謡ｌ国分、 ｕｂ］江１１：丙７

IRn寿Ｉ

念
ＺｊＩｌ２ＵＨＥＩＩＤｊ死Ｋ孑ＢＴ膠

A７ｌｕ

生曰

巧几

、Ⅲ

Ｈ】

１－１１ＡJＪｎｒ

学習活勤 生徒の思考の流れ 教師の支樋と苑間観点別;FMiの手芭て

授蒸の進め方、留意駆項などの譜

をlNII言、学習活動の概要を知る

自分のイメージを立体的な作品に

するんだな

アイデアスケッチから変化してい

っていいんだな

イメージトレーニングに鞭<もの

とＬて、作品を創っていくことを

伝える

,制作過程で思考を進めていってか

崇わないことを伝える



美術科研究授業を終えて

llI111jIﾐ股l、授瀧付

２，’’１１キ

'１＄級

６１１１２１１（金）

ｌｆｌ：G1i1Ⅱ

1K成ｌ０Ｉｌｉ

Ｌ２１党lＩｌｉ

「ｉ`i楽からの,!fⅡ（IIIi成」－黙近な糸|咄lをllliって３，ｉｉｉ血

４，’lMjlIIする牧科

とiii北

５，授推をふＩ）かえって

（１）’lii,上''1ら川{<11ﾘにiill1lmにllXIj制[む淡勢はとうだったか

１，兆iiやIilIiし合い

＊製作途111の作,IⅡ}をＩ川Lせ(りい、「1ｹ)のイメージを雌えあっていた。

２，'lHi,このiiMll

＊〔１分のイメージにあわせて「ll2I1ﾘにj1Lい糸{:ｲを111趣し、iiIi川しようとしていた。

＊’''１から態じたイメージを然材と色、形によってl:火しながら炎11Aしようとしていた

3．’'1ibWMM1IIli、IRl心

：I：級友のｌｆってきた業l:ｲとその使い〃にOUIll（を持っていた。

＊級友の作,',i}をイメージをたずねながら、｜腱1心を持ってみることができた。

＊級友の製作過{1,1にlH1lIIiをlfち．「1分でも１１１り入れることをiij(みていた。

(2)’|i徒のjIi、感想など

＊’１１じ''１１をIMjいても、それぞれにイメージがj１，`なることがillirlいと感じらｵLた。

＊1,1分が思いもよらないﾉﾐ｣ＩＭｊ法を級友がしていてＩＭＩき、感心した。

＊できあがりつつある作仙にそれそjLIIill1liがあってliIil'1いと蝋じられた゜

（３）そのILIi11iし行われたこと

￣－－－￣￣－－－￣－－Ⅱ■■■■■■■■■■￣￣￣￣

－４５－



三芝やＩＦ泰1.2学gjH員fJ.旨さ停調＝

IHUI者宮村弥生

1．日時平成１１年６月４日（金）Ｂ榔キ

2．学級９'r2組鯛子１９名女子１９名３卜３８名）

3．Ｈｆ元名季節や0鋼､天気をイメージし、料支からの風夙をアクリルで脳く゜

４．単元の目標身近な学校のf風月tを描きながら、m9Id戎jな表gu主皿のHilqをめざiも

また､それを主I蛾】に迫ｵﾋする､因､【とhE力をlGう。

5．単元の指U;9個（１５時HM31い）

①.「風景のとらえ方ｊ「柄図ｊ「アクリル絵のＪ１の特tHiや扱い方ｊについて知る。
・アクリル絵の』ﾖﾛﾜ赤と宵で彩色をする。（後に｢地として使川）

②.屋外にてスケッチをする｡CBIiK(】明Ｉ）

③｡「色の屈HW」について知る。

・自分の作品の｢季節」「ﾛ鋼」「天知などを決定可l･る。

．・配色811画ｌを立てる。（色DDH鮒@N）
④．「下地の効HLj「lfE肌の効果ｊを知る。

・函包箆りによる「下地のｿWUlさ」を体n力する。

・３つのtamLをB輔も

⑤彩色をす子、（アクリル9台の典UUlD

⑥娃宜会をする。

馴
輌

１
４

…１時１１１１

鞠”
”
”

１
７
１

｡●●

●●●

ＣＣＣ

８．本時の指導

（１）本時の日揮

・下地により作HBの出来上がりがどう違うかを感じる。

・函gInDを体nAし､遮れた時1コ対笏､に見える下地の'11采を噸つう。

・３租類の$白肌（マチエル）を戯し、その;M鵬を91§わう。

．こ｣Lらのf越退を自分の作品にどう生力寸勃壇?考える。

(2)木崎の風０８

一
ま
と
め
一

-46-

相ﾖﾘの工夫

･JOh丘な例を取り且ｆろｂ

｡、洞守oBPV忠を恩Ｗｍさせるｂ

･い研ヤ瓦冗-斤爾踊層薔厨子面示
･白白作品ＢＩＴ地かｕ聾dbEu1

o何名力:をn脚Ｌ、考えるむつ力

十ａ

。、寺作品Ｃ「Ａの下１曲

4ﾅと

■■－－－－－－－－－－－－－－－■■■

。ｐ巧'しふり「31■のマチール｣

の１
②ＩＤ

1ﾌﾞﾅけマチエノ

マチョ

し

し

③I:；てばてﾏﾁｺﾛﾚ

￣－－－－－－－－－－■■■－－－－－－■

・キャンパスの邸昌卵と円の．F館nｓ

“こ田ら施○､ａ
．「色相則ｈｋ大HRをﾛﾛ楓と貼るｂ

･何名か住ln名し、いくつh②■日日＆

粗ｊＨ‐５℃

学日向巴 学回涯9$

町
人

在を知乱

･本Bﾔに』ろこなう内容（下地と絵冊、を知ａ

展
開

｡「下側製､効ＨＵを知る．

■￣

● MaDLの効ｎＵを知るｂ

の－－－－－－－－￣－－－

・下埠＆はった亘七塗りの

蝉

･鋳作&&を二つH｣廿己ながら『どちらがTUGlオ
さのの作H2カリをﾖﾘえる．

．A■ntDUさ、Ｉｍａ山りさｵL＃ＥＩｆ四ｍ■厚さと、
そこにHLえjﾛｵむすろ下腿側DHhnLjを味わう
･そのIFHBに使用した下地をjLろ．

●

･下】uご｣割ﾅら校舎の赤包二注目し、ｲﾔもの底図
(＄8Fの色とその９０回を知るｂ

.〒西男薦羅面履繭宣司爾｢(弓ﾜｰﾌﾟｍｉｉｒ
のように違うカリを⑨じろｂ

Ｐ－－－－－－－－－－-－－■■■-------■l■■■■

・下地の上lこ、その69回こ近0色を使って．３■

oﾜﾏﾁｪﾙになるよう彩色とするｂ

土
と
め

:;:鶴!‘
□え己 ｡、｡血Dの仲、をし、どう感じたカセ弓える℃

･参弓ｆＦ品を見て．３伍ロワマチェルがどこに便わ

オ1'てO､ろ力嘘知迅

･りゆOu5f自分UDIFHLをどのように彩色するか
考えるｂ

肝債

.しっかり岡いている

か

。。■QUDPY忠をhpU5L合
力＄

．しっかり凡て､､ろｶﾓ

､111鯛競伺って零
・下地により作品の出

来上鱗Dがどう追う

力趣『できた力、

●－－－－－－－－－－－□

・幽卵､四Wこり四tpH心

￣

●

がしてた力、

扮色関係を理解して

いるハ

･衝伍的に彩色に取り

IEA'でいるハ

。、｡■りぜ体欣し、■
ねた町にわずかに見

える下地の効果を味
わえ尤力、

。s阻類の69肌(マチェ

ル）を膜し、その肘n句し
を,糊ﾌﾞえた刀､

･檀田醐こ兄口しょうと
している力､

・学刑『した技法を自分の
IPHLにどう生かリヨ0,を毒
えた力､



(美ｲｶb〉科研究授業を終えて

'童村弥l、授業者

平成（／／）年（６）月（卓）日（金）
（す）技時（／）年（／）組

時
級２、日

学

赫ｲ噸ＭｆＭヅレ ｣巖ljb,w,ﾉiXJiiWクル<糊〈３，１１１ フ̄ピ

`､'１１'雫欝'｜Ⅲ
５、授業をふりかえって

(1)生徒自ら主体的に諜題に取り紺む姿勢はどうだったか
『

１，発言や話し合い

｡指拾さ灯ご崎lェ島永こしＥ(ｴﾌｳﾞﾘﾋ調§壱する二こびてＷく゜
･鹸後のBflMpｿﾞ1爵ついTIJL純ﾉｾﾞﾄﾞ､ずて.ｻﾞi澱的'鷺発意する生ﾘﾖﾋｺﾞ，<救人い「篭。
３｢くぞの瀧に対してﾉﾖ閏の鼻jEl惑操中してｂ､<呈上〆で薊｢く。

２，生徒の活動

・半嫡など(嵐ケ隊参<ウルz･･糸ヅプ各ニレ（て゛？｢§。
。承！;ｻﾞの門`,耐ﾅ,顧灘１，:よく剛圦獅､之拝1聯こい'ツ見ようし7報〆
且ら“〈．
，ﾏﾅｪﾙ爽ｿ(1.髭鮫PSM1ｿ窪か雫":彫１札ｌｈＰ､らがに上1こつ''て'茨･ﾉIｿ乙刷峨鮎
倒牧Ｘ脚乙辮〈(よｸＬ７ａ皇侯タツ<('代。

３，生徒の興味、関心

，下地鋤釛果の説明(ェ決ｺﾞi冒し派ｨ'f者〈震〆ルマか,「ご｢こめＪiえ１３〈力､つ/く゜
11,化大５〈して．鍵芥.閏,苣楚輝く叺$!な才"〈よルプミ。
。ﾏヶｪ,しの輝AI:ﾌﾞ1,((ＪＬじん7J:醐彦つ'）7:らよ…深しそうI§雄ていて
よけ,/くし堤)。

(2) 生徒の声、感想など

。マケェル利で.､､'かﾏｻﾞﾏﾏｹ剰し．’こい７７Ｗﾏﾅｰ'|/''色つくる…:、趣し夕吟プミ．
,ﾏｹｪﾙﾗF<ｿﾏ･ﾏﾅｪﾙの洲い｢:鋤Z､ｔ朏作んに倉;Ｍサ｢こい。
。鋤挑螂ていく…し7も楽しく、失敗しても上がウ鋤ろ…古てふ．
，Ｔ地誕Ｗ大切‘竃鏑Ｉ総セリuて紡二しがてＷ:。

(3)その他話し合われたこと

・マヶェルづてｿで･鎖ゎ鉤旗Ｅメヨ〈しﾏﾔﾙ直‐しの
しに方が.よし!。

。､糊ｗ７ＲＴ…効￥とマナコレ天ｿＥ'Hﾀﾜｰ７
’,),つくiﾉzでてよいので(ユな､｜か。その方.:、ろ）灰逸

やり処ｗ榊掴ぐずがるよう1層

功灰丁が゛
ずいと廃ﾌﾞハ臼年０や

－４７－



＝臺布1軒禾斗量行1軒禾斗＝そ二○つイｕ２○つ夛喜腿美

１学年

単元名：ｕ11からのイメージによる立体l肺成

・IuIを聞いてそのイメージを身近にある素材を使って、立体ＩＩＩｆ成をしていく。ｌ憾覚
をとぎ澄まし、目に見えないものを形にしていくことは、五感を鍛え、感性を育
てるのに、とても重要である。

２学年
単元名：自己決定主題によるポスター

・自分の身の周りにある問題を考え、訴えたいことをテーマとしてポスターを製
作する。テーマを追求するために、見過ごしていた問題なども深く考え、自主
的なよりよい学校生活がおくれるようになる。

3学年
単元名：仏像の点描

･修学旅行で見る仏像を中心に、自分の好きな仏像を選び点描模写をした。実物を
見ることを楽しみにしながら、意欲的に作業をすすめることができた。修学旅行
では、自分の点描模写した仏像がとても身近に感じられたという生徒の感想があ
った。

ｈｊＬ

兄･旬

4８



化呆ご佼蓮ｆ本ご窄手不I‐＝そ＝α＞イｌｌＬａ＞二迄ｌＺ二尾

３年41三の保健分11Ｗ）［似宵０)|yjI上｜のlii元で応急処世の学習時に調べ学習を行っ

た。その発表時に｛よ模擬iii(技を交えて、洲べたlﾉﾘ容の説1ﾘ1をするという発表を行っ

た。「1淵ﾙｰ活の''１で(j実際に)北)ておくと役に立つ|ﾉﾘ容な(ﾉ)で、生徒の興り|：関心'よ

非常に高かった。

下の図'よ生徒がiiMiべた資1;:lの－－部で-1-。

弧0,j灘)轍Ｉ

:;Ｍ１iii鍵、 謬鋳側… ■

･ロ町凹･'，
評

－４９－



技術科・理科クロスカリキュラム学習指導案
１１１期ｉｆ牧瞼渋ｊｉｌｉＩｉｌ三

１．’１ⅢｉdIq成１１（「ＺⅡ１５１１３核11$

２．９.iｔ級珈２やＩＦ５ｉⅡ（’1：比放３６ｆｌ）

３．１１ｌ元治ｌＡｉＩｊＩ:ｌ「ｉＵ狐ＪｉＵ弧llQIMlのしくみ

ＪＵイ:｜「111Ｍ［とそのはたらき」ｉｕＭｉとｉｕ.「

４．１１１元のｐ仰

わたしたちの威庭やＩＩ会のあらゆるところで1Ｕ剣ＭＭＭがイリ川さオＬています。

ここでは、１ｕ剣IlQHIIを皿Ⅱ（や爽駄をとおして、ｉｕｊＩ(lU1UfI、ｉｕ弧ＵＱＩＩＨのI阿成やしくみと

そのjA(検の力法をＪＩＩ１ｌｗさ･せる。家腿でM1川する池飢ｕＱ冊を安全かつ遮ｕｊにｉｌＦⅡＩするた

めにｉ了う。そのため身jliにあるｉｕ鮒Ｍｌｌｌｌ、IMIlUIIMlll、ｉｕ助樋を１１Ｈえた矼気MAllNの010か

ら過Iiljな１，１イを週ぴ、それにＩＵ１してｌＩＷ１１－ろ。

ｎｋ気概llIIについては、それぞれ多くのｉＩＨ狐があるので、hIimI1IMjにJtjmするムビホ的な

IIImjと働きをｍｊｌＭＩｊに】IRD」きけ、その仙凱IlHIl3の物殊な1Ｗ分に深入りしないようにす

る。今Iiilの授弛では「口ｌ１ｌＷｕ灯と１１ｔ)悩灯」のしくみについて、ＪＩＵＩ:ｌ「ｉｌｋＭｉとそのはた

らき」のⅡ1元とからめてjIijm牧材として吸うこととする。

５．１１１元の指導i１１画

水Ⅱliの指導

（１）水IMiのIilIlII

・ＩｌｌｌＮＷＵＬＲとｎｔ光ランプの淌微をlLlI

.’］鮎H1印と１１１光ランプの発光のし

.ｎt光ランプの定'11災示を暁むこと

（２）本IMiのＩｑｕＩＩ

６

リ、使い分けができる。

くみをiUtIUIできる。

ができる。

－５０－

|Ｉ
lKlIUl器興の ★I:l鮎弛印と蛍光ランプにnK漣をＭＥし１．１ｺｌ１ＭＵ印にZuv～lulIv

しくみ’て｣ＡＩ灯のようすを肌麟する。 の矼圧を川Iえて皿磯させ

る。

・１１ｔ光ランプの一刀の1ｕ

Mdにｚ(jｖくらいのｉＵｌＩ：を

加えて皿Ⅱ（させる ｡

＜技術科＞ｒｆｕ瓢」 （３０１ⅡilⅢ） ＜理科＞「地Ｍｉとそのはたらき」

ｌｕ剣とわたしたちの生iｉｌｉ

１Ｎk釦のイ『効利川とluI鰍｣、j、

２地気の安全な便い方

３地気概器の観蟻・波11Ｉ製Ⅱ：

ｆｕ気拠ＮＩＩの股i１１嬰梁

『Ｉ?剣.ｎｔ子IHI品のはたらきやＵ１い力

矼気拠鴎のしくみ

ｉｕ気を光に変換（白11A灯と211光灯）木崎

地気樋器の蝋Ⅱ！

舳流の流れ方

1ｕ流とＨ２子

ｆｕ漣と磁界

Jiim牧材

学lWIAI窓 学留ｉｉｉｍｌｌ ⅡＷｌのエ夫・ｉｆｌｌＩｉ

卵
人

学習IAI容の

随腿

ｆｕ瓢樋朋の

しくみ

.ｉｕ負(ＩＮＩ器全般に」tjmするしくみはと

のようになっているかをHHIぺる ｡

．ｉｕ弧UllIl3のほとんどはnk剣エネルキ゛－を

光・リ1A・mlj力などIulのエネルキ．－に変換し

てJ1リリⅡしていることをク｣ｌる 、

・謀庇でtl1ⅡＩしているいろいろなｉｕ化

Ru品をあげる □

.；ｕ副Ｍ１器の負116は、と

のような仕リｌをしている

のかまとめさ・せる

・光

｡

11A、mll力、その１１A

に1ｕ剤InIllIを分嗣できる

ようにする ｡

・別Ⅲ&、Illl心をもって

収ＤＭ'んでいるか ０



－５１－

ま
と
め

木11ヴのまとめ

次Ⅱｉの予挫ｉ

・１１鮎ｉｕ灯とｉｎ光灯のｊ、いを腋腿する、

．ｎｔ光灯の|剛Ililのしくみ

・グ０表させる

.すすんで苑薗しようと

しているか ｡

・プリントにて砿ｌＵす

る ｡



研究授業を終えて

－５２－

１，授業者（教科） 荻原敬三 (liMliiﾄﾞ|）

2，日時
平成（11）年（２）月（１５）日（月）

（３）枚時（２）年（５）組

３，単元 ｢電気」麺気機器のしくみ（照明器具）

４，関連する教科

と単元

理科「電流とそのはたらき」電流と電子

５，授業をふりかえって

(1)生徒自ら主体的に課題に取り組む姿勢はどうだったか

１，発言や話し合い

実験・観察を通して、生徒自らが「なぜ？こうなるの」というようなつぶやきを
感じさせる授業の取り組みを心がけてきました。

疑問に思ったことを積極的に発言し、質問する生徒が多くいて、授業をすすめる
なかで大変取り組みやすかった。

２，生徒の活動

実験・観察を積み里ねていく【|】で、授業の内容を把握し、理解して行動できる
ようになってきた。

３，生徒の興味、関心

身近にある白熱電灯や蛍光灯なのに、区別もつかない生徒が多く、照明器具の
しくみなど理解する必要など感じさせない生活も現実である。
また、電球などを割った経験もなく内部がどのようになっているのか知らない

生徒がほとんどである。
「

現実のものを見せることが大切であると改めて感じました
このくらいのことは知っているだろう？

一度確認したほうがよいような毎日です。

(2)その他話し合われたこと

」 「見たことがあるだろう？」は、もう
。

事前に理科で、放電について学習がすんでいたので、蛍光ランプの点灯のしくみなど
理解しやすかったようだ。また、蛍光ランプを水中で割った実験なども、気圧について
の学習がなされていたので指導しやすかった。



』支布I守奉I‐弓芒○つイ山α＞三尾11聖

１年「間伐丸材によるペン立ての製作」

木材'7Ｗ､つ白然の暖かさを生かす作品ということで４月からとりかかり、それぞれ生徒

各自の個性あふれる作品ができました。現実的には使用不能な作品もあり、構想がしっか

りまとまっていな生徒も多かった。木材による製作の経験もはじめての生徒がほとんどで

あった。自分なりの考えを作品に仕上げる喜びはつかめたようだ。

また、間伐丸材を使用することによって、限りある資源を考える上での一資料となれば

良いと考えてこの材料を使用しました。環境問題にもふれ、資源を無駄なく活用するよう

に指導しました。

「板材による製作」

各自が自由に設計から製作手順にしたがって､作品を完成させることをねらっていたが、

何を作ったら良いのか自分で決められない生徒が多く大変であった。

２年「時間割表の作成」

情報基礎の学習を２年生と３年生で実施することにしました。２．３年生が授業が璽な

らなかたからできたことですが。キーボードに慣れコンピュータをより活用することを目

的として実施しました。各クラスの時間割表を作成することにより、文字入力や罫線など

の操作を通して一般的なワープロ学習を行い、次年度になってからこのデータを元に３年

生での時間割表を作成するようしました。

「秋菊の栽培」

草花や野菜などの園芸作物は野生の植物と異なり、人が成育状況に応じて適切な栽培

を行って、ようやく美しい花を咲かせたりおいしい野菜が得られる。作物という命あるも

のの目的に応じて育て方の技術ついて学習を深める目的で菊づくりに望みました。

毎日の水やりはもちろんのこと、日々の手入れにも穂極的に取り組む生徒が多く成長を

毎日確認し喜んでいる姿が印象的でした。「また、来年も大きな花を咲かせるぞ！！」と

意気込んでいる生徒も見受けられました。台風のときなど、菊が心配で鉢を何度となく校

舎に移動させたりもしました。

物言わぬ小さな命を大切にする、良いきっかけになったようです。

また、授業のまとめとして栽培日誌のレポートを作成させたところ、何名かの生徒はコ

ンピュータを使用して、写真を貼り付けたりしてレポートづくりに励んでいました。コン

ピュータの活用がみられ、他の生徒へよい影響を与え、放課後友達同士で話し合いなが

ら、ＰＣ教室でレポートの作成を行っている姿が見られました。

３年「修学旅行レポート」

１学期は修学旅行を中心に据え、事前に調べた内容と、実際にその場を訪れてみての体

験談や感想を、写真を交えて１つのレポートとして、コンピュータを使用して作成した。

－５３－



技術科としては、ワープロソフト及び図形処理ソフトを活川でき、教材として適している

と考える。また、レポートを作成するにおいて、91前に調べる内容は、主として２日目の

班別自主活動で訪れる場所に重点を置いたため、生徒個々に主体的に調べ、作成にあたっ

ていた。また､修学旅行後､訪れた場所で撮影した写真を資料としてレポートに取り込み、

実際に自分が体験したことや、感じたこと、思ったことなどを感想として書かせたため、

内容が同じ場所でも生徒により異なり、よりわかりやすいものとなった。ただ、問題点と

しては､同時に２種類のソフトを使川したり、写真を取り込ませるなどの作業が伴うため、

こちらが考えていた以上に時間がかかり、その辺の工夫が必要であると考える。

Ｉ名刺づくり」

将来職業に就いたとき、多くの者が自分の名刺というものを持つ槻会がでてくる。そこ

で、名刺を教材として取り入れ、コンピュータを使って名刺の作成を行わせた。橡々なソ

フトの活用はもちろん、生徒個々にデザインやレイアウトなどを考えさせたため、似たよ

うな物はあっても同じ物は２つとなく、生徒一人一人がよ･<考え、工夫しているのがうか

がえた。また、完成後も生徒同上で名刺の交換を行う場uiiも見受けられ、将来に向けての

一つのステップとしての体験も同時に出来たのではないかと思われる。ただ、名刺上に記
較されている内容は、個人情報も含まれる場合が多く、安易に交換し合う物ではないとの
認識をさせることも必要と感じた。

;÷蕊議繊蕊鰯蕊蕊,！
▽Ｏヤネヶ．0:U･jB田巡｡曰･御;Ｇｐ

ＯＤ沖&白

Ｗｖ■87.yIbb80oR62fj■多几o･A00WTC5

雄粍Rjdb■凶889F>A4q90Dqと砥0Ｗ･脇?

猷諏HTJ8P.Ｂ釘Ｗb▼DC■吐.Ｅｕ.Ｗ:閃0凸
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（菊づくり）
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iiiililii
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０１)ｌＩＺＯＩｌ

２ＭＡｋ…曲は

長さ…Ｍ１;DUO

。'”ＩＷｈ価Io-mIiIに比99.

１.田山仇⑱ＩＭＢ･刀て打た・

ＩＣＩ1劃、

珀鉤政･･･“比

･ｌｉｒｆＬ動…70M'０１Ⅱとん忍征が〃ら囚．

DIIPO蝿101位にな①た．
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雪ど』輿ｕ２不斗'γ言う界J旱歸〕算Z朱量

指猟行坂本緑

､|え成Ｉ（)イド５１１１９１１（火）１．２校１１１Ｆ

:Bｲ|：６$Ⅱ（lﾉ)「･２()ｲ'ｉ女｢･’１)ｆｉｉｉＩ:１１)４'1）

｢保育」

幼ﾘﾑの遊び、食物及び被11Mに11Iする'満WをjlLして、その心身の

発述に応じた'|:活について理解させ、幼ﾘ,｣に対するIHI心をi噺める。
(Kl2IIjrl1I1扱い）

オリエンテーション…111ｷﾞllH

１１Ⅱ#

学級

IliJL名

liljCのn棟

、
、
、
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
⑪
〃
』
叩
く
⑭
幻
如
「

５、’'1元の指導iil･iiU

．①幼児の化活・幼地)遊び…211$|}１１

．幼児の心身の発遠（ビデオ学稗）…１時間

・保fif火１Wの榊1通（接し〃など）・組分け…ＩＩＩｌＦｌｌＩ］

・保育実iW…211＄１１１１（本IIf）

、保育実１Wのまとめ（レポート）…２時Ⅱl］

②幼児の心｣;rの発述

．()～５戚児の特徴…３１Iｻﾞ'１１１

．幼児の心身の発遠及び運動機能の発達…１IIfllU

・幼咄〕筒jWi、ＩＩＩｌ締及びｉｌ:会性の苑jdiの価liiI…１１ﾘﾔ'１１１

．腿本的'|括稗I側、社会的'|：活闇恢…１時間

③幼児の遊び道具の製作

・絵本作り（下絵・耐iIP●彩色）…１０時IlU

①幼山)食化活

・幼児の発育と栄養の特徴…１時'１１１

．'１１１食の必要ＩＪＩ:…ＩⅢfllII

、iiiI1Iなllll食のilMj1l1…３時１１１１

⑤幼ﾘ'1の生活習慣…IIIlrlMI

⑥幼児の発遠と環境…IIIiM1I1

本時の指導

（１）本時，

６，

保存実習で直接、乳幼児に接することにより、各年齢の発達段階・

'微を知る。また、保育を体験する''１で、保育への関心を高める。

本時の|]標

特徴を知る。

（２）本時の展開

夏
一

－５５－

学習内容 学習活動（体験的活動） 指導の工夫

導
入 ・注意剛｢項を確認

し、保育実習に111発

する ｡

・保育園の場所を知り、

園庭・遊具竿を観察する。

･交通事故に気をつけて歩

くようにさせる。



（３）当1｣の授業時1111

．i即11集合Ｈ：４０－．保育IiN1到狩Ｒ：５()→・洲|:慰日：５０～９：００一

・各iillに分かれて火稗９：（)()～Ｉ（）：０５－・lAi隆先生のおiN1（）：（)５～I（）：Ｉ（）

－・保Tif園出発１０８１５－.学校到狩１０：２０

（４）評Illli

生徒日ら主体的に課題に取り組めたか？

保育実習に樹極的に取り組めたか？

保育をする巾で、各紙の園児の発達段階および特徴をとらえることができたか？

保育への関心を高めることができたか？

●
●
●
●

二
■
■
且
一
血
シ
』
ｎ
ご
一
ｕ
奎
勾
］
。

－５６－

学習内芥 学iWiiI;1IｉＩｊ（lｲ[験的活1li1j） 指導1ノノ[ﾉミ

展
開

･lIil圃災先]鷺のﾊﾟﾊﾟ、

主任の先生のおiiBを

|Hlく`，

・係ffの実習に人

'ＣＤＣ

･保育をする12での心が

毛え、柵iIi;意を､11解する《，

･ffjl1llに分かｵして教顎に

入り、光'|:とlIIil児に挨拶

-1‐ろ“

＊うめ#11（.Ⅱｌｒ保育、（〕

～５歳ﾘIL）

＊たんぽぽ紐（()～１歳

児）

＊さくら糾（２歳yll）

＊ちゅうりっぶ$11（:〕賎

児）

＊ひまわり組（４歳ﾘ,l）

＊ききょう組（５歳児）

・各組の先２１２から、その

ｲI§齢の特徴を１１１１く。

・その組の保育内容にあ

わせて、保育を行う。

・各組の先生と園ｿi1にお

別れ０)挨拶をする。

.Ｍ''1廷で身じたく（エプ

ロン）をし、紺ごとに蛎

ﾀﾞﾘさせる。

･教室に入るⅡｻﾞは、不沈

い、うがいをするように

させる”

・靴の脱ぎ〃にiLk懲さ

せ、IHilﾘLのお手本となる

ような行動をとらせるよ

うにさせる`，

･外での保育の場合、色

のIillr･をEilﾘ11がかぶるU）

で、その色を覚えてでき

るだけ、「１分から保育を

菰極的に行えるようにさ

せる◎

・けがのないよう、１分

注意させる。

・終了時１１１１が近づいた

ら、什組に声をかける。

ま
と
め

・Mil隆先生の話を１１１１

く ⑥

･保育実習を振り返る。

･お礼を言って、学校に

戻る 、

･紺ごとに終ﾀﾞﾘさせる。

・交ｉｍ１ｒ故に気をつけ

て、学校まで帰らせる。

・実習のメモの紙を配

り、１～２Hのうちに、

実習でわかったこどもの

ようすや感想・反省など

をまとめさせる。



ijll：究授業 を終えて

５，１Ｈ１業をふりかえって

（１）生徒ｉＬ１Ｄ主|ｲ;１１にiUMnにIU(りjillむ盗勢はどうだったか

１，兆訂やiWiし合い

。ｲ蒲'１萸掴に'７ｨ(ﾂｻﾆで1ＭJり､１，｢"､白の力､ゥ噸;1”ゥI言考ｪｕ'､'ﾊ〉
，''１凪歩１７１ヒルいろ（'Ｗ筒1二Ｊへ｣-ラド'見'言ﾅｸﾞﾗとうども列オパ積僻

Iiil騨緋鯛纐,空鰯翻WB11鰐〉灘
うりがｹかかえﾌﾟﾐ。

2,41:徒の活mlj・ソ:/ｊ’１>`）jlill`ﾉなMrl`'１コ’'二でT1j胃がﾜに派(歩姻乞り'Ⅶぐ
ろ奴(ぃLnv1凡)'ﾆｲｱが川淘ＭＪ↑Ｍｏｏ～１才ｌｌＺＯＭ子.伊
ギルゴ州ワセyiiルノカルフセ楢肱ﾘﾅﾙ卯Yﾗﾉの性詫乞灯祭
Ｍ非難１１３ﾆﾋがで牝.ス化'１ｸﾞﾗｽで'ゴプとｼ7で並/しぉ叩1ノブ'し－１ソ
ハノu｢７Ｍ二子づじオ〃1Ｆど･い；D''趣ぴ､Ｅ通して孑上林牝肱
川ラケンヒが､てさ↑そ｡ｿ'１ｱﾗ頃'二[よ個虎も乾き'すcJM卜r遊ぶﾆﾋ"『
で利く。

３，生徒のrlLui、｜則心

．(縮震冒};',ﾆいくriU1i):Ｆ１ずり篇('１１聯1Ｊぃ生('赴ぃ1三が泉'祭'二
(鞘茨習-Ｍ|さ験し〔<うと「ヅニＷﾐ,）しかつノミ」１Ｗ乞行３７重１１」
Ｗｌ７い”/三」rlp3il1f１℃'9:短〃<感'Ｕ伝」「ＩＤいＩ菫い」↑に王胸キ
ビしもｲ繩輝ｌＦｌＬニル(側露ｔ１ﾀﾞﾉJ感想t述べてぃ誹り｡ラビもこの
繩｜唯いい､↑でⅡ諭15梁しゴメ後〈v乞餘してくるの〔化の縦の

(2)その他ＩＩＥし合われたこと;I女嫌痢vlﾕでＭｉ１ﾙ純わってくいる歩恢も〃<lHFllまり。
。ﾛｹ7`)いく秘め/ｑｉ蝦先物ﾜ)人散'｝fii川てｲﾌｩｳﾞていうパンt列日に
どういうljkl1擢の二とＷろか１$J7かｳﾉｱ”てＷ崎の課x真'かT牙ﾋﾟも1壱
‐；と燗し汎い'Jが'ﾗｲ鞘til3」上LjWと１Jﾘｺﾞﾘﾂﾞ》tの鰯面にﾉﾌﾞcじて
ﾁｰﾋﾞｲ,nEIの高く''二1チリ誹趣'二禰砂bｳlごｗスリⅡくり1めて1,7とよう'二

｜灘…義川,鯲聯,ﾘﾙ山〈締繩に川柳化
・今jwx,ｊ:､ィ鋪lZl`,歩ｨｌＬ'１カJごソ節故ｱﾎ｣'二釧認ヤョヲかうがい1Jて゛
の術剛,,謬馳しＷ弓にｗごβ郷糠乎郷肺･縄えぅごと"$耐る

灘危－１－ｲ7'諺し心`さ1こい。ょうい鰔肋
－－－－－－－－￣
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3年家庭科「保育」領域における体験的学習のまとめ

保育授雅のMijt

（１）Ｃｌ(行で､j::びたいことを''1i,［ひとI)ひとりにかいてもらう。
Bill、．ｒどものあやしかたを):111)たい。

・ミルクのl11Ij〃、飲ま･uﾉｌｊｏ

・おむつのかえかた。

．「とものriて/』。

．ｒともとのjliiび〃なといろいろな剛H1をあげてきます。’'１には、011行ということは、「ど
ういうことなのか」ということをあげるLkikもいます。

１，

（２）uI1fjlｲilにｿﾐ111にi『〈Iiljに、（MfrliIilについて)illるために'１１１Ｗ淵１Vをおこなう。
.「子どもの心身のﾌﾞﾋﾞiii」というビデオを凡て、気づいたことをかいてもらう。
・ビデオのＩｌｌで、保育j言の人がとのように子供たちと接しているか考えさせる。
.また、幼ｌＩｌＩＩとの迎いについても知らせる。

（３）１ｺ分の行きたい保育lijlのクラスをり比させる。

．Ｏ～１歳ﾘdたんぼl灘Ⅱ、２歳ﾘUさくら$Ⅱ、３iliiﾘBちゅうりっ鋒１１，４iiiﾋﾞﾘdひまわ|)IＩｉＩＬ
５ｶNiﾘLききょう$|[、－１ⅡijllりＯ～５歳ﾘ｡うめﾈllの６クラスの111から、第一、第苣二希望を
あげさせ、なるべく本人の耐9(がかなうようii雌する。

（４）ｌ１ｌｌｒｉｿ譜を行うためのil恋IIIjjiについて、ililUlifさせる。

．ｒともとの}産し力のＪＩＬｲミ（「ともの１１の,rliさになって接する、「どもの荷っている

ことをきちんと受け''二めてあげる、ひとりの人IHIとして接してあげるなど）
・エプロン、ハンカチ、ティシュペーパーを川感する。

・教室に入るときは、Ｔ洗い、うがいをおこなう。

．Ⅲ1,M〔のないよう、遊びの,〔０１１１には、いつも｝i』険があることを知らせ、ｉ:蝉させる。

（５）保育鶏瑠をおこなう。

＊保行突ｌｌＹ典ｊＩｉ

ｌ、１１１Ⅱｊ５１１１０１ｌ～２４１１（|ﾉ１８１三ｌｌＩＩｌ）
２，ＬＭｊｉ１ｒ；ノリｉｎ保fil9M

３，１;|的３ｲlH家庭雁lの「保育」fMihfのIｲ験学習として、この保育実習を行う
ことで､ザUﾘﾉﾘﾑのUllfiについてjiIIり、さらにl2Uliへの､１１１Wを深めさせる。

４，１１程５)］１０[１（1]）３ｲ|:７$１１（３６fi）

５１ｊ１１ｌ］（火）３ｲ|:５組（３５名）

５１１１２１１（水）３ｲ|:３$|[（３６fi）

５１１１３１１（水）３ｲﾄﾞ１$'1（３５ｈ）

５１１１４１１（金）３ｲﾄﾞ４馴（３５fi）

５１１１８１１（火）３ｲ'１６$11（３５１，

５１｣２０１１（水）３ｲﾄﾞ２１１１（３５fi）

５)１２４１１（Ⅱ）３《|:８$'1（３５fi）

５，授淘llIlIi（１．２脚1ｹ）

１１(|Ⅱ1111台８：４０

IIlLfiMiliiﾘｲ'１８：５５

１iiili感・i1iI1}'1112先'11．lil[の）上'|{の,iハ８：５５～９：０５

行lI1lIに分かれてｿ鍋９：０５～１０：１０

蛸ﾀﾞﾘ・Mill2先'1;の`ｉｌＩｉｌＯ：１０～10：２０

－５８－



llIlfj1＃ilIlIｿ６

`1:1tｊｉ１ＩｉＩ１

１０：２５

１０：３５

*|ｿIlfi災111では、

・保fji災１Wをj、して、jiMjﾘﾑの1,1i微をとらえさせる。

・uIlfiMlIでのｒとものようすやcllfﾙＩiIのjlddL、トＭ１延、牧瓶などもiiM:iくさせる。

．Ｊこどもと遊ぶことが、ｌ１Ｉｉｆなものは11IuIl1に遊ばなくともJ2とものようすをよく),』てくる
よう伝える。

･Nil艮允'|:、ｉｉｌＭ１と先'|;のIi1Iiや]征の》上'|{のil麺11111にＬ１をltIjけさせる。

（６）保育）鋼レポートをｉｌｌく。

･実習から州I}ってきたら、すぐ保育メモをiliかせ、ｌ

･子とものようす、反省、感AL1などをまとめさせる。

すぐ保育メモをiliかせ、レポートを１１１<際の参考にさせる。

一Ｊ
｜｜感

一一》

一｝一一》》》｜
蛇
一
と
二

｜》’一一》｜》・》一
生一一》一

一つ禿｜》｜癌一一一
一密一函一六一じ

（７）UlIfiﾌﾐ11WのⅡfにriったlII1f汁111のクラスのｒともたちを対象に絵ｲﾐづくI〕を行う。
．《lH令にあった絵ｲﾐづくりをこころがける。

・いろいろな絵/|ﾐをみせ、ストーリーやねらいを考えさせる。

・１糊きをさせたうえで、ひとりひとりアドバイスをし、「絵については、美iトド
化にもみてもらう。

・絵の'１汀な'liti上もいるので、絵だけにこだわらず、文字、数'i6R、イli、l1rD紙も
いろいろな糸材をWIjⅡ1させる。

．「どものIJIよんでもらった絵ｲﾐやI1j攻に残っている絵イミなどあげさせたI)、１Ｍ
ってこさせた')して、「とものIJ1をおもいださせ、「とものh(llrちになって、ｉ
ｌｕｌ)$Ⅱませる。

'よ、美術の先

l1rD紙など

たり、絵ｲﾐをｌｌｒ

給水IliII作に

－５９－



＊絵ｲ〈0)「絵

保育（絵本づくり） (文灘たて右とじ）（文書よこ左とじ）（文曾よこ上とじ）
とじ方によって､むきやスタートがちがうので注愈

題名｢に('１４，Liルリ」

対象年令０才ぐらい榊鯲し蝿‘
色もつけてみよう

鶏ｉｉｉｌ
絃ｲﾄ1１

：
〒
、

４
１ログ ﾌﾞﾙ、 〉ＩｊｌＭ､プ’

丈､芋 ii>台 ス､手 叙、

ｊｉ会 入､字文、牢 ｆ伝

この本のねらい
(わかってもらうことなど）

>聯J1］
、ノ 笈表紙ﾌﾞC亭、絵

3年と組番氏名

－６０－
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：２“ゼ(-4,T函、１㎡J刀.(ｉｎ苫１１刀、ミヨルニ↓､トーＴ

い,:漁'…←ラマ芝:ＦｍｆＴ烈汀iwf写字〈疏戸了～蝿．
（）ｗｆＩ（透り鮴囑鰄,鯰．…M閥!ii;,ルト’Ｍ‘

､

巻
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唖稻

｡⑫ＴＷＰＰ；、=1オコユ(1ユｃ９ｑユィニ１２丁(､。ｑ(ｸﾞ'’１、'~Ｗ、．
。２１峰諏Zルユ'~W1l'尋

オコニリｎ輪|')ユ１(I平、増二ＬＣｄｒ、ユ〔p２$１９の９，コ星ユ酬縄Ｃ、俳馴ルド｢,ユl1IillJ1I小
゜９１母Ａｌｌ派(ｐｌｌｌＰＩｌ、Ｚﾙにｑｉ昨、〃(I;Uの〃'1に（６）

｡〉(1二Lc1il頚ﾂﾚ瀦平旱ユラ)'１１１１ﾊlil（８）



(１０）おやつのｿﾐiq1をiiう。

・IIIlfi`ﾉﾐi11では、Ｏ～３ＡＩＭ：ilMiは、１０Ⅱ!『、31111の２１１'|おやつがあり、l0IlJiのおやつ
の1ⅡjlII1をみてきているので、その(ｲ験も収I)人ｊＬＰともに適するおやつを考えさせる。

２，（IIlfF火i11をHJ1jliしての/'1徒の感Ⅱ』！

実晋一平成’１年５月１３曰（木）
－－－－－￣~帥一一一一一一一一一一

ｓ年3週番氏名

侶雇宙ＮＣ－１Ｚ

街&古回実習ﾚﾌﾄﾋﾞート

天颪葆舌画一ﾏｦﾇ7ﾗﾄﾞ5-殖〔０才児）画児２３名
一一

★行くｎ町'二浬煙してこてｦE71万岡
－－－－

編面の子供たちI±、

ｉﾑｺﾆｰﾐ】LlrLLL.ごL少AfJll,狐11.迦鐘｣1Ｗﾖﾆ』』｣麺つ｣血ｴｰK:?_ユ11｣え｡_&エオAVに

１４つ｣1]XiIl］し1,1$･ＷＸ,了し《MbAlご"う1Jあ｡O1jL同k1YLj01lR《逝人:rl13A1勃池jⅢ
☆実際'二接してみての千位tのようす
〔=とI孝司ｐＨ舌しうぢ〕

｡￣｡■－－-■け●ニーー●－古１－－￣●●■￣●--±￣￣母●￣●■■｡ﾛ1｡⑤￣●■●牛｡ＣＯＣ●■￣▲￣■●■￣白｡￣－－－－－■－．ｓ■勺一一一℃￣￣■－－￣■￣B○ｳ■￣－－●－－｡￣￣－ｓ

謙１１－認L111hl1ノミ1Ｗ⑪｣§IlWJ`1112ﾘjmA-Y畝1tJ力{１，ｈ.排1KNⅢlh21旨)XA1廓

'竿』iH3;H;:謡:朧搬jMLiuｺﾙ''止仙…蕊u'壽…`wｶﾞ１Ｍ愈
辻njK竺uL尤逝1五ｺ.｡､:lPjゴム)1言mnlM)21,1《］鍼堂uliす.［｣載里1ゴIi1luED-

bl繼錨響V鍔iilii馴W蝿;iibPI腿…“｣吸伽｡－
足ｔ雌《１Ｎ'5by】４１号－１､・す｡li'〈入Ｉｵ１１§｡,僧Iﾅﾋﾞ､`パランフＬ１《ず【丁儲llTL$ぅ子

,j唄幽且幽排…!ｼ`ぅUMhL…』…j誰↑曙川雨iiiiiY鰯iIj
（=、踵面目〕

_iL1訓寸もここIJ-tらｳﾍ必ﾘｵ11回?Ll豈｡EuLqlM5。ulI遮賜皿工ｎ２Ｙ畑逢kixロ

ーIBJう正亜W(IU2エ腿lL7丸珈守訓'5ｈｶＭ．盲jJ､王ｴｰuiIL｡唾Ｊｏ菱ﾉ虻jkﾘ述Iｋａ－（
〔感何Ｗ、あらわし方）

｣i［iiilt-ih｡』Lオ《I流､｡ほ'た脳互いIﾑﾕｶｲ絃ｲ』ﾋﾆiL｣fﾗｰﾏMuHLh:求工ihAｵﾋｴ

､篭L42iAfhI」19;;』L1塁蝶脱し進Upl1u哩処ｴnlLL辿堕jlnl坐l2MLUU:‘
（遊び堀⑤人との践蜀、

』し､エエニ蕊にvjIうU､｣王あ或Ｊ－ＬｂＬＩｊ旬:.｣k人工L左.ﾛｰｵﾑ芯lAgL｣1ｋ'lL5友亙ょjhA]？

｣lnjl;に⑪力､ALjlIm1ll［qL1人-1"｣之nDL1LIユヒ、±ＩＤｎ丁し！｣ﾉｺ:Ｔ・遊人Fl12l宛ｒ１Ｄａ

l1liiiiiIiii:iijijiiiiiiii篭瀞鰯iii豊潟:鯛Ｉ。
1剰糯券j鑑霧瀧拳u義l譽誓;鍬》鰹｣uL上司'…仏…－
_釘t1判に身jLく.要IｶﾉWdmkl。‘ORaD-fl錘X-通_lL1Lh｣iL塾１U正pLZIYL-墓１K鑓麹k虹し
皿ＬＬ』』2上些｣LhhLLdL1LELjjul自｣U1Lljll二I、u-ll王腿`hll)１１Ｍ言。rflNh１，ヵＷ芒１１
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一
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９
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－
百

一悸》｜》

》》一一一卜｜、っ
－３一一

熟
ポレ

｜
』

一．｜画一輌

一》｜》｜》’

一一一一●

－－￣－－▼￣●￣・■－－o－－－－.＝－－－－－・ロ－．－１‐-＿＿－－‐

○操向エ西'【illI:】'忘想・反省（弓二銭との石､れあいの中て、悪
じたこと、考えたこと､貝[づいたことなど）
■ﾚｰｰ￣十■｢￣●●Ｇ■｡⑤●□￣●●-￣￣-￣▲○一｡●⑰￣●①■＆｡■－－－-1-q￣■Ｃ●=｡_⑤●●－■◇P●■-●｡￣▲-ｓP－－ニニーＣ－￣■●｡■■●■

鮒ｲきりｷ鋤3DうユQ汎おともしい燗いzいh…きく舳息と堺塵Ｂｉ不ii桃．

でいしな元駐ｂきく捻批と｡vで韮.図帥)ｔ鉱つ輸乃:6W暁｡たりしzいる晴．
P■●‐｡●￣②I⑤￣②‐し｡勺■甲も~￣｢｡P●■｡－◆⑪｡￣-●ｃ｡■■0■Ⅱ●■￣￣IF｡早■●■｡+－－－--I■■

すごく柵`t〈て二本の楯で今こつないｾ.灘も'な,き)しzいて中1己蝿しい鑪鋭
｡一一■■■□￣←=■●①=＝句一①P■■●－－印一一－－■■●■●●b－＝●

してぃbろtい［･tjbとzc0D晴間}らEaM』な喝葹尅と崎上見１，<jld己｡い['､前･ﾄ糧､と江
｡~■｡~￣■SOI甲･￣●￣－Ｓｊ－￣■■-●●ひ可●､-ﾛ－pﾛﾛ－●△△｡むつ￣■'●■￣■□'巳－●･･?●｡｡◆~■●●■-0-●I｡▲■●－q一

輔とα躯くつなけ-乙乏のｴ且走､zいく１J廷ﾑなんか1Jみ｣し柄ご･<議しＩうだ;ｔ、

走り方い)｡こうしっかりしzぃ乙純し)tjbC上でも迅馳ヱゴLlLに向愈ｚｌに．
-.ｓ｡-△－－P●~P￣､十戸Ｃｂﾛﾛ--ﾛ■10E､■●0●｡い-■－－－BI-q■－－可一0F●eDUのい-●●ローﾛＰ□￣-゜－，可.■--十一◇･-b●-－●｡●■■●0

部ELl己入ると旋鏑Lでと帥jh-誠Lでいる上.繁丘うに間し､z〈・Ｍｔ．
￣可■■●■台－－●－■－￣－寺｡－－－■小■■↑■＝￣

平ｲ且貼直観め､註いＺ.｢こAl.～ゼェｌＷｉ魏芝ぅ億､ｔ、
｡●●■■￣●-.-~￣■■●--￣‐￣ﾛ‐￣①■IＦ●巴一△－←,--｡●■｡△ﾛ■中●－－｡●｡-●-q－●⑧←

瓢薗校鴎靖JDii川に､'h』と§jh柚d5腓くる態』と師．
￣△B◆●Ｃｕ■￣!●●●の■甲■□●■●■-６－－--￣で￣■ﾛ■巴■｡巴●■-句ﾄー－－－－■七ｷﾏ●甘●■句｡■ﾛTOS』￣-゜－■｡■ﾛの●▽●●Oﾛ－－－－●－゜－甲

ｷﾋﾟﾐ,まひご世5.1.と、
守可●￣■－－－￣￣￣■－℃￣｡￣｡▲￣⑥■寺ＣＰ－￣￣古P=￣￣－▲■－－｡――-■I■■●句■Ⅱ｡‐■●●L-｡｡-￣｡●￣や七台■■｢｡｡■句－▲_

でも.;ご･<饗し毯従のできＭ了包にい、
｡｡｡■■｡｡￣｡￣●⑥￣-￣￣■｢中■￣▲｡￣再－６￣Ｇ￣-Ｆ句ﾛ4●⑪｡￣B■●-■■●巳ｑ￣－や■ｳｰ□｡Ⅱ－－￣マーrLI￣￣＝￣￣●▲■｡｡｡

○保父・爆伺ほさ～の《土牢を軽唾してみて

－－(繍土)－－－－－－－－－－－－－－－－

腓1時間にb憶仙Ｕｘ蛎土のｲﾕ馳経蝋皿乙４蝿B３５．１３埴だ､と鬼化
ＩＣ－－ニーヰー＋￣P-C｡⑥■－Ｆ●■￣し■｡‐－勺守一｡●P｡｡△｣￣￣●巴一凸？￣ －￣￣G-￣￣'■■●白｡o●,－－巳1Fｻﾞ－－－－⑤－－，－

7と二ODB寺JmOD自分lよどﾉしれ■だったでしょう。

元駈:９ﾄで趣ａｒｑＤ力Y#与罪､,賊貼．

－－－－￣￣￣￣－－－￣●－－－－－－'－－－-－－－－－－－－－･■－－－－－－－－－－－勺-｡＝－｡一一●ｃ－△－

－６４－



Ｏたんぽぽ（Ｏ～１才児）

抱っこがうまくできるかな？

↑ひまわり組（４才児）

「お兄さん、お姉さんいっしょにあそぼう。」

↓さくら組（２才児）で

１０時のおやつ「おいしい？」

Oききょう組（５才児）

「がんばれ、かけっこノ」

Oちゅうりっぷ組（３才児）

子どもの目の高さになって…？

Ｏうめ組（－時預り）

「ブロックで何を作ろう？」

－６５－



家庭科学習指導案
jnil3者秋粟弘美

１，１１時

２、､学級

３，１１１元名

４，１１１元の目標

平成１１４１：６）１２５１１（金）３．‘1校ﾛｹﾞ

ｿﾞｲIｉ５ＩＩｌ（ﾘ)子ＺＯｆｌ女ｒＩＨ俗）

食物

『l1Irの企生WiをjlIr[しI:1分たちの健吸やIIE腿を老Ｍ１した食生WiがⅡI来るようにするとjIiに、
実習をj、して食物も役割をBEIWする．また、iriYY者としての正しい知瀦を持って食iRhの選扱が
Ⅱl来るように副ましい姐皮と考え方を碇う．

５．１１１元のjH郡IⅡ面（３５時Iul扱い）

オリエンテーション・食2kWiのJZlr[し

lI1U学生の他日【と栄捉

１ｕｉＩｌｌＩ

２DFIIII

Ｕ食品１１削り狐ＩＤ(凪のめやす

①-11のⅡ安

②バランスのとれた食生活を考える

③澗皿バランスのとれたメニュー例

Ｉｽﾊｯｹﾞﾃｲﾐｰﾄｿｰｽ･ﾌﾙｰﾂﾖｰｸﾞﾙﾄ１

m食品の、沢と１１１１入について

の生DWkiRo②食品の保存とmIH2のくふう

③典習保存食品を作る「トマトピューレ」

④食品の阻人と週択⑤食IHOの13下な保存

⑥瓜休みの煕皿を発表

⑦地域の締旅ＤＭを使った舸理のi1Iiliと突習

「特産ＩＨＩを使ったお弁当ｊ

ⅣIl1ir食の閥1m

①INI皿上手になろう

②尖間例ｌ「炊き込み版・ｒＩ･もの」

③２１.ホワイＩ､シチュー・・リラダ」

④３１.クレープ・ジャム」

Ｖ凪塊とlMlIIしたjk1k活

５UliIIII

１

２

２

911＄1111

0.5

２

０．５

１

５

(木町２／２）

１４時1１１１

２

４

J1

４

４時INI

６，本時のｉｎ郡

(1)本時の目標

学習した加工食品の１１１から家庭で応ⅡLやすい『ピン励め」を典門し、保存方法を理解する．
体験に盤づいて食IHIへのIHI心を耐め、突生Wiでの忠111に気づかせる．

凹本時の辰INI

qTf

dＩｐＬ

UUR

辻１．mHIH

-66-

班仰にプリントの手烟

にiI)って実習する

★トマトビューレをⅡ;ろ

|蟇蝋Ｉ
・・机IllIln郡で各班の

作業を支限する

・半分ｍまで燕つめ

ようにIHI厨する

．)１１具のⅡ･づけを促す

・各Elが主体的に括り111

しているか

・トマトがピューレ状

になったか

。気づいて楓極IMIにハ．

づけができたか

学習内審 学習ＭＦ９ＵＩ 柵郡の工夫 BW価
邸
人

実習Iｽバ

返る

せ

・ピューレの特徴が首え

たか

。ｈl工方法を理解できた

か

･孤図とその手段がつ

かめたか



ｎカK理lUBT8黄か税

－６７－

に■|醤｣蕊Ｊ１:］
ま
と
め

食品の加工を振り返り

学習の談とご)痔･)-ろ

・ピン肺めが家庭でも応Ⅱlできる力Ⅱ=【：

方法であることを知る

･微生物の繁刷をおさえるための工

夫がIlUであったかili皮確路する

・ピン詰めの特徴を

宛表させ全体確認

･索しく迩欲的に実習

できたか

・ピン随めが理解

できたか



(鍾雇）科研究授業を終えて

易晶 ii;ｵｿﾄﾞを屍

､物I7I1li ;齢もカロ 白ＤＪ＝”

刀」ＷｐＬｑ２

カカー･目刀

。、〃夕『尼

牙 Ｚ･･に

ＰＥ昔？ 5巾１

刃防虫時

《

-68-

り⑩．zrD/U>(イォｗ《幻認>午ﾏﾅ･ITI小1ケ､､lつぅフヮミズ月Ulじ画句子
9口守｡

了(盆LL~6Ｆﾋﾘﾋﾟｧ

つ

フ

1、授業者 叙茅ブム夫
２，日１１キ

学級
平成（／/）lIz（も）月（ユJL）日（金）

（仁）枚||ヤ（」）年（す）組

８，１１１ ﾌピ 倹物 刀b工後Fｂ

４、凹迎する教科

と111元
￣￣一旬￣￣口●-－－－１守■I■■■■■■－－－－－－－－￣－－■●

５、授業をふりかえって

(1)生徒自ら主体IMIに郷魍に取り刑lむ姿図,はどうだったか

１，発言やi蘭し合い

縦-噸が:】jijiliI参ｹｱ "
後品忌ziplzﾁ作りし､
昨ｨ鮮機;や物

２，生徒の活mｂ

Z．．

３，生徒の藤

r昌一ﾄｿｰﾉbあいz篤隊,:腰１月し狼ﾉｸ｡エ
Ｅ１．瀞EDIﾖｳ'ﾆｶﾛｴﾏﾙl7t1Jsz.ZＭ２ので

きが駐」し杉上陛う。

"持続可ｾ汗たげＭ
１ＩＵ心

關蝦z｢ろ｣>上I雲フ ↑
熟季鼬卜雁。’た

孫
(2)生徒の声、感想など

臭惇
しみ(こくＭﾎﾞイ
稲紫彊Iエ

や』べき妾

卿z･･あった。

１２１/（
引U､

す

凸づi')ずＪ<１つ'ｗＥ．ヤタ､'二も副川皀‐･志赦
霧'二”だじ・左．いい「よら
ｔｌ航や､で'１＄うこＺﾉﾌlT
UL-↓'。禰脹}ｺﾄ泥１丁で
い｢駒､,炉ｏ

(3)その他Il召し合われたこと

il;M;ｉｉｉ;|if！隙{蛸鋒iＬ
y>T己↓'。

雛，;紙二瀧評鍬

.Y,トビ/;籏丁)の勘
'二℃.・て
丁で. 蹟

侍ﾗﾛﾁ凋雇等'たり

積極‘>ﾉｰ捗り狙乙
場面T持号'二<１１窺
易・ﾉFidMのｲ下拳f’

み方〈

裏ｌｉｆｌ １９

塔際に四Ｗ筐｡シ;"『
ﾏｾﾞﾌ｡時ｌＷ…さ。
が.』《」,壱千，トヱト(もｲ限マ

>|､ﾓﾏｳ'椛川７
つTjLlT$て41二)刺

lルーざｳﾗｴz司Ji3副ど学牢託術一

いす（壕l*雛,會毯｣,,ｉｆｨｆＴ宍,１１+々ﾆｺﾞＭＬで韮し竪鯵優寸為炉ﾆﾆﾋv恥



且ｃつ算菫睦這

，Ha人｡』埴上蔭録`急狙いﾏｲ鯛しわ

ＴＬＹｏ：｜ⅢＴｂ１１７WelcMLeT゜刀(ノルuse

1oい７２１Ｍ'し、/,)ＬＬ
'１，}い’'いい,と「!'い'ｃⅢ)Ｌ

ｌｏｎｌ：／)'八、ｌいうαlj2いいＴｌｆＭ１ｌ－００,八

Ｉｍ－ｏｚｌ~|/,(ｊ(Ｍくら．

T`いつ：ＡＶと７０い‐rilred？

Tbhｿ:NoU1iﾊlno-fTWLhWovl
l〔'１－〔)：（ﾙ]‘］Ｓｃｃ

Ｔｏｌ昨ひハヤｃγ`)UrtlﾊiYﾗ'プ？
10,ノ１Ｔｉｅ5,ヰ｜(･lllc

m(〕ＷｏＤｏ７ｏＬ，ｗ[,ｎｌＪＷｃｃ？
10ＭＮＥＷｌｏ１うこ・ＴＩﾊｄ１ルソoしし
MA-ozOLcW，ｈＣｒＣ７｡ｖ１ｃＷＣ
Ｔｂ１ｎｌ臣ＴＭｋｙ(ﾊル

●フイu』三美二言吾乖I‐二三＝〔

１学年

単元名：うちにおいでよ
・外国人の友達を家に
招き接待することを

想定し、ペアを作り、
そこでの対話文を考

えた。その後、小道
具を準備し、教室を

家の中として見なし、
接待する様子を英語
で実演し合った。
よく練習ができた

くハム、原稿を見ず
に感情も入れて発表
することができた｡

２学年

単元名：オーストラリアからの手紙

.この単元で英語の手紙の書き方の形式について学んだので、
や先生などに手紙を書いた。また、普段はＡＥＴに自主的｜
徒も多く、返事をもらうことを楽しみにしている。

それを受けて、 友達
こ手紙を書いている生

JWMzl

-LA1E-(imhmHL-1
」｜い､)LhqmGEﾃｰｰLhke

|恥Ｌｒノご汗人に７ｌｂ

鰯髪`鯛
Ｌ，･んｒ`翅ｗ`/Awi1A比Ｍ

６Ⅲ.と鯨MJl'|《ｗ’'１…i…弘
l{`wey｡`・陸ｅｎｆｏＱ"温み？
１…'杉ｸ"たｃ`h………プ
ルルラヶか/・Ｌ４ｒｌこ『、

fJL…'迄,…雄）｡…
ｉ〃，`ん．／

|ﾉ,xcl〕olIll⑪|)ミ

_WhLl-Liロ｡!“lJud≦-.2>hJ-1L白22-
にＴノル》一州 ４』

旦皿ヒノ`ｗ1斗Ｊα垂-4辿白座heとu三一

一s､､壁４－)dDlAIE員－，

6９



３学年

単元名：電話の会話

．まず、本人は在宅しているが他の人が竃話に出る場合、本人が不在で伝言を残す
場合｡、末人が電話に出る場合、Ｉｌ１違って電話をかけた場合の４つの状況における
代表的な表現を学習した。その後２～３名のグループを作り、自分たちで独自
の状況を考え出し､､会話作りをした。冠話器を用い、できるだけリアルに発表し
た。

電話の会話（1,.37）
cIuzS（１）、■■台（

8Vしい状況
０リブ｡.Ａ岳ｆｉｳbらバール入トネ仏路・ﾌﾞﾀｌ§⑥'１ラオ． ＪＲＴ１ｉｌＬ５>--.状況８１、本人I土在宅しているが、他の人が冠踏にRuろ

②、本人が不在で、メッセージ（伝箇）を残す
３、本人が電路に出ろ

４、まちがって電話をかける

＜日本８５版＞

“･鍬ｵ1010.に洲:.)
￣ら→￣

＜英盟腹＞

Ｑ１１ｉ,含is1lloMr,…A:」LＵ
Ａ： もしＬＬ？#つずきで

ｔＬ６ＬＪｊﾌｫｰﾑ許ですワピ… ｉＴＬ．
Ｂ： Ｂ：
繩3Lh1式回すＬぃ漁○

￣ﾑﾕ…童型､“ﾆﾑｴﾆｴﾆﾊ:型しｸﾞｰug幽土坐杓…ｦＬ－Ａ：ﾗｰﾗＬ写いね

､:塾=Ａｌ亘L璽些ニムェヱiH鐘-2---⑥:QLFJl1u丘=弩A･蝿L－１空LibL凰幽Ｕ

Ａ： Ａ：

｡

Ｂ：

{&Ｂ：

Ａ：

iI1krl･「、､チロ［」

Ａ： ｂＱｃＬ
ｌ・〔I酉-，

6：“鍼Ｉ林鴫っていえﾎ'１冗矛． Ｂ：

単元名：ヒュース１ イ（現在完了形）､ンでのホームステ

.「修学旅行で外国の
人と交流しよう」と
いうご上で外国の人
との会話を学習した。
班の中で、会話を割
り振り、覚え、発表
する。その会話の
中でオリジナルな

質問をするところを

－カ所設けてある。
修学旅行から帰って、
交流した相手の名前、
出身国、感想などの
レポート報告を行った。

二廷湖［し廷タトＩ郭ｌノミ０二-コし、－て＠つし剣２－Ｉ－

ＩＩｌｌＩ【

Ij【1１‘.｡..．．．.…．.…，＿．_…，．

1．ＷＩＩｕＬ・ｓＩＩｉ鰯IuIuIDIW７，丁
ｌｌＤｍｒ）

:１．Ｗｈ,“（,1,Ⅲ01,1m･鰯･ノル`ric父…－－－－
Ｕ･ＩＩｏｊＷＩ１ＤＯＯＩＵＩＯｕＩ９ＩＩＵＯｏｂＯＩＯＦＯＤｉＵ８ＪＯ８ＩＤｎ「、？

（部Ｉｎｃ）

＿qJe-jyE坐－－
４．０１.ｌｌＩｌｕｕｕＩＩＩｏ８０Ｍ６ＬｉｕｏＤ

－Ｍﾋﾞ1二一A`iv-…-1,…－２－－－－－－－－－－＿
その君Ij--lljLI2｡二lUium….－

５．ＰｉＪｙｕｕＬｕｋｏｏｏＩｐｌ“ｕｒＩＷ－ｙｂｇ
Ｇ・外Ｕ1人と史庇してどんな二ｌニヒ峰じましたか．また伯にｔｊわかったこ

となど側でt､よいで1-かo>、いてFさい.（ここIユロ水川でOK〕

外ｎ人Ｌ姑ＬＨＬｋ△｣w･麺`､が小.企のT・セイＬ喧兜

ＬＩ勧寸1.1hＡし･ULFざ.u･i0ﾑｲ型包むＨｋ２ＬＴ＜d岱Ｌｈ。凸金、表！§

”昼8屏02鋤し､化阯心＆,角.盤･ｗｎ･LP=齢作のf･払乖ｑ尻,4.か.Ｔ、

奨上UL舛胆‐ｺﾞｰ仏土Llho-ｺﾞｰ釦_jh.Iｵ._理上_丸--長'1＜蝿埋久ＢｔＢｎ､ＴＴＩをリ

ーエェエー誕匹仏垈ゴゴ.罰▲<jmh些辻強､ＬＬ工しみp｣ＬＬ4面礼ら＋』.．

房'･含△Lh-jT毎ｔ凪.L0-.-外囚_貝カーL-8“１NL心にL△2.1,1恥,ＡＬ－ｗオuR．

－７０－



横 的断 授Ｂ な 業



2ｲ|§生のjU1{:|と技ilijI:|におけるlUIh(》)Illiのクロスカリキュラム（Jlz成１０年度）

脂導jril」

［１１イ:Ｉ］ ［ｌｋｉｌｉｊｌ１］

回附を疵れろ施淡

lQl:ｉｆ靭体・絶聯ﾙﾄ弛源（iiIi，堺卿

111液のInlき鳳賂図＜－－－－－－文体DitgIlll畷１，危流の大きさ

電弧臓器の1N山

Ｈ１流の流れる剛すじ

“｜'HIMM'ｉＭ…ルァ臓川/'胸M…駐気随器のしくみ

ul[の11J分り''ﾀﾞﾘIulUNとiul,;Ｌへ 船に変換（祇筑ブイロン地hにたつ）

光に変換（｢l鮒冠球と21t光ランプ）腱型!i堂llL---〆ご|ノ〆腫〔を死に愛iM彌鉱蛾と猷光ﾗｿﾃr

….鰹…’1Ｗ',/M鰍Mil響蘂蕊:|i塗;蝋…。矼流による苑舶

…ど鍾濾…鐘泳'ﾂﾙ'量ﾗﾐｰ～圖噸[錘ぅ電気覆測寵－－～Jni剛な点検方法
放電と敵子

空''1M(勉隊i'畷職／／／／ｉｉ砿i錘浮延迩臘離i臘災流遜砿肛子の流れ ～～～冠気概器の安主な使い方
／／ ～へ<了膨KUH騨瀧臘自uI11Lj2Iw芯笂／／磁石のまわりの磁界 樋fHAiI圏⑪鉗鐡ど安全性

……鰹戴蝿鍵′

…麹1選l霧ｉ－Ｌ－－－－－－－１ｌｌ辨鮭雷赫~…翼…'1鰯噸`麹
磁界の中で飽流が受ける力／

電気樋器のiH8I・製作一

危剣の布効胴jlWと地fRnN境

直流ど葵流／ショートと盤露二一

クロスカリキュラム形態１

理科カリキュラムの技術科分野の 型

理『;lで吸う諏気は、ｎk池、豆nij:R、ｉｎ然線、i1LMiiⅡ、ｉｗｌ;iⅡなど、lzI耐てはあまりl山われないものを使っての実験・説Iﾘ]が多い。

j【化て、ｉ又Plﾄii:0でのlu弧はI:IfiiI1tが,rli<、’IiilIiの011で化かせるＮＩ鐡とjb:っている。この61;分をJl1llに取り入れたいと1mう゜

＜11111什図の取り入れ＞

皿、図妃可の例（ＪＩＳＣＯ:101にJ愚）
、知Ⅱ図出口

祠|ｦ言う耐「
（-）（１）

－－戸￣－Ｕ1つｋ１ＡＨＷ

－－－－入れＬＷＦ

名作・頂件囚 名休・只体回

IfWtUB

ご§四.匡二）

絆■Jワフラク

富罷璽〕二
ＩＧＬニルフラク）

スイ･ソテ(叩啼ＶＩ８ｌ

色､､ﾐ曇

。=
Un2庭

囑遺|国ヘノ文洩 11）
＿￣

(?）

=、－

手一一

①
｜
＋
｜
②

史又回〃

キオンロIＴ

０

》｜遅判

堂
督

●えｆｙＷ)181配'118.本0りて'8021ｔⅡｈｋＴ，

＊n体的には枝附１１.理l:Iの学習Iﾉﾘ容にjMLいがないことに剣づかせるため、技ilW4教l;11Wをプリントしてわたした。

＊皿科の１１０Ⅲ|テストにプラク゛のHugをlllluI。

－７１－



1Ｍ用.仇・ｽｲﾂｿ･lIIUIWDIijlI0

lｸﾞｵ'二m二IlwIl生`il
fWWﾄﾞﾙⅦ隅iir’

ｎ口

距堯・妾

IIL
(IﾘﾙﾛI1lIIjImいり二IjUIpDi1UO

一
一

》毛 “

＜fu風機淵の疋協＞

ｆｕﾉﾉのhⅡ識の堺人による,i(腿Ⅲｌｕｕｖ･ど(/)iIiwIiの`Ⅱ11をざ11..11隙(i:IDIでのuillIlに応ⅡIして、ブレーカーがとぶのをIvjぐことを
舟えさせる3'1分は、WWI:|のiU述が人災醤JBになる。

＊今１，１は、例腿の010で１mってilllmをi『った゜

皿…⑳鰍:鮒鬮にＩＦ'二とiii⑭
,ハ５１光灯スタンI（ロテレピリョン且旧田ｃ白熟ｍＩＩ,Ａ、【アイロン
（IﾘOMV負■力24Ｗ（111)、Ｒｎヵ000Ｗ（００)澗戊矼力Cowm9)珂只可力IoDw

回亟定旧衷示の例／旨T[扇、IAm-1ii)の38瓜を同時Iﾆ使ったと９
⑬2画 ⑪~⑥の８８瓜を同時に便っﾉｰとＱ

に洩れる、遼伍〔】Ａ

⑧可風が顕Ｃ白、■$】
（例)明白ｎカG,0Ｗ（01)iZU戊矼力60Ｗ

ク

"呵児の定ＩＭＯ

ｺﾏの万９Nい

り２鱒則蘭月

｡)｝

Jiごy=割|〕し
（

艇11Ｗ1§

Ｒ『，

凶L動！ Ａ

－－

．、し小さい斌遼の定'８値は12Ａである。

しﾉｰかって．１２Aが使用でさる眼界となる．

＝且ロ

・定'6以内の「'二二足配n＄」１３町mない．
し

て'7外からlI1IAlまでのiu筑のjn1・じ＞

地知限り1Aいでの安釘ⅢのiiU述をしているが、Ｉｌｌｉ足のためにl蝿illの141容を】H1〕11iいたい。

クロスカリキコラム形態２
AiWI； 塾111:lのFl11KiでMui

技iI:jI:lでI災われるオームの法1111．iWjのillnのj1l1鏑0ﾘ１１tいをJ1I1I:1で{Jっているので、に１１Ⅸ応Ⅱ]に入Ｉしるようなつながりができる。

「
幻

オームの法則lIIIjWTIQ]とTuijlLノ１A1,

1ull1l'1ＶIとのあいだには．

｝'1Ｖj÷ノｌＡｌ＝ﾉｆＩＱｌ

のＩＨＩ係があり。こ｣Lをオームの法lllといい

ます。．':式は。次のようにしか⑪かえるこ

とができます。

lﾉｰ"×ﾊﾉｰIﾉﾐ･府

１．の(､,②のIo1lUlW[Iで，iUl｣Ｗの仙力K(、
と②で郡し<，かつ①のⅢ球に流れるｍｉＨ

ノとIiiIじ価のmML力｡のIIE仇ｌＰにM【ｵしろ｣Ⅱ

合は０，球を抵抗ｎにおきかえらＩします。
（

クロスカリキュラム形態３

瞳しながらの桐広い学魁

－７２－

鶴
盟武Ｗ可マーク

ｑＵＯｎ

▽
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二IﾑﾉｺＺ 11 年度

－
『
』
－

指導項目

F

１ 指導内容 －羽 指導内容 指導項目

回路を流れる電流
I回路導体・絶縁体

電流の向き

1回路図

電流の大きさ

l電流の保存
I直列回路と電流

I並列回路と電流

電圧
Ｐ

電圧の配分

|直列回路と電圧
I並列回路と電圧

電流と電圧の関係 １

１

１

１

オームの法則

抵抗

I合成抵抗

電流による発熱
l発熱量と電流・

I電力．電力量
電圧

放電と電子

I空中放電

|陰極線
電子の流れ

自由電子

1静電気

磁石のまわりの磁界

磁界

電流のまわりの磁界

磁界の中で電流が受ける力Ｉ
I電磁誘導

家庭や工鬮で使う電気

|直流と交流
Ｉショートと感電

.＿＿一．

●

●

●

●

』Ｉ
●

●

●

●

電源負荷導線

電気機器の構成

－．－－－．－－－－￣￣---~￣--.1--------.-.￣￣￣~-.--

1電気の流れる道筋
実体図と回路図！

■■■■■■■■■■-0￣Ｃ￣￣￣□￣

分電盤

源葡蕊Ｊ爾麺1,鯛

i戸外から屋内までの電気の道筋

直流と交流

周波数

１

１

１

電気の流れる道筋

直流電圧

直流電流

交流電圧

抵抗

Ｉ 回路計を使って電気を測定

オームの法則

電気の流れる道筋

電気を熱に変換

電気を助力に変換

情報伝連への利用

電気を光に変換

X､露H爵Ni頭WＨ

|電気機器のしくみ
１

１

１

|電気機器の簡単な点検方法



理科との横断的な授業を終えて

平成１０年度

（１）生徒自ら主体的に課題に取り組む姿勢はどうだったか

1．止徳の様子

事前に理科で遜気の概念的なことを学習することによって、「電気って何だろ
う！」というようなおもいが感じられる生徒が多くいたように思う。
理科での学習が理論的なことが多く、飛気に対するアレルギーを感じ「電気は
いやだ！」「オームのilI･算がわからない」という生徒もいたようである。乾電池
と豆電球を使って、「回路に流れる電流」「回路にかかる電圧」を直列・並列回
路で調べ、まとめる。電流と電圧の１１０係から「オームの法則」を導き出すのが理
科の学習だが、このことを技術科でも、レポートにまとめざせ確認をしてから授
業を進めるようにした。あらためて確認することによって、「あ！そうだった
んだ。」というような発言もあり、より学習の定着がなされたように思う。

2．生徒の興味・関心

理科の学習から、より現実の社会（まずは家庭内）へ近づけた学習に心がける
ことによって、家庭内の電気にも興味を感じた生徒も多く、電化製品や装圃など
に対して自分で調べたり、質問する生徒がみられようになった。

実験・観察を積み重ねていく中で、授業の内容を把握し、理解して行動できる

ようになってきたように思う。

3．その他

理科で理論面を先に教えることで、技術科での理論的な内容をカバーすること

ができ、２～８時間の時数の削減が可能になった。

(2)今後の課題

理科との迎捌・クロスにより、生徒の興味を高めることができたと思われる。ま

た、生徒が主体的に課題に取り組むことができるような指導法の工夫につとめてい

く必要性をつよく感じるとともに、発問の仕方なども大切であり、より具体性のあ

る発問に心がけることが大切である。

平成１１年度

昨年度と単純に比較することはできないが、より体験的な活動を取り入れていると

いってもどうしても理論に偏りがちな理科の授業に対して、それをより具体化してあ

げるために、身近な電化製品を用いての実験・観察を行うことにより、「なるほど」

「そうなんだ」といった鷲きにも似た声となって現れるようになった。つまり、電気

をより身近な物としてとらえることが出来てきているように思う。これは、より主体

的に取り組む姿勢を持ちつつある現れではないか、そういう生徒の櫛子がうかがえる

ようになってきている。

－７４－
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新 闇づくｈ指･道字T計>両（国語科・技術科）
平成１１年度

国語

２年３学期指導内容・項目

３年（６月）

（９月）

（９月）

１『
Ｃ
』
つ
』
つ

う
す
よ
る

ろ
習
し
作

作
学
用
を

を
方
活
間

間
り
を
新

新
作
報
行

２

の
情
旅

聞
な
学

る
け

て
名
付
し

立
間
容
り
担
出

を
新
内
割
分
見

画企
●

現
新
近
修
１

表
く
身

』間時２く

４．記事を書く

表現１調べて報告する（３時間）
５．「俳句を味わ

←

つ」

修学旅行で思い出に残 つ た場面を

俳句にし、新聞に載せる。（２時間）

６．推敲

校正作業（１時間）

７゜できあがった新聞を

ク フ

し台

スで発表し、評価
￣

つ

８．自己評価（２時間）

～

～●

技術科

３年１学期（５．６月）指導内容．項目

(７月）

（９月）

パソコン新聞を作る
￣

つ

１．修学旅行の新聞を作る

２．情報収集（調べ学習）

￣

つ

観光ガイド・パンフレット

ＣＤ－ＲＯＭ教材・インターネットなど

３．レイアウト枠の決定

４．柱の入力

(発行年月日・新聞の名前題字・号数）
５．新聞の題字を入力

６．題字下の入力

７．本文の見出し入力

８．トップ記事のリード入力

９．他の記事の見出し入力

10.コラムの見出し入力

（１０時間）

11.記事スペースに文章入力

エディタの活用

12.記事の中の文字の大きさや書体を変

13.写真スペースと写真の大きさの変更

￣

え る

14.イラストの作成・取り込み（５時間）

15.修正作業・編集 （１時間）



J璽乏灘室Ｚ室デラド冬

｝《

~て＝

－７６－

Ｉ、授業肴（教科） 近j膿紀Ｔ:。lⅡ'１１広英（liiliMi科）

荻lji(敬弍（技術科）

２，授業jUⅡ1１１ jir成１１{|:ajl～７)Ｉ

３，１jU迎する教科

と!|i元

(liil）２ｲ1：友』A２新'１１１を作ろう

３（1｛炎呪Ｉ細くて報｛!iする．Ｕ|:ｲﾘを味わう

(技）３HIKパソコン新1川を作ろう

４，授業をふりかえって

'1)生徒|:Ｉら=|{体的に課題にｌｕり$'１む姿勢はどうだったか

１，生徒のiiIi動

.Iｉｉｉ報収集のiliiで、観光ガイドやパンフレットだけではなく

)Ⅱすることにより、ＩｉｉＩ報のWliが広がった。

、 インターネットなどをili

･新'１１１の形式（レイアウト枠）については、Ｃｌ〕－１ＲＯＭ教材を川いて、数あるパター

ンの110から好きなものを選んだ。

･新uUの題字やliLIllしは11「体を変えたり、カラフルにしたり］:火していた。

､例Ｈ１§ならば短'１１１にi1rいていたUliｲﾘを新1111にiMIせることにより、ひと味述う新11Hになっ
た ０

･写真やイラストを入れるなどさまざまなレイァウ

りやすい新ull作りをしていた。

２，生徒の興味・ljU心

ﾄの方法をIMI極的にとり入れ、分か

修学旅行の新11Uを作るという形をとることにより、ただレポート的な文章を作成する

よりも、より総合的な学習ができた。修２紫旅行での迎いⅡIを１枚のパソコン新uUに収め

ることは生徒にとっては難しい瓢1麺だったと鯉うが、１２１分でとったZJ奥を読み込んだり

自分で描いたイラストを入れたりと楽しんでできたようにAuう。ｌｉ１分の学習の成果が新
HUという形になったことは、速成感があったようだ

(2)その他話し合われたこと

◎

uil諮科ではiiU鞭i1rきや01ﾐｲﾘ作りなどの内奔l11iについて、技術科ではレイアウ1,などに
ついて評llliを行った。



家H蓬科の絵本こ市Ⅱ作にお(ナる美術科とのクロスカリキュラム

（平成１０年度）

家庭科では､保育領域で毎年｢おもちゃの制作｣をやっていますが.その中で今年度は乳幼児向

けの絵本の制作に取り組んでいます｡絵本では､美術的な要素もあるので､家庭科だけでなく美

術科の先生のアドバイスをいただき授業をすすめることにしました。

家庭科

｢保育｣領域おもちゃ制作(絵本作り）

１学期７月（１）絵本についてのヨ

美術科

(1)絵本についての基礎知識

・こども向け絵本(Ｏ～６才児)を鑑賞する。

・こどもと遊び

・絵本の読み方､絵本の必要性

・乳幼児の発達段階に応じた絵本

(2)下絵を考えてくる(下絵の作成）

・ねらいの設定

・ストーリーや燭面を考える

(3)下絵の提出

・家庭科では｢ねらいとストーリー｣を中心に

アドバイスする

既習事項を応用し､下

絵を作成させる。

・文字のレタリング

・文字の強調

・画面構成

・空間の取り方.配置

・配色･彩色

・色の感情

美術科からのアドバ

イス(個々の下絵に､コ

メントを書いてもらう｡）

夏休み

9月

･美術的なアドバイスも参考に下絵を再考する←

(4)下絵の完成

(5)絵本の滴谷

・表紙､裏表紙

・文字､絵

・彩色､仕上げ

(6)絵本の完成(保育的評価）

(7)絵本の感想､反省

1０月

Ｉ

1２月

１月

←できた絵本について美術的評価

(8)絵本の相万鑑賞２月

－７７－



研究授業を終えて
－－－－－▼￣ニー-－－一一￣･￣￣￣￣￣－－－－＝－－－－－－￣￣￣■_

二男LLWiFWiljhliLL-
￣ロ－－－．－－－－－－－●－．＝－ロー■－－－－．－－－一一一一一一一一つ－－－－－－－－－－･‐，←‐－－‐‐－－－－－－－－

/WｉＪｈ
－－－－－－■

茨ｲﾄ１

８丁単元

４、側巡する教ｒｌ

と１１１元
－－￣－－－－￣+￣ｃ~－－￣-－－－ケーPＵ－－－F■凸■￣ムーー￣－－－－－－－－－－－￣－－－－－－－－－

りかえって５、授業をふりかえって

（１）生徒自ら三'二体０１にilII1MImに10(り＃'1む裟勢はどうだったか

１，発言や話し合い

①生徒の活Ｕｉ１Ｉ僻作りの繭'３仮ＭＩＬ壱いＩそ｡との,;祭他山)本
のり鞠も'伽化ワルl-tl帷ＬＴＬ化パ
ー'1A'17-旬零W川毫。

①生雌‘ :､'川心とて心閖,U`)j７，刃と総力阯瞬でｳ、<,)が
lﾆﾉｶﾞかIILら〃し'<jli鮒舸(抑ｌＪｗ)さて(ビメピルヤ
批］杣<ここＭ１きで１Jい;-'ゴ[ブイJか(Jか進すりⅦ
)つ/之｡二の海秋１Ｍ､‘7F'３か、上勺力､と､､う川７．．
，が３１，;|趣で凧(《Ｍ,,感想反》ｊいよく若い了い
Ｍｂ卒［蝋蘆15二と,》１０糊で,*時間力v足り'』

ろパ総矧&]<ここＭ１きで１Jい;-'ゴ[ブイJか(Jか進すりⅦ

熊鮒Ji鰻鞠W鶴繍卿測厩
・に｡１Ｗ統本［蝋蘆15二と,》１０糊で,*時間力v足り'Ｊ

(2)そのIuilBし合われたことイＭと。

ｏ涙ｶｻけ/Ｍｑ舎点，
の分権,小<;/:巾,-F鯰も参〃』|と峯術科で〃ｺﾞｰとか剛で
神のでﾙｲﾉｾﾙいか艸面で需宏ﾉｰな'川ルノニヒノ3う。
作巨pわかい)よいｲ`F品もて､ＷJご化穴。
゜馴川ブパ1二(ii7会の機hに１Jﾌ7いる（猫'ﾌﾟﾌﾟJ1l子も'１ｚ下俄
が別ＩＴＪかｲﾁかyしうｲﾌﾌﾞ7いクワスか"ﾙﾊﾁﾆﾙ"美術ｂｼﾞﾉﾐ
Ｉ弱と][ｉｗｍｗ１時もいろ`)7`山する-しい・

－７８－



研究授業を終えて

(謝向科）l、

[１（）

（）ポ1１
￣￣午-－●－－－－－－－－－－－￣■－－■－－－－－－■■-

作）

５、授業をふりかえって

（１）生徒自ら主体１１に裸11,に取り;|[む姿勢はどうだったか

１，発言や話し合い

２，生徒の活動

３，生徒の興味、関心

(2)その他話し合われたこと

・良力陽｢：蔭１２j;襟，

Iiiiliii霧：蝋j蝋纈f潔議:鱗N頚＞
きりWQ2ﾊﾞｪあるパヤフマガ〔棒イミヒ)９７。鱒'惑下窄司（ｱｸﾞﾃｧｽﾞ矢〃)てデワ8ｲﾝﾚﾜ７３【
うり【迄,炉ウド鶴し、鞭４５↑ず1鍔し'二くい老ドゲ狂補九もよ)１ｓし｢ご゜／汀ADIiijUHｿ69E荷う
蒲(,；１３銭ウヤ,7升7二に提)。

－７９－



篝弓偲医科の絵本こ制作にお(ナる美術科とのクロスカリキュラム

（平成１１年度）

家庭科では､保育領域で毎年｢おもちゃの制作｣をやっていますが､その中で今年度は乳幼児向

けの絵本の制作に取り組んでいます｡絵本では､美術的な要素もあるので､家庭科だけでなく美
術科の先生のアドバイスをいただき授業をすすめることにしました。

家庭科

｢保育｣領域おもちゃ制作(絵本作り）

１学期７月（１）絵本についてのヨ

美術科

(1)絵本についての基礎知識

・こども向け絵本(Ｏ～6才児)を鑑賞する。

・こどもと遊び

・絵本の銃み方､絵本の必要性

・乳幼児の発達段階に応じた絵本

(2)下絵を考えてくる(下絵の作成）

・ねらいの設定

・ストーリーや場面を考える

(3)下絵の提出

・家庭科では｢ねらいとストーリー｣を中心に

アドバイスする

既習事項を応用し､下

絵を作成させる。

・文字のレタリング

・文字の強鯛

・画面構成

・空間の取り方.配置

・配色･彩色

・色の感情

美術科からのアドバ

イス(各自､美術の時

間に下絵について、

コメントをもらう｡）

夏休み

9月

･美術的なアドバイスも参考に下絵を再考する←

1０月 (4)下絵の完成

(5)絵本の清香

・表紙､裏表紙

・文字､絵

・彩色､仕上げ

(6)絵本の完成(保育的評価）

(7)絵本の感想､反省

Ｉ

1２月

１月

←できた絵本について美術的評価

2月 (8)絵本の相互鑑賞

－８０－



|]<ｌｍＬｉ；トトーネ｣２コ『で「ごｌク１コニプフリードーユ－－．．ｉｇ２Ｙ野ｌＨﾕｲﾜＬＬ鐘

ＩＩＴ導冊ＩｌＩＩｌｉ７ＪＩＩ．佐｢Ｉｆ恒子

1ﾐﾘｊＬ１０ＩＩ：９１１；】Ｏ’１（水）；iｉ５Ｉ２１Ｎｉ

２；１２７＄Ⅱ（ソｌＩＲ２Ｕ渦・久ｒｌ６ｆｉｍ３０名）
〈li1ilハ〉

；IYjLI11元ｉｌｉリ１１に脱しむ木价のmIUI-「､ド求物iiliJより－
〈社会）

ＥＩｉ－：iiT・ガ１了：節【I族のjll【ｉｌｌと文化の1Ｎ凪化～
如三iili・N1‐・niiHHnIWfと元のりＵ雄

ＪＩＬが''1の代jl1的ＪＷｌＩｌ１Ｕ物iliやＩＭＩ箙を脆み、ｌｆの人の；え方や生き〃を知り、ｉｌｉリqを醜む
楽しさ・リ11Ⅱｋ・ｕｕ心をiniめる。また、従来Julwを魅し<していたUlj代背11I等を、教トイの配
クリを変え、IIE史学１１１ⅢilUlに近づけることでⅡI皿のlIi導蹴ＩｆでＭiいあう。
・lNjliI1のIlLj1.！①lIINd物JliとしてのimIコさ、ｌｍｉ狐ilE合文のＩｍｕｊれのよさを味わわ

せる。

②主従UII係・武」:の名冴などを二人の心1Ｎをとおしてとらえさせ
る。

③平説物iii成血のﾁｱ、にあるⅡ＃代のｌＩｌｌ淋飢を瀞えさせる。
・112企１１の１ＭⅡ.（の；１４女」:lUIから脚jWiIⅥニいたるIⅡiIIGのＭＭＬをとらえさせる。

（§|[氏の台ljll、１K氏政1ｍの特色、Ⅲi氏との対立とiliIil【の合I鵬、
平氏の滅亡など）

②IUIlHiとしての主従llU係、恩前〈ロリ恩と１；公）についてとらえさ
せる。

③平家物iliの吋代のｒ郷上史」をとらえさせる。

１１

．.験

111

iili

iJi

渦

２
３

ﾉﾋﾟ

４．１１１北のⅡI剣

５． 111元の１５塀ilIuhj

＜側lMiI1＞

◇水筒のmllUI（6111ilU）

ｌ「jl2家物誕」の慨嘆について知る。

２k_』Lu上｣111．作者・ｍＵ~iii1.画・
作品のあらすじ・!IfIIWfIil

２肥の鵬ＩｌＩ１をとらえ、塾_Ⅱ'のおかれた

＜社会科＞

◇飾二ｎｔ･鋼二面ＦＩ族の收治と文化の囚ＬＬ化（４UiIIU）
・平安〕;【にhllを移す１

．１１１Ⅲ政柵と武士のおこりｌ

ＩｌｌｌⅢjH(治

210土の、岨

．Ⅱ（フ,ジブ,世ｿILの変化とiFIml文化１

．暁IB(とｊＭ氏のIIkIIlI１

１院政

２Ｊ12氏の政揃

◇鯏三ｎｔ･期一節拠倉邪川と元の隅来

、川JIKのllUiいと皿念梛１Ｗの成立３

１…9ﾛｰmf-L

２jm-lL②_mE-uとUunLm2璽遡
３，倉部府の成立

・椰肝政治の進展’

1承久の乱

２北条泰時のjIk治

・瓜土とlil民の生idil

lQLJL輿』え蕊
２胤民の21:活

、アジアのうごきと元の閥来１

１元の成立

２元忽

・ｔＨＩＴＩＷｌＷの滅亡’

１部府のおとろえ

２皿倉JillITの滅亡

．新しい仏教と、Ｒｎ文化’

１願~7ﾏｰﾌ、
２Ｗ『しい仏教の広まり

Jk-illをⅢ解する。

３．４文iMi文を錦み～雑Ｉ１ｌＩと今艸の荊助か

ら、nLi者の心怖を1MBみ'Ⅸろ。

５躯liIIと今リトのlUllUlを比牧し、瀞えた

Ｆ,とを話し合う。また、塾Ｉし五lljk
lH』)L△についてkllろ。

（水IIli）

６「祇剛別１台の鯛のjlい・・…」や「水筒

の最lUI」を、llIiiQil8合文の１$散逸生

かして川説する。

（８吋IlU）

◇つれつれなるままに－「1,ＩｉＭＭｉＩ」より

（４吋lⅢ）

◇IUIあり巡刀よりきたる－「鉤iハ」

（３IMilIlI）

－８１－



６．本時の指導（節５吋）
（１）木崎の目標

紐場人物の行動や心11Vを腿み取り、IIIluの「jiIG上」の生き方や郷土に深いUUわりのある人物について社会科分
１LPからIili足をすることによって峨矧を深める。

（２）水Ulr口､Iiil1O1I

町壬１○

Ｏ二人@

の死に方が認<税

○当Ulfの亜一I－Ｃ

”LｌｌｌＩＩＺ

－８２－

学ＷＩｊｌ将 9.iｋＷｉｉＩｉｍｌｌ Ⅱ１岬の：１２火

導
入

1.,11時までの学習を

処起す悪ｃ
◇主従二駒と芯ってからの二人の意
､lを皿しての心111を醜鯉する。
(ullY）

◆【1m】Ｉ
･カー1$を１Ｍ>jiL、IlLlW
IlI4jiをＩｕい超こさＵる゜

腿
州

2.義lil8と今井四nIljlK
平のjiAjUjの撤子から
：l呂従1111係、名撒をＩｎ
んずろ武士の生き刀
を知る。

3.当時のjnQ士の生き
方や考え方について
艫ju1をまとめる。

ｲ.郷土に深いIIUわり
のある人物について
の]､解を深める。

◇二人の凪lUlを比牧する。

ｐ幾Ⅱ!…人将)|qとしてｗｌＫにI]llけ
るつもりだったが、三hⅡの石
111次即為久にｉＭた1Lろ。

０－ｑ■－－－－－－－－－－■ｑ■－－－■－－－－－－－－－－－－－

■■■■■■■■￣￣－－￣￣-－￣￣■■■■■■■■￣■■－－￣￣－－－■■■■■■■■

０
Ｃ
０
ｏ
０
ｊ
Ｃ
Ｍ
町
０
０
８

｡】1腰'2…三1;人の死を知り、後をj､いＩ
jju上として立派な股juIを逮けＩ
ろ。

－－．－－－－－－－－－－－－．－－－－－－－－－．.-..--....-」

◇今までの発表を参考にして、武二I：
の生き方や考え方についての感想を
まとめる。

(予処!さｵLろ41:徒の反応）
八幾１１１１が､19士として名瞥ある死を埋
げられなかったのは残念だ。
Ｕ】【平の死に方が認<格好いい。
ＣおｎいをnAいやろ姿に感動した。
l)どうして】l〔平はあんなにも名勝に
こだわるのか。など

◇当uｻﾞの武士の主従IjU係や生き方に
ついての税IﾘlをⅢく゜
｡「SIz家物i(i絵巻」を見る。
(木H1の凪jU1、雑平目U;の凶IIij）
｡「一所懸命」土lUlのためにMHう。
．、Q土の体系

◇磯NCを肘っ允三Ｍｉの石IⅡ次nIlXb久
についての鋭'ﾘ]をⅢく。
。「三iⅢの石川次lZll為久」
OII世の武士の名Iiijの名乗りを皿し

て、llj世のI11I奈川における、Q土典凹
の柵逝についてJlI1解を深める。
・石111氏について知る。

◆【１１１】
･二人の41ﾆさ力において
li1が－満大切であったか
がIMImiに111るようなまと
めを卯きIl'す。
･iili者の生き方への眼jU1
ｂあわせて発変させる。
(共感と暁lIU）

◆【社】

・史実としての武士の姿
を追う。

・武士の名誉と1J何かを
考えるための掴jUlとなる
ようにしたい。

◆【社】

･系図等資料をもとに、
三hD-族（介）がI1ll奈川
・全lliLにjulⅡＩしていく槻子
を、実物投影槻をIluって
１Ｗ脱する。

ま
と
め

5.当IMiの武士の生き
方をふまえて、改め
て義IilIと兼平の心ＩｉＩｌ
をmjWFする。

◇主人を武士として死なせたかつた
うⅡ〔平と、人IlUとしての死を逸んだ鍵
ⅡIの心lHを】91解する。

◆【国】
・二人の生き方において
IiiIが一番大切であったか
が分かるようにまとめる。



ｌＵ１：ヴＹＺ１愛製健麹=パ窪え＿－て
－－

1．授難iＩＦ（教$:|） IAzjlMiljLijz

IlI付１J利

(lKliMil:|）

(社会科）

2．［ｌ１Ｉｌｉ 平I戊１０%IZUﾉＩＵＵＩｌ（ﾉ|〈）５校lllj２{I:７ＭI

３．ｊｌｌ元 (凶iRj）ｉ(】5111Ｊｂｉｌｉ』ILに帆しむ「水Ｈ１のjMiIUl」－平家物iMjより－

('し|:会）卵２廓・ji】２１ii1MXの政iKiと文化の111風化

～ﾖJ3jIr・jlllliij鍬fiI1illlと元のqu米

４．ljH染を仮り返って

（１）生徒|とＩら主体ｉｌ１に課Ruに!|)(りjNlむ盗勢はどうだったか。（生徒の殿ui1を交えて）

・２人も，Ｕ'二がいたので分かりやすかった。ＴＶで絵などを火きく兄えるのもあって、よくわか
った。uiliMjのjljLI一人より、社会の，ＩｊＬＬと２人の力がわからないところが少なかった。

・いつも図譜で「平家物溌」を11Uいていると凶iMjlI1な感じで、社会の「平家物諮」をuUくと、社
会的な「平家物譜」が伝わってきました。uiliMjのＨ１業だけではllllけないようなことが社会の先ＬＬ
からlljjりてよかったです。

・迎う教科のｊｕＬがきて楽しかつﾉこ。いつもは苦手な教科でも、ゲストみﾉこいな感じだったので
話か１１Ⅱきやり．かつ/こ゜

☆「平家物語」を図譜と社会でⅢjjUjを近(;Iけて行うことにより、生徒の負111は賊らせると思う。
■

また、iqu解も深まったようだ。

(2)・その他話し合われたこと｡

…,で…人,…,MⅧ……膿,…,…趾……1
のアプローチを試みた。教科の特色から、iiIii者のずれを合一化させるのに苦労したが、佐藤ｊ１ｉ生
が、うまくまとめてくださったのでよかった。

☆社：「人lluの生きざま」が歴史の１１１に入ってきた力が、白い。（ﾘI実十人ＩｌｕＵ,１ｔ=厚みがu'てく

る。）社会科としても魅ﾉｊＩｌ１になっ/こ゜また、今Jl:と幾''１１を対比することによって、jnQ上ulが浮

かび上がってくる。これは、社会科では、女Ⅱ､lかなかったこと。liMﾉ!`(が迎えば、教IMli側も１１｝ろも
のがある。

☆クロスをＴ、Ｔでやるのは、↑jち合わせⅡ(illllの硴保や、11(ilmのiilM盤など、大変なことも多いが、
生徒にとってはいい。

☆鰻初はU(『川を合わせるだけだったのが、囚liMi科の111にＴ、Ｔの形で入ることになった。UfIIUの
関係から全てのクラスでやるのは難しい。

☆山来ｵLば、もう少し早めに打ち合わせをし、お互いの授業を参観し合いながら進めていくとよ
かった。

☆鯛べ学習をさせてもよかった。

－８３－



仏罹IluL何眞TEB専癖Ｉ･処11列;品トクｌコニソコリキニ上ラヱー蕊ザツ宅謹７１１矛尹啄当家二

１Ｍ郵撒、I箙､IＩＬ

１．ⅡｌＩｆ］I[旗１０イドｌｌｊ１１８１ＩＯｋ）節５校Ilf

２．学級１４F４１１１（ﾘ｢「２０橘，女７１７潴ｉｌ３７ｆｉ）

３．１１１元名係剛体Trl;１１ｲ１２１心Ｊ１の;Bjh」】111$'２イドｌｍＩＩｎｒＩｈｉｉ１ｌｉｌｌ物のからだのつくりとはたらき」

４．’'1元の｢Ⅱi刊人|ⅢのＩｌＭｌについて0)錐UQ的jlUlWとして、かIうだや（:》がどのように;&逸していくか、心(ﾉ)肌M1を保つにはどうすｵＬ
ばよいか、ということについて学１WさせるとlnlUIに、’１１学生Ⅲのり6迅段階の１１｢微をml1解し、自分の心身の;6述瓢1ｍを
考え、その弧1ｍに|(Ⅲかって１１１種1WにjIHUMlむごとができる．

５．１１１元のlh郡illmi

<保肌休7711＞ （H1 11＞

１．からだの;6通（G1HrlⅢ）
（１）からだのJUff・発述とI11fiA1kjU）
（２）僻吸IHllicj;6通
（３）梱X､膿の発迩
（４）二次性微の発現と生肌柵の;61,
（５）月経・91,iのおこるしくみと生1,艇生
（６）神経系の発連

２．心の発逸とIlLLl【（５UｹﾞⅢ1）
０１心の発迅
（２）１１$学41識し～ヅラblidとﾘｹﾞｉｉｉと[|己形成(その1）
（３）０１１学生jⅢの心のり6連と特徴と１m己形成(そｕｊ２）
（４）欣求と欲求不満への対処
（５）心とからだのかかわりと皿11【

Ｌｍｌ物の生iiliを皿京しよう（ｌⅡliIⅢ）

２．１t物のとリブjとからだのつくりを洲ぺよう（l1MrlⅡ1）

３．挺分はどのようにとり人ｵしらｵLるか（４ⅡｻﾞIⅢ）

`46…酸謂ほど｡）よ:うIごとリスiIlj5ｵ蝿がr2D制Ul)『Ｉ

n61nliIkのはたらきと迦ばれ方を､Iくよう（2時lUl)？

６．不盟物はどのように体外に１１１ざｵしるか（１吋|Ⅲ）

７．助物が皿UMIするしくみを調べよう（２UlrllIl）

悪y…:…訂＝けＹ社iを共、教Iｲとして扱うｸﾞ●､-ぷ゛

４．本lIifのlIiill【

（１）木IMrのロ欄１１F吸のしくみとⅡ1iをIl1心とした11F吸器のはたらきを1m解させるとともに、呼吸器の発迎とは呼吸政の減少とlbli活
肚のjImjIIで示さiILることを皿解させる．

（２）木時のHqUU

０１２ＭＷ

の隅織勵鮒
】、

Ｏな･ぜⅡFUlI

【の|鵤脱

;'8雛瑠lMIl

－８４－

Ｗｉ…ffflfll鑿’

指ＵＩのエ夫・肝価

睡魍p、４４資料２
Ｏ呼吸政が減少していることに剣づかせ
る

OIiYI亟的に取り11'んでいるか

腿IEP、４４贋料１
Ｏ硯Uj1の迎いからnA索をとり入ｵL、二Nil
化』11索を排uIしていることが理解でき
たか

Ｏ目ﾀ)で考えているか
曝剛p、４４涜料１
Ｏ呼吸裾のしくみが皿解でさた力、
olnIlimにID(UIllんでいるか
Ｏ外呼吸

鯛:：
、Ｉﾉﾘ呼吸の迎いがjqmWlできたか
８４図３－１２
８３図３－１１

Ｏ課16uを解決しようとしているか
幽剛p、８０図３－１４，１５
Ｏヘモグロビンの性TIをmlW1させる
ＯしっかりⅢいているか
IUl型ｌｐ、８５回３－１３
Ｏ実験はIllIilで扱う
０列IⅡi・IⅢ心をもってＤＩＩいているか

謬鑿雲iii1i霊塞I菫iFililiiil:ifl
解できたか
てUⅡいているか

獅
入

学圃ＩﾉＩ容

･呼吸政のilI定

学１Ｗ活、１１

Ｏ自分の１分IⅢの11F吸敗をilM施し、新生IILの
呼吸数と比彼させる．

ＯなぜⅡif吸をするのか漸える
･吸気と1112釦の､衡緊と二,２化災索の温皮の
遮いを比枚する．

Ｏ脚やｕから入った空飢（欣索）はDIIIiiIi、収
HIi、安(杼、剣怖支、をj、ってmｉ（ⅢiⅡ､）に
入る

ｏﾌﾞJス交換を｣UＨｆする：nji鵬誼二Ilb化ｌｊｌ索
.Ⅲi腿で行なわｵしる刃ス交l典：外Ilf吸
・jlm肥で17なわｵしる〃ス交l典８１AI呼吸

Ｏ赤101球一ヘモグロビン
I:'1111球
1m小阪

○ろつ･IqI.、IliIlHI膜の皿1,1で17なわれることを
皿１Ｗする



研究授業を終えて

Ｚ

【’

５、授業をふりかえって

（１）生徒自ら主体的に|}Wlnに取り劇lむ姿勢はどうだったか

１，発言や話し合い

’１ﾙﾌﾞｿ『ﾂﾘ川堪lM1l1巾脚ｶﾞﾉtＷ<総榊
玲ｉｗＷＭ－ｲＷ－７ハルｊｏｒｊｗ寿癖雌に
工促がＩｕＺ

２，生徒の活動

辮州ﾙ『画十輔を嚇耐MM'L州'！’
ん''ｗｗｒｽﾙ１１}侭M4h/'Ｉｉルツ汎/川

３，生徒の興味、関心

脈`鵜壼吻ｿ,吟ルヶフ'下勺蝿稠
瑠――し１１/('/之'メルェパＭ'ｗＬ１ｒ〃､`’

Ｉｃｅ

(2)その他話し合われたこと

』蜥雛緋14Ｍ）wM(J仰鋼釧鵬
欠協IJl1B兆しⅡＭ１川川7八

(鰯裏ニヅヅ榊剛輔
－８５－



理科・保健体育科クロスカリキュラム（平成１１年度２４１z）

１．１iｌ元名理f１２年Ｉ鼠ﾉﾘ物の"､IDたり)つく0)と１Ｍ･l-jきＩ

保随１t行fllII二ＬＬ､ZWJWEiiil

２．１１１元の目偲理ｆｌｌ身近なdW1”)Ｍ爾・７１９１；ｉをi、して,lid物と力llLLながuj，IUl拘り〕か｢｣だ０Ｊつく0)とI［たらきを畷\させる。

２１H1索・実WiをjIDして，dijI物'XMhlMo頬について〔/)几ノバ，考え方を深め，さらに生iWUIのlUHBiを擬う゜

３ｍ:IlEdWMﾜをllj心にLlWIｻﾜﾘ)１１１１師や生活についてjlﾘWをi霜めるとともに，ｎｌｊ物の多鯛生や､ﾉﾊﾟｶを分Xnできることに気づかせる．

保腿体行人1111のIlEjl【について(MIHURI1りjMUWとして．か｢,だぺ，心がどり)ように弛逓していくか、`し､のIhk1;１１【を保つにはどうりれぱよいか、

ということについて'７:iWさufるとlii[IIfに．ｌＩｖｖ:'ILlUI`')V6jliJ11W)竹iHhをEM｝Ｗし、１１分(ﾉ)し回り);&i懲UUlnを瀞え、そり);U趣にIfil力、

ってIHI鋤ﾘにIuOjilⅡにとができる

３．１１１元のIljW3極

ク'』ｽﾞ鰍ｼ）□
＝係雌作

夫
、

nコ￣ jm1 ＞

からだの！§週（５，針IlD

（１）からだの腿育・発達と中学生ハル

（２）噸11器の発逮
（３）術環器の鞘適
（４）二吹|封孜の発現と生尻､器の発達

（５）ﾉﾘ組・射柿のおニるしくみと生命iiL4k

（６）１１１W1塁系の鞄逮

`しり)弛進とIRR服l〔（５時1111）

１．，ｶMﾜの生活を観察しよう（１町Ⅲl）

２．ｆｔ物のとり方とからだのつくりを狐ぺよう（1

3．養分はどのようにとり入jIしられるか（`ln$Ⅲ|）

:溌鱸蝋鑑織(;lIlilllll
6・不要物はどのようにＩ材ﾄに出されるか（１HIH１１１

７．国ﾉｶﾘﾜが運励Fl-るしくみを調べよう（zmfllⅡ）

時IUD

４．クロス学習の耐Ｌ５Ｈ制11版い ＩＨＩ分ItjLm部分はIVMLMIEmlll分

吸数は＿町珊

－８６－

学習内容

殿
素
は
ど
の
よ
う
に
取
り
入

Ｌｌ
ら

Ｌｊ
る

力

iImIaの肝F吸

ヒトの肺のつくり

とはたらき

nf911jm風ｌｌ

ﾛ･『吸器､);直逓

11･ﾄﾞﾘK運mh0)しくみ

まとめ

指導の工夫・FD意点

ｐ８３の「グラフを見て考えてみようｊをfllⅡＩし

て綱包のUFIHUこついて考えさせる。

ｐ８１の図3-12保体lWl資料Ｉベ料辨I原本など

をfIⅢIして，ＩⅡiのつくりをEiUWさせる．

I)．槻の参播晦↑1をｲﾘlⅡして，ルＩｉにIrUⅡｉ１ｌａがたく

さんあり，気1脚)出入りに都合のよいように表面

積が大きくなっていることを係作Ｐ，斜のパドミ

ントンコートのl1E述をつかってとらえさせる。

P・lXj走るIMIと走ったあとのUWuH数のグラフを参

考に、ロl吸器の発連の意味を考えさせる。

p、８５の「やってみよう」

のモデル割9段などをfIUILて，肺のi画ihを理解さ
せる。

理fl・保作の内容を融合さ世棡広い醗予を促爽



学習活dVj 脂靱の工夫・ＭＨ意点習「．＿』学

I血液のつくりとI［たらきがとり)`Ｌうになっているか新える。ヒトの血i夜の成分血
液
の
は
た
ら
き
と
運
ば
れ
方
を
四
ぺ

|`Ii峰１mm腱している血…･……1M枢とそ』し1…)蝋鰯1との"…のはたらきについて知る。

蝉鐘…風と…昌………'螂墜|;m[淵ﾐｷﾞ鱒鰯in畔煙を上iilm二｣MiijlHil土U逃:KL)ゑこ上と型暫甦＿

ヒトの心臓のつく

りとはたらき

１，．８８のIZl3-l8を参瀞に`L偶と『し霊山１１噸imhjlによって血iIrの

ながれがどうなる力鮎し合う．

係作PBI5資料３`[hfIと血液のiiEILを同時に見る。

弁のはたらきや心室の壁の厚さの迎いを考えさせ

る。

mlj夜の循鳳

lqilXIui極露母国』L｣ui遡可型醇錘lj塑輿言上塗u乙興一 `し蝿・ルＩｉ・からだの各部分に注目させ，話し合わせ

る。

図の血管の色分けに注目させる。

からだの血樒に注目させたり，手首の拍動などをHHI

くさせる。

ＩＤ、811の図３－１７を参瀞にしてjiMUKとＩＦ脈のつくりとはたらきの

通いについて知る。

動脈と肺脈のつく

り

毛細血管の太さ・血i夜のl魁成・血j夜の瀬Lる方Ｉ尚Iや

速さなどの観寮のt見点を万苧Iも

毛ilH血管をijEIしているImj夜のようすを観察する。毛細血管を流れて

いる血液のようす

“廻墾…』…璽匹麺鐘処と典匹ＩＬ蕊|鰹鱗:篦と綱…に…物薗と,潤爆ことをまとめる

血液と細胞の物質

のやりとIＤ

どんなときにliN1tl数Jｳ【多いかなど考えさせる。R体P・桃資料４脈拍数の4輪による変Ｉｂｌ､らiii瓜器がﾘﾋﾞ逮弓1-るOB風器､)発達

ということを考える。

自分の脈拍数を駅lぺてみる処

どを効率よく運べるようになること．-A覧に｡脈拍数と柏出獄に

よって分かることを知るる

自分のl本職にふ」しるようにする。

運jibのImniによるﾘﾋﾞ達の趣ｌ､などを考えさせる。

呼吸・循環樋能の

発連におよぼす迎

日力の効果 呼吸・循環UHil身を発連させ過にIFＬ特ｸUjbなnlnhをくり返し行う

とよい二と、呼吸・iHm器２Ｊ発遮ＵＬかたは，からだの発育Ｕや通

型且～

…塗豐…………｣製………い…まとめ

－８７－



理科（－保健体育）クロスカリキュラム授業を終えて

１．授業者青木澄夫０１１山岫夫

２．１１１元理科２年「動物のからだのつくりとはたらき」

保健体育１年「心身の発達」

３．授業学年２年生

授業を振り返って

（１）時数の配列

ｌ)Ｉと,座,、111ｶﾞ間を組み込むために、予定lIf数４ⅡｷllUの授業を５時間で行なったが、保健

の内容が１N[み込みやすく抵抗のないものだったので、111;ｲ|:1qi係|翅体育で行なったような

１１#１K]不足はなく、かえってゆとりを生じた。

（２）生徒の課題に取り組む姿勢

今年度の２年生は、１年の保健体育で一通り学習していたので、発言や話し合いに、

それらが現れ活発化すると考えていたが、学習したことがなかなか思い出せず、覚えて

いる覚えていないということでの発言が増えていた。lIIi砲を広げた面積が、バドミント

ンコートの大きさになるとの内容などを思い出した生徒は、生き生きとした発言になっ

た。生徒の発言を引き出すとき、保健体育の内容を教える011が知っているという事でス

ムースだったが、これもクロスカリキュラムの良さだと考える。昨年度の保健体育での

授業では無理があるという反省から１年の保健の内容を２年で学ぶことにしたが、今年

のように重ねて学習しても、それなりに効果もあがると考えられるので、今後も検討し

ていきたい。

（３）生徒の活動

クラスによっては、心臓の橘造やはたらきを、事前に調べ学習させたが、資料に理科

と保健体育の教科書、それに両教科の資料集とまとめるのにかなり悩んだようである。

しかし、２教科で１つのり1柄を追いかけていくことは、今までの教科という枠を越えての

学ｌｌｌｌ・知識への取り組みを感じさせるのに役立ったと考えている。

（４）生徒の興味、関心

理科での模型を使ってのⅢｌｊの連動、保健での実際の運動面や生活に密着した肺のはた

らきなど、学習の幅が増えたことは教える側にも、教わる0Wにも実感され、生徒の興味、

関心は広がった。授業が終わって自分が知っていることや疑Illlをもったことを話してい

く生徒も多かった。

４．

－８８－
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７．本Ⅱザの授業

（１）ｚＩﾐIIiのlllH1

llullkのなかでも、基本nUなIＦ１としてi,:比例を,Ⅱ(D」:げて、その火炎jiiと、炎によるＭ,の変化の考琳

をおこなう.。ｉ'三比例のなかでj1I1I;lのフックの法Ⅱ1,を堺人の,ｌｉＩとして取り」二げて、突験を行い紬111を

まとめて、その結果を)、してilHlLlliIのⅢl係をj111,Wする。

（２）本''５の評mli基巾［］はiwliIIi基i1q

酸へ０

（３）本115の腿UII

フＤＵＵＩ声〃ＤＪｂＰ説」

－９０－

段階 学習リＩｊｉｉ 徒のｉｌｌｉ肋 lＨ郡上のlYI恵点 価

導入 iiill<iま-ＥｊＪｊとlWlﾉl窓を

縦鰯する。

１．１つの故が変わってゆくことで

そオＬにともなって変わる政を学び

そのlIU係を識やグラフで表す 。

ともなって変わる数を

もう－－度確認する。

[１】

ⅡqＵ１ｌ つるまきばねの実験を

i了う 。

実験結艸Qを糞とグラフ

にまとめる｡

1．災験する。

＜iViHIi＞つるまきばね，分銅（`1つ）

スタンド ものさし

（１）つるまきばねとものさしをｕｄ池

する ⑥

(Ｚ）分ｊＭをつけてばねののびをiMiみ】Ⅸ

、、我にild録する。

（３）４つのｍさの分銅それぞれで実験

をして炎にiKI録する。

２．災の紬JILをグラフに1Ｊ点し

灯ﾉＡｉをもとにグラフに1M(線を記入

する ０

６M【に分かれてiWiM1iを

する ◎

・スタンドやねじを

しっかりＩＨＩ地する

・jIliiから目盛りを

ihiiみとる ｡

｡

.醜み取りはｕｎｍｊ１ｌ位

でいい ０

・結果は狐差を含む

ことを１Ｍ解する ｡

・ｌ１ｒれ細でなくiIX椒を

jlU入するようにする

[ｌ］

[２］

[。］

{。］

1M(学・’11科の意欲・1M心・態度 比ljl・フックの法ⅡＩに別IlliINl心を1ゲっている ｡ [l］

実験への取り$１１み ばねののびの実験をjピ砿に行い、その結果をまとめる。 [2］

実験納采の応j1１ 実験総ｊＫをIliIまえて比例のUU係を確認する。 [３］

Ｉ上例について考える 例のjIbをもとに考える ◎ [４］



研究授業 を終えて

５、授莱をふりかえって

（１）生i;!:1.1にＬＩｌｆ(lﾘにiil1MnにＩＤ(りjlllむ擬勢はどうだったか

１，発訂や蹄し合い

Ｅ１頃へ教算ハノ資柔に１Ｊ万'１座ｲﾘlL1盲1ｉｎ訂しＪｉＭＰ

班で~ヘ繩ｊＭＦＬＬＭ１ｒ征へ主柿回川審勢がハムＭだ。

２，生徒の活動

数賃'nlIfl題演看退看Ｉ３ｒ
止促灯自９臭験に７Ｆソ超

旙乏１３と｡、う動ヨハ戒３

う向腹葬と１１塁庁ソ．
Ｊ１誌泉Ｅ３と｡↑て
渡課乞爾，這

３，生徒の興味、ＩＲＩ心

いう:'ﾋﾊｫ蝉'二１Ｊない実験が所,Ｅのてｌ兇、伝壌味

雁'ん道二t'て単智に〕､ソ製人で.いに，ＬｂＬ１堂業内溶が
’五とんヒー恋'ﾃﾞＦ１。､艇団乞終,ｈ，てし可，之，,Ｚ，庖人で
数坪の渓避けや３ｍか上！、ラ扉雁,ＥＴｏだ！f従』｡（､垣

(2)その他IMIし合われたこと

・契砿'二不'1厘いて、弧,仁に肘にだう少し雁1,ﾉの焔ﾒﾉﾓ
主出て『し＜パヱセZIi，に

。Ｉ畷I『1乞更験と椒疎、ｴﾋ伊１ｍ考えて可上出てIb＜ニヒイＪ
凪難で水３のｚＸ２圃腰Ｍｉ`､Iこして１，柵Ｂ乞､更薙と
》zハゴヒ仏道叉問ｉＦＩ９で｣Ｍ『bl1こう｜に、考え方上説O0E
L1三方β-食(、上月'１】(１，３．

￣￣

－９１－



イ呆Ｉ蔑雌何董了覇扁乘１．・ユユ1』不罵Ｉシ1コ＞＆〉ＵＵ＝lニニェラヱ桑寄金窪?J旨さ録〔穿晨

ＩＨ塀１１１．１ⅢI、文彦

１．ＩｌＩＩｆ平成ｌｏｲI２１１ｊｕ２０Ｉｚｌ（木）箙１１交Ⅱ『

２．学級２年８m1１（則子２０名、女7.1ｌｊｆＩ１Ｉｌ３(jfo）

３．１１１元名保llU作ﾄﾞｱ科241二「、M1〔と卿ljU」」uuf:1341：Ｉ館７市３節人灯iとEI然界の'11JⅡ」

４．’11元の目偲私連をとりまく現塊は、近４１２さまざまな要因によって猟UZ汚染や興塊破壊が川l速度的に進行している。かつ

鰯?`製麟鰄１Ｍち鵬鰯矛騨礫|砿謹狸継M喰灘舗維陛騨繍
摸での1111題としてとらえらｵＬその対簸が愈筋となっている．こｵLらさまざまな環腕汚染によって、私運の健
康にどのような影響が現われるのかを正しく皿解させるとともに５これからの地球環境にどのように関わって
いくべきかを毒えさせ環IlEllll題への愈臓を､iめる。

今回の授業では係ＩＩＥ体有利の２ｲF生でIlQうIlq元であるが、哩科の３】１２生で学習する「箙７章ｊ111球と人IiIl」
の111元とからめてJIim教材として扱うこととする。

５．jlL元の指堺､１画
－－－－－｡￣￣－－－－－－－●－－の－－－￣－－－－－－－－

く】』Ｌギト＞＜係健体有料＞

(1)環境と適応環境の変化と適応脂力について
（２時ⅢI）

(2)環境の隅節と腿廠暑さ・寒さとその閥ｉｉｉ
（２時Ⅲ）空気の条件とその綱ｔｉｉ

Ｉﾘlるさの綱節と騒音の防止

１３１環境の利､と保全鵠?'坐蠅遡（４時lllD
灘鰯鰹瀞雛驚擁護…(*II2IilI1llO2IINU）

※騨辮雛|をJLjm；

(1)かけがえのない地球の環境
（１時１１１１）

(2)人緬と自然
（111fI1II）

'３１澱鴻繍騨闘狐

なぜ地球に生物が住める
のか
人観と自然のかかわり

自然界のつり合い
人mの活動による影轡
地球環境の変化
自然顔境の保硬
現塊汚染の１W止
資ilmのⅢl苑とiIiJIUII※灘溌騨|を共皿教枡として扱う

＿＿」

0．木時の指呼（節８時）

(1)木IHFのEl標さまざまな塊境汚染やmFI塊破｣幽により、私運のロ術生活は大きく齢かされてきている．その原因はIiijなのか、
何がlul題なのかを正しく迎解するとともに、今後、私趣が安全でIML朧な生活を送るために何が必要なのかを考え
る機会とする。

(2)木崎の限、
￣●￣■の■Ⅱ中｡－－－－－－－－－－－－－－－－－－

１１寸導の工夫・艀価

２囎縫鑑綴|鶏糠雛騨鵬 :騨繍;鱸鰍諦馳醗
に発表させる

Ⅲ．ＩＵｌ

】Ⅸ △nIll聯の授業の内容をどの程度把握して
いるか

◆それぞれの1,囮がIju迎し合っている点
にも気付かせる

太凱『8J染．lIuERf
mU々のIHI旧存誹尻凹

◆保健の教科鰯Ｐ７８を醜む

◆理Flの教科盛Ｐ１２３も併せて碗む

ｏＩｐ懇の問

出札工
二の睡腕IlnHI寺

◆できるだけ生徒の意見を多く出させる
よう配凪する

Ｊ甚亟
*】理ＩＭＩ、

ｑＵＬｕｈロ、片Ⅱ’ 大気汚染、jIBER温販
日々の'111頤に対して＿

△－人ひとりが真剣に考えているか

△私逮の生活と環境IHI題を結びつけて、
その原因や健康への影響を正しく理解で
きたか

山凸と用卯''''四を
M1函へ彫”存11-しＥＩＩ

Ｉハ

△「地球呵脆にやさしい癖らし力」につ
いてきちんと考えられたか

－９２－

Ｉ停

入

腰

､Ｉ

ま
と
め

学習活UilI

◇さまざまな鳳塊Illl題について概略を復習しながら
本時の学習|AI容を砿ＩＨＩする

◇水質汚染、大気汚染、111球
ンホールなどの個々の原因を
れらが私逮にどのような影響
腿するとともに、なぜ大IllIIm
える

ソ
ぞ
碗
考

オ
、
を
を

、
く
か
か

雨
な
る
の

性
で
い
る

麓
け
て
い

、
だ
し
て

化
ろ
ぼ
っ

暖
え
及
な

温
考
を
と

◇「自然の浄化ＩＩＥ力」をこえるntの物質や分
にくい物質の排ulが共通した原因であること
なく人'１１１が「便利で豊かな生活
が、今日の環境111題を引き超こ
認する

し
腱
され
けで

を追い綴けた総染
たということを砿

&鵡響W閨永蝋溌臘繍総iご#騨鶏
人として何か防止するためにできそうなことはない
かを考・えて発表する

◇私運の生活と環塊1111題を結びつけて、
健康への影響を正しく理lWiL、「jIU球に
らし方」が皿要であることを理解ﾂﾞｰる

その原因や
やさしい藤

－－￣－－１●■￣￣－－－－－－一－－－■■■－－－Pの巴一一一一一

学習内容

ＯｎＩ時の学習を想起
し木時の学習の砿盟
をする

2騨鶏康縄
への影響を考える

◎環境Iin題といわれ
るものの共皿した原
因は何かを考える

◎私達一人ひとりで
も環境IlU圏を防止す
るためにできそうな
ことはないかを考え
る

◎木崎のまとめ



研究授業を終えて

旧搾文彦 僻樅備洲l、授業者（教科）

平成(/ひ）年（ノノ）月（ｚ‘）日（木）

（／）校時（Ｚ）年（ｊ￣）IMl
２、日時

ﾉ震康と砿埖「環埖の汚諜と/Pに全」３，．単元

４、関連する教科

と単元 JHLラドド第７章Ｊ泳人類と燃界０調和」
５、授業をふりかえって

（１）生徒自ら主体的に課題に取り靴む姿勢はどうだったか

１，発訂や話し合い

・鯏計の鮒に獺塊鍬｣やｒｉﾘﾘﾄﾞﾋﾒｻZﾉG)IUjiL(<付して一人で汐倣できそう
なこじと考えざせり雀itさせる子史茂うK"博.埼問力v)〔｣川（でき⑪､汎城
で)(のできUXM(誌し(倉､いの問問逸綱離しだい。

’嚇鑛猟:瀦鞭mM伽鮒'噸……鮒
２，生徒の活ｉｉＩ

･奉獅o籍簡l〈対以

舞ﾋﾞﾘ》i峯ja票，;'〈 iiiiiiJii髪ljli1l,lii、郭曳:彦

･軒Ｍﾃｰﾏ伽でjjﾆﾉljMﾂﾞ|〈樋笈脚〈齢MUL;jﾖＭＭようK､。

３，生徒の興味、関心

蕊iii;iill蝋flijil翼ii蝋(i1iiillili;liilii≦
その他話し合われたこと

うiiliM;i11;jlil鰯i;ilii((|;i;餅;WhiiH;F斬鰍ilW葵|ﾂＩＫ鯛腰
州,Ｍ:詫臓い身カマルラLら系Ｄ９Ｗくりではと思う．

(2)

縦;洲鰍珊がｉｉＭで棚･鋼ぺ榊･洲Ⅷ
瀞ｉ溌謬i;rl5Mjild;”加ｿ)ＵＭＭ露卿

、

ｳlUHILの｡Hｒ

－９３－



英語科・家庭科クロスカリキュラム学習指導案

１１薄澗・Ｉ）lUIl厚子

１．Ⅱ11ヤ平成１１ｲ１２１ノ１２９１１(金）‘1校Ⅱili

２.学級１年６組場所lZliIF室

3.11t元名英iMi科１ｲ'二「アップルパイを作ろう」

家庭科家庭生活３．食41二iWiのための１１:11をしよう

４.単元の目標・Ｗｈａｔｋｉｎｄｏト？l1owlIDally～？Wllicll～？などの疑１１１１詞の使い方をJ111解し

れらをＸＭ]できるようにさせる。

、アップルパイの作りﾉJを参湾にしながら、ｌＩＭ１にⅢIわるいろいろな英iWi表現を学ばせ

｡。さらに発展学習として、｜:１分たちが家庭科の調理実習で作ったｉＩﾘ１１tを英語で説|ﾘ１

できるようにさせたい。また、ＡＥＴによる外国の朝食の作り方の$B介で、食文化の

違いに興り|§を持たせたい。

そ

5.1M元の指導illlmi

態べⅡ切り ７D７－ｈｎｎ

、

埒CＤ７ＥＦＸＤＩｒＨＭ

罫ｌ勢ｕＤ２のにDDC

DllM理法の言い力②

１
Ｊ

掴11ﾛﾌﾞ子潅０

木時の桁灘〔

（１）本時の目標

ＡＥＴの話やビデオから外lｴlの食文化を知り、

方法の言い方を表現できるようにさせ、家庭１

るiIqMiをさせる。わからない所は糊極的に英箙

６．

オから外lｴlの食文化を知り、自分たちの食文化を考えさせる。またiM1迎

現できるようにさせ、家庭科で作った自分たちの朝食を英語で発表でき

わからない所は糊極的に英禰で質問できるようにさせる。

－９４－

英髄科 家庭科

1.Ｗｈａｔｋｍｄｏｆ～？の疑'111文を定蒜させ

る。食べ物の言い方（11|制Ｈ１）
2.Ｈｏｗｍａｎｙ～？の疑問文を定着させる

いくつかの調理法の言い方①（1時'111）
ａWhich～？の疑問文を定着させる。

いくつかのＮＩＩ理法の言い力②（111対１１１）
4.鯛理方法や分､[の言い方を定着させる。

･アップルパイ作りの手順を知る。

(１時INI）
5.家庭科で調理実習したlill食を英語で表現

させる。（111#'111）
ＡＥＴとのTeamTbaclDmg
･外国の食文化をjuIる。

･調理方法の言い方を確認する。

･班に分かれ自分たちが作ったilﾘ|食の苑

表地Miをする。

6.班ごとに英砺で発表させる。（1時'111）

1ｲ'三－家庭生活

３．食生活のための仕:111:をしよう６１１#１１１１

（１）食U1Fの種類と内容

（２）食生活のための(上ＩI｢の特徴

（３）実習１家族のための

． 111寺FII

オリジナル１１１１１食を５時間

.戒が家のilﾘl食（0.5）
･グループ学習

①条件に沿ったilill食とは（１）

②実習に向けて（0.5）

③EmiiⅢ重曹~了-百、
④まとめ・反省（１）



(２ルトＩｌＷｊ鵬|)1１

N理7裾のIiWHIHI1ﾌﾞｧｼﾘﾆ⑰

ＤＷＩ畦０

－９５－

'－－１－－－－－－－．．－－－･･－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＿｡．－－．－．－－－－－－－-－－－－＿

鱒
入

ﾘﾘ|食につい

（

①AlncricanBreaI[RlsL

についてj:１１る。

②|:1分たちのjlﾘID〔につ

いて考える。

ＡＥＴ(ﾉ)T['１１|に災iWi

で答える。

[1分たちのilﾘ|食と
AIluoricnのW|食を比

べてみる。

、三1二n，に発言できるよ
うにさ･ｕる。

Anlericaのilﾘ|食で川

いらｵしるシリアルを)|）

意し実|膿に試食させて
みる 。

・りいＩｉをIｻﾞって

|Ⅲぎわからない

iﾜiI土、mIqin1に

鼻ねようとして

いるか。

･I1ilm的に英:lｉ
を１１１おうとして

いるか。

限
研

1調理法の

川語説Iﾘ１

211i語の

練習

３発表ilulW1

調理方法の英語表Blを
知る ｡

(焼く切る妙める

混ぜるゆでる

入れるつくる

塗るむく洗う

cLc）

ilm理方法が英iiiで表りし
できるようにする｡

ビデオを見て調叫方法

の表現を確認する。

家庭科･の授業で自分た

ちが作ったilﾘ1食を英語

で紹介するためのiluMi
をする。

ＡＥＴの発蔚をよく

１１１１き覚える。

ＡＥＴのあとについ

て発音ﾘｰる。

絵やジェスチャーを

見て英諮で表現す
る。

ＡＥＴとｊＴＥの話

を聞く。

(ビデオ視聴）

クループ別に分かれ

自分たちのilﾘ1食の作
り方を英語で発表で

きるように．班で準
術をする。

・役1FＩ分担

・手lU1

・レシピー完成

(発表するための工夫な

どを蹄し合う。）

理解しやすいように絵

やジェスチャーを便
フ。

A1nericanBreaMhSt

のビデオを用意しわか

り易くする。

Ａ｣Eｕ に自分たちのIill

食を英語で紹介すると

いうことを意識させ
る◎

わからない所はＪＴＢ

やＡＥＴに祇極的に質
問するようにIWzびかけ
る ｡

・大きなj9Tで苑
商しようとして

いるか。

・１１１種ﾛﾘに英31I

で表現できる

か゜

・興りkを狩って

ビデオを見る二

とができるか。

･班で協力して

mlfHに参加し

ているか。

.わからない所

は、１IHI亜的に

英UliでiiIlj]し

解決していこ

うとしている

か。

ま
と
め

臼冗7こらのIiﾘl災と夕H型q)iiﾘ1度を比ぺてみる。
鯛理方法の表現のlmli認

次回の発表がスムーズ

にできるように考えさ
せる。

ＩＩ（ Ⅲ



研究授業を終えて
￣●●－－－－－－～－寺一一一一一一■￣●－－－－－●－－－－－－－－－

刺Ｐ'１１層夛（実需科）
平成('１)年（１）月(２１）日(樹

1、授業者（教科）

２、日時

（千）枝時（１）年（６）組

アップ・ルハ・イをｲｉＥうう（m71LMesson9８，．単元．
1

４、閲迎する教科

と単元 企』家j固りFｔ 帳古の肋９fd冒皐をしわ
５、授業をふりかえって

（１）生徒［1喝主体IMIに課題にlⅨり組む姿勢はどうだったか

１，発言や話し合い

燃亨'<おいてIユノ露Wiiziｳｸ|ご汚葹{ご行うことか『５丘

2辮雛髄Ⅶ簡柳櫛州撤蠅`ｗＭ仁
７ﾙｰﾌ,x;橇9,0(調へ鰯ル川,瓠置縦ﾜ'《胴想い`う
縦川小仙か仕切り'〈な､Zいう庄徒MFPいい7－

３，生徒の興味、関心

・ソ)アルの僥拘逓櫛7可たこピコ下二反鱒(て縦〆/ｉｌＭTここと
’ェ別か/;b刀しに螺Ｉ，ｵﾋﾞ持廊aここβ゛で可に
綱蝿風ビア北見ｾﾞｲ迄ことO〃象釣栃'仁・

その他話し合われたこと

Ｖl偽､聿墨リド<さ,</でルハのz28荊孜い３，ﾉＭ７ｒさ榊
ｊｗ２二.（は淀,調べ蓉習の側霧1を今〈形ｿrこい）

(2)

llf1Z･き｢ここと(エノ室！〉E｣乞い印')組み･職潴勿
やWCT。

噺ｊｒＭｉその幟Ｍ６>祖亭ｚ
;粥,急で抑と>＄．

･辱愛科上の迩握で6,と唾'くし
し⑰ⅧﾌﾞｌＴＩＭじ（川謬ih()６U'と

－９６－



ツミ袰蚕懇§1-．富i雪弐隆未トク’二『ニミカリニ１－ユラニー笥全YどH1･旨零〔雪逹

Ⅱ1j1l(行升臓敬Tb．松尼久英子

平成ｌｌｉｌ:２)11011（火）６校[Iｌｉ１．ⅡUｌｉ

自楽室１２．ｌｌＪｊｊｉ

3．学級 ２３１２５$1１３６斜（ﾘｌ２Ｉ)ｆｉ、女ｌ６ｆｉ）

歌「YcSLcrdayUlIceMu｢ｅ」

リコーダー狐凝「YeSLeldlWOIlCeMure」

４．１１１尤名 共踏科

音楽科

５．１１ＩＪＣのI]槻英離科・英諮のiIkに親しむことにより、災ilM･渦WへのDq味、恵欲をMiたせる。

・災iMiのl秋をI状うことにJ：って肝の材徴（lI1ihiiで１つの帝、リンク･il･ることなど）に剣づかせる。

音楽科・ljimuのイメージをAllい浮かべながら我lrllMlかなin葵が、できるようにする。

・IUlの111や棚戊を感じ取って我』ける。

０．１１ＩＪＣのＨ１抑illiui

＜英謡科＞

☆1lbを職いて恵識づけをする。

☆歌iliilの恵味調べを、分辿し洲くる。

☆音楽科と－紺に、歌う抑留をする。

☆ＣＤに合わせて歌ってみる。

＜音楽科＞

☆アルトリコーダーでゆっくり隣ⅡＩを吹けるようにする。

☆歌iliilの恵味、発音を知ることにより、表liIHLかな

波爽ができるようにする。

☆lIllの111や、柵l戊を感じ取りながらiiii奏する。

(木時） (木崎）

英諮科・111語の発音を純1Wし、英語の歌をI｣ずさむりIができるようにする。

音楽科・歌詞の恵味を知ることにより、表１０，mかにiii饗できるようにする。

７．本１１$の目標

８．本時のIjlLUIl

エト、

－９７－

1Ｈ噂上の倒恵点

･姿勢、音色に江恵させる。

･l1101iいの砿認をする。

｡あらかじめ、紙にＢｒいて

iViiIIさせておく。

･lIOTI帯かしがらずに、大きい

JMで発音させる。

｡n１１分ごとにゆっくり歌える

ようになったら、すこし

テンポをあげて､iして歌う ０

･手拍子、ピアノ伴奏に合わせ

ながらリコーダー、歌の

iiil饗をさせる。

学習ｌＡｌ容 学習ｉＥ動

明
人

．Ⅲlの感じをつかむ（音） ・リコーダーで練習する。
皿
Ⅱ

･lji(IUlを聴き、どんな歌

なのか知る。（共）

･発音を純轡する。（菜）

・リズム、メロディを

つけて歌う。（音）

・グループごとにMkMiilの

恵味を発表する。

･jll鵬を後について発音する。

･文を後について発音する。

･後についてゆっくり純１Ｗし、

1稀のＭ１(Hiilを歌う。

ま
と
Ｍ

・リコーダーに合わせて

歌う ⑤ (商）

･半分がリコーダー、残りの

２１２分が歌う。

liIZlui

･窓欣的にlOUMlもうとしているか。

･IliuiいがEIUN1できているか。

･歌詞の意味が皿解できたか。

・lllIHiの発音がnuI雁できたか。

･大きなJHで発音しようとして

いるか。

・リズム、メロディをつけて

英語で歌うことができたか。

･お互いにIIliき合いながら

淡奏できたか。



研究授業を終えて

竺zL2L筵i二iHiiiz1iIjL三－1薦釧1、授業者（教科）

平成（１１）年（２）ﾉ］（１６）日（Ｆ１）０

（６）技時（２）年（５）組

２、日時

３、単元へ ?ｙｌｅｌｄＡｙＯｍｅＭｏｒＥ

Ｐ号音 久ｙｃ4、関逃する教科

と単元
●S杉rｄｃＷＤ

５、授業をふりかえって

（１）生徒自ら主体的に課1ｍに取り組む饗勢はどうだったか

１，発言.や話し合い

クルプで駒に鍋(ておＷそ歌詞副餌隆嚇し胆

２，生徒の活動

ワルヂゴヒ'く調へ獅鰄をﾉﾘ脈すうごゆぐで｡/二・
鰯ｌｃ鰍胴ｴﾌﾙﾌﾟの代癒ハブ息賦噸ifil〈〃C鰄的,’
顔`);iGlﾖZ>、こゆでｉｒｍ

ＵｺｰﾜL鍼〈…ﾘｺｰﾌL畝〈\,霜ﾑzﾒ'万Ｉ)r-が1i蝿で灯？

焦誇で歌う－．樅)埒↑lflが〃しめ汕良ﾉｗ二ヵＭ,邨鯛ゥ
3,生徒の興味､'H1心力昨'弧'プロi1irﾀｼよくjili3ズル

雛上違いz'(放徴腕いるｻﾞで伽それ｡１軒1ｲ迩脚､L衣
１鎌zハブ色島とz6騨俳で荷,ひＦＷ鋤こ”でﾏ/Ｃ，

(2)その他話し合われたこと

噸・聯卵U〈最後のﾘｺｰﾀﾞｰと聯/会灯(‘zう雛､T5二ｌＷｵｉＷ盲．
・’１』iii7F>ﾓﾑ｡,,〃ｳﾏぁ川輪､Ｍ,齢ﾊできな'〕た

噸灘講臓:繍鰯:鰄鯏鰯蕊
｡〉l瀞繍〉Fhb鷺`１湾一切偽〃Ｗすぐてよっ;仮．と

『
７
６
－

岼卿

鴻ilWlU'令溢い(１６]/b･・ 1入

－９８－



体験活動研究部の実践



１年

『名人に学ぶご会」

鐸・三川：線

ＩⅢ｛

l鮒人一iiiハッチワーク

蝋絵



平成１０年度『名人に学ぶ会』実施要項

１，目的 地域にお化い(ﾉ〕力で、いろいろな技術をお待ちの方（名人）

に、｜HlfIirの生活や文化にまつわる物をつくることを通して、

お話を聞いたり、その技iilirを学ぶことで生徒自身の生き方を

考える－１｣)｣と-ﾘｰる。また、地域(ﾉ)方とのふれあいの中で閲か

れた学校をｙ)ざす。

２，日Ⅱ寺 平成１０４１三１２月ｌ９１Ｚ１（土）９：００～１２：００

３，対象生徒 第１竿年生徒

４，場所 伊勢原中学校（２棟411Mf教室・特別教室）

５，方法 生徒は希望のコースを選択リーる

６，賀用 材料･iHiは生徒個人負担とする

－９９－



１．１１:fド

帝,人にパj空一層:表まで(ﾌ＞ｊｚ其上操）

FFhjl
llノ］ ｌＺｊ」

|蟇liiji画砿二工I亙了ｊＵＬｌ：テスト

水
一

命

lUl米テスト

I：’''2徒の希(l11ilIlWl・’1&終決正

・・一一一一
一
一
一

一一一

。．「「「「「一．「「Ｐ「「「「，一「．「「「「「「「一「「，．「「，

－－－|等 金
一
土
一
日

IIYiIiIi正７重菰而にMillIliとの折iii（１１（Ｍ

６
’
７
’
８
’
９

ｍ
一
四
一
咽

一一つ一一一一一 一一一一Ⅱ
｜
火
一
水

一
一

－Ｌ－－－－ｌ等コースと洲BI1iのiルヒ

保讃者iIii談

保護者Ⅲi談

保渡濁iIii談

展水
一
命
一
ｔ
｜
日
一
Ⅱ

旧
一
四

i竺竺ji二二Iii二lMii芒|言 (生徒）

火

美|繭一一

麺
一
鋤

￣ぜ－■-－－－－－－－－

川
－－－－－ＣＧ■￣四■－゜－－も－－－－－－－－－
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名人に学ぶ会

１組

被服室

|今井■
柔道室

３組

被服室

］
。
】

５組

６組

７組

７組隣

築会室

金エ室

美術室

調理室

NＣ コース名 識師氏名 教室 盤iｉ 費用 人数 持ち物

１ 墨絵 滝沢譲隆名人 １組 今井 2００ 1０ 中筆・小筆・筆ふき・〆小皿２枚・文鎮・下敬・絵の具セット

２ コサージュ 田島礼子名人 被服室 藤原 7００ 2０ 布ハ・サミ・こ゜ンセット(蝿いって''５脈ＯＫ）,絵の具の筆（大と中）・ハ･し

ツト・お手ふき（ぬれﾀｵﾙ)｡力．-ｾﾞのハンカチ

３ 和紙手芸 千葉貞名人 被服室 藤原 4００ 1０ ﾎｴ:ホ・ント゛・はさみ・おしぼり.ものさし

４ 卵細工 稲葉幸子名人 ２組 今井 3００ ２１

はさみ'約ﾋｶﾞっているも(､|・和紙の折り紙（ｌ５ｃｍｘｌ５ｃｍ趾でｶﾞら(､，l)て

いるもID)･筆（太と細）ものさし（１５ｃｍくらい）・卵のパック（出来

上がりを持ち帰るため）・工作ばさみ

５ 百 人一首 今村美智子名人 柔道室 田中 0 2０ なし偶数の人数を希望

６ 琴・三味線 半沢文子名人 ３組 柳川 0 1２ なし人数１０～１２人５台用意してもらえる ｡

７ パッチワーク 西山純子名人他２名 被服室 我妻 4００ ９ 裁縫道具・ものさし・えんぴつ

８ ペーパークラフト 松露省三名人 ４組 柳川 3００ 1５ 両面テープ・のり・はさみ・エプロン・使い捨て手袋・新聞紙

｡（猫：ポンド：和紙折り紙）

９ 竹工芸遊具 佐藤安次郎名人 ５組 山川 ０ ２１ サンドヘ。-パー・ナイフ・軍手・絵の具

1０ 竹工芸竹とんぼ 市川敬三郎名人 ６組 山川 2００ ２１ ﾅｲﾌ買ってきてくれる ｡

1１ 竹工芸竹笛 柏木三夫名人 ７組 伊藤 0 2０ ﾅｲﾌ（ｶｯﾀｰﾅｲﾌ不可）

1２ 竹工芸竹寵 上原 名人 ７組隣 伊藤 5００ 1５ 花ばさみ

1３ トールペイント 渡部亨子名人 理科室 高橋 1５００ 3０ 水入れ・ポロ布・エプロン・新聞紙

1４ あぶ凧 三川由利五郎名人 集会室 佐藤 1３００ 1０ ダンポール板（Ｂ４位）糊用のはけ

1５ 門松 海鉾英夫名人 金工室 佐藤 5００ 1０ なし

1６ 手品 執印康弘名人他２名 鱸 大谷 ０ 2５ ビデオ視聴トランプ持参わりぱし（赤白びも）
1７

1８

水弓｜

料理

￣￣

フ ピンク

菊池美佐子名人

藤原隆子名人

美術室

調理室

田中

高橘

6５０

5００

2０

2５

＞ さぎを作ります ｡

カッターナイフエフ゜ロン



【小倉百人-着]ゴー川辮窪子川…
n.

'０：2
１１．１
－ljl2（）組氏名（ ）

ｄＯＯの己

駐|手７ﾗﾌﾞ刀Ｖ１ｔＩ弓

にｶﾞｿﾞﾆbバノ]億臥一貢直しｿたいと．このコース工
別た',/して

召汁壱 1悪や服の７Ｗ娘付ｚｚ"ｊﾌﾌﾗの力'しﾉヲ のぶつに
一

一・

Cｌ

斗本うＭソハにつど'ご伽い］し7で，
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［閂ポロ ］コース（三l匠鋳 ）先生へ

ljl2（）$Ⅱ氏名（ ）

初､b｢て門松を作ﾙﾉ難咬にＺＡ<Ｉ)しましだ。
Ⅱ弔湖z/Ｉを姉らtJ〔〈て,うまくて､肩ﾗﾌ弱E丁[ﾌ豆了１７５ﾃﾗ5V’星 ５

ｲ可回もヤブ了Ｌ１５うちに,成肌まし淀｡その時のう抗しきは､

￣－〃に■

EＫ９ｃ

2-,、

ｦ空

－－－

けど論なり'二は,まＭＥ_てⅡきました。
iｒＩ－ｃ

木｡

JｊＩ2ＦノＪＪＪ、。

J氏<１９百窟 弱一一’Ｃ『

Bつ⑪

-103-



一一
庁一

■■■■

タウンニュース礼訪lill］



９９，６，７

蜜f夢二等冬ご行'二ＩＪＩ磯｣参】jjYL2孝二」叡墓Zr､回蔓至糸l斑Ｉ

1，１１ １．|〕(1)ﾉlii'１ｉ‐人ひとりが、リl1Illtやllu心のあるjlMi場を見学したり、イl:１｢を
｜ｲ蛾することを皿して、ノ|ﾐき刀や将来への１１棟を考える`，

②lillいている人たちに接し、話を１１１１く''１で仕会で働く人人の姿を知
る。

③Illし込みから礼状の発送まで経験することで社会化iiliの雌１Nを`yこ
び取る。

２，刀 針①UUlll:IHI心をIIJ:人lI(/'三かしたクルーゾ細成をする。

（⑳11'し込みから、１１ｲ1,1の$１１み此礼状の危送に二1ﾐﾈ

を行なう。

③１９卜ｉｉｉＭＩをノルiKに、安全inでの指導を徹底する。

一ゾNIi収をする。（２～４人）

礼状の危送に二1ﾐろまで指靴・援助

３，１１ Ⅱｻﾞ 1城１１イｌＨ６ｊｊｌＯＩ」（水）７：３０～１６：３Ｕ

４，見学場所 学校川辺を'''心とした1'１１余ﾉl1U納（II1J111I1j6iil）

５，服菱 夏のliⅡ服（作業11Mが必要なDiは川意する）

６，持ち物 筆iii｣)|]』し・ファイル・父jlml・極食（代）・'１嬬１．゜（カメラ）

７，女全対策 ◆職員を刀illi別に1ＷＩする。

◆lU発11*、学佼またはUl勢Ilji駅で班ごとに人員確認をする。

◆州茄時、`雑技で班ごとに人口１１１k認をする。

８，指導jjT項 ◇交汕ﾘﾄﾞ故を念め安全指導の微HXHを図る゜

◇あいさつ・礼儀など、マナーを心掛けさせる。

◇時１１１に遅れないよう余裕をもって行動させる。
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「1値階｣曇｣完L弓全」尋下iii１－斗FT麦寸旨量導［

◆ｌｲ|：生次の指導

（１）１／３０

（２）２／６

（３）２／１６

（４）３)ｌ

（５）３／６

（６）３／１６

(,ljAｲﾄﾞ集会）

(ili1iii`γ:iIY）

(1「Iiii'?:判）

(kＭ「掲刎：）

(ilriiii学iW）

(ﾘﾄﾞliii学１W）

jlf上勝)IL,γgの11的・流れ、体験I淡を２ｲ|ﾐﾉ|【からljll〈

｢１分をｸ:||る、将>I‘の夢、職業インクビーレポート

いろいろなjlli&梁、私の将来の希IV4

98ｲ１２度|]Wu坊),L`γ:のまとめ（模jui紙）」をIliljrにＩＬＭ：

将来の希釧とiillilli

「jliiiu;jmL`殻に|ｲﾘけて」（lL1分の希望先を調べる）

iI1I奈川UiLの地lX1とクウンページ寺を使って

◆２f１１１k次の指導

（１）

(２）

４／２１（水）④１１８１人の希望によるjiL学先の決定（木決定者を'''心に）

４／２３（金）③クラスIﾉﾘでの凡学班の決定（ｌ班＝２～４妬が雄水）
』1[の),L,γ:候I11ilLの決定

（'１:|iii・'1:後それぞれｌ職種につき３力)ﾘiあげる）

５／1（上）①全体指導

学ｲﾄﾞ全体でjlMMnごとに集合し、どこの班がどの見学先
にアポイントのfILii片をかけるか確認する(’

５／６（水）⑤fgii＃のかけかた1什導

5/7~5/1３（家庭iMjlMI｣０１間）職柧別に１Ｍ゜させて、電話をかける。

臨１１続醗lIi4台、13:00-16:00の|川にjlMi貝室横ロビーで

受け入れが決定した｣IIE｣h』;の情fMを廊下に掲示

５／１７（ﾉ]）⑤１職場見学先IIiii定表を;!；〈。

「見学先でI111きたいこと､』IL大いこと､体験したいこと」
を謀く゜

５／２１（金）⑤見学先への依頼状、封筒あて名書き。

５／２４～６／４「jm6場兄学の心11)」の検討（各クラスで）

５／３１（ﾉ｣）⑤」IMU場見学のコース交jm機IjQの接続、昼食燭ﾉﾘiの検討
６／７（叩⑤上1的・服装・持ち物・安全iHi等の確認
６／９（水）⑤２学年保護打会で概要説Iﾘ｝

６/10-6/１１パンフレットの作成（学年委員会）

６／１１（金）⑤複数班で訪れるところを集めて、集合場所の確認
６／1４（月）⑤各クラスで指導・確認

６／１５（火）⑥直iiij全体指導、パンフレットを使って

６／１６（水）「職場見学」実施７：１０～１６：３０

６／１７（水）⑤感想文・アンケート香き゜

６／１９（|:）③「お礼状」ｉｌ「き

6/24～7/8刺自習・放課後「jN雌》見学のまとめ（模造紙）」作業
７／５（ﾉ]）⑤職場見学「体験談」クラス発表会

７／７（水）⑤〃学年染会にて発表会
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職場見学をふりかえって（生徒アンケートより）
6．その他何か感じたこと、印象に残ったことがあったら書いてください。

・職鰯の人たちは、私たちのために一生懸命やってくれて、本当にうれしかった。

・どの職鰯も私たちを歓迎してくれて、とてもやさしく指導してくれた。

・私たちのために、忙しい中いろいろ準備してくれてうれ【かつた。

・働いている人は、やはり真剣で二つらまで緊張してしま気.世。

．行った所の店の人はとてもやさしい人で、将来こんな人になりたいなあと思った。

・担当の人が忙しい時間を割いてまで私たちのためにやさしくしてくれた。質問も最後

まで真剣に聞いてくれた。

・ラーメンを作らせてもらえてとても良い経験ができた。

・吸初は、トリマーになりたかったけれど愛児園に,､ったら子供がかわいくて保母さん

になりたいと思ってしまった。でもドッグショップでもいい経験ができたと思う。

・社会では、いろいろ大変なことがいっぱいあるん;ピなあと思った。

・ラジオの番組が、もっと気軽な番組かと思っていたら、ニュースのような感じだった

ので金計に緊張した。

・ミスタードーナツでドーナツを２種類作らしてもらえて作ったけれど、すごく難し

かった。

・社会の二とが良くわかり人とのふれあい方などを学んだ。

・社会に出るとつらい二ともあるけれど、職場見学を通して働いている人がとても生き

生きみえてよかった。

・裁判しているところを初めて見たのでうれしかった。

・いろいろな職場を体験できてとてもよかった。

．とてもいい経験をした。裏まで見えてよかった。

・喫茶店では、店長と客の関わりで明るさを感じた,

・犬の訓練所で「犬は人と一緒である」ときいてとでも勉強になった。

・将来の参考になったのは幼稚園。小さい子と遊んピリしてほんと楽しかった。

・肪ＩＭＩ先では、質問などに答えてもらいとてもいい遅験をした。

・社会に出てみるといろいろあって、将来の夢をかj憩える為にとても参考になった。

・どの職場についても，,一生懸命やる浦ということには蕊わりないと思う。二つの場所を

見学したけれど．どちらも真剣に一生懸命やっていて素敵だ鞍と思った。

．すごくためになり、将来のことをよく考えるきっかけができてとてもよかった。

・私が行った所の人たちは二ヶ所とも「自分が好きだからやっている｡」と言っていて

その仕卒の役劉を考え、よりよい仕駆ができるように一生懸命心を込めているようだ

った。私も自分がそうできるような仕事に就けたらいいなと思った。

・二ヶ所とも思っていた以上に良くしてもらったのでとても楽しく見学ができた。こう

いう経験を生かして将来の参考にしたいと思った。

・機会があればまた行きたい。

1．自分にとって職場見学はどうでしたか。

２

￣￣~￣可
□全然よくなかった！|■とてもよかった□よかった■あまりよくなかった

２．妨間先選び、連絡、行程喪書きなどの活動に対し、自分たちで毒え相麟し動くことが
できましたか

■よくできた□できた■あまりできなかった□できなかった
｣

3．当日は斑で協力しながら行程変にそって考え、行動することができましたか。
￣

53

■よくできた□できた■あまりできなかった□できなかった

4．職鍋見学の心得を意醸して行動できましたか。（個人として）

■よくできた□できた■あまりできなかった□できなかった

5．この職場見学は自分の将来の夢について考える機会となりましたか。

+■大庇よい扱会となった□よい抵会と毬った■あまり屯 らなかった□ならなかった
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１９９９（平戒１１）ｆＦ鹿イキ蟹電亀防茂孑＝ヨミ方錘巽碧ｴｺE【１９９９．５．２４
鰯3笥奔・徳掌圃､ﾃ鷺窃饗且会

１．日時１９９９年６月１３曰（日）～１５日（火）（２泊３日）

２．行曾先】耐HU･奈良方面

３．目的
（１）自主的．：H:i的牡行Hカカ藍養う．
（２）京鰯･奈良の竪史』P伝統文化Iﾆﾑ、、周填を深めるとともに．感性を錠う．
（３）社会p､人々との鐵凹あい篭通して．社会性や公tg心を身につけさせる．
（４）中勇姓活の騒叫､出琴つくり、よりよしWmUUliiを養う．

４．鑑本方､ｆ
（１）目的息麓をもたせる．
（２）自主的．自発的を活H力を育てる．
（３）体触的な学習栓取り入れる．

５．生蟹目的
（１）京部･奈良を跡ｵ蛭史や国宝文ｺﾞﾋを学占Ｌ
（２）徳宇儲行を通して.友迩だけでなく､そこのj回n%の人々と』、あうことで自分を大きくしていく．
（３）今窪でp凶晶験を生カル．自主的に行■航『ろ．

６．スローガン「学ぶ.遊ぶ．§亮it[ＡＩ

７．醤､注縫２８１名（男子１５７名．女子１２４名）

８．引躍音１４名
大木校長､神E3､譲田、EFkI・宮村．近HH・田路、池下.今井､麻生．荻B;Ｌ岡太、檎本室井

９．面目先駆１日目京風「ホテル六.暉覆」
〒６３０－８３０l奈良市研､頭『l１２５

Ｔｅｌ（０７４３）２６－２２６３

節２日目扇ＲＥ「ニュー松園囲』
〒６０４－京翻布中風区六角通り百'j§Z西入ル

Ｔｅｌｍ７５）２１１－２５１１

１０．主な日鰹

☆6／ｌ５Ｃｋ）

8:2０１２:2０１３$３０こだま４７２号１７:20
2緬１－－ｺｰｭ馴壁学習一一一禰水寺一一京固取一一一一二小G8DRwl-

（厩Z躍襲）12850、Z内昼食）１６:艶

－伊勢U凰駅（解倣）
１７:51t11

11．経費５５，０００円（樹立金より）

１２．Kﾛ蓑１日目HNEロ（H[用）

２日目】､別自主行２ｶ.夜０，体騨字習共に各iﾃｮｶにふさわし''蝦装(制:Ｒ・HZ騒可）
３日目HHmBI（B調）
旅Ｉ国内１軒n頭（ハーフパンツ．麺パン．Ｔシャツ）
Ｅ鰯時個人対KE；

１３．持剴旬検肘Up9i荷愉はできるだけ一つにまとめる．

生徒手鍋.箪記用ＦＬＩＨ縄胆、雷管え､南興、６５千．
班別自謹ﾃ助計画蟹．脳６１１集D物ガイド・域、（斑で各】圏）．こづか',､、
テレホンカード、ビニール袋．サプパック、日用品(洗面用具、タオル．
ハンカチ、ティッシュ、身支歴に必嬰なしの、常i愚届）
（持っていってもよし輪）

時3kカメラ、ドライヤー（各圃週に1台のみ）．テレホンヵード．電晩、
カードゲーム（みん葱で楽しめるもの…トランプ、ＵＮＯなどルロリ食、水筒、
墹仔

（持っていってはいけなし鰯）

ゲーム磯（ゲームポーイなピル本・マンガ・99琵瓢．ｌ爵瀞電話．ＰＩｌＳ、
ポケベル．装身具（アクセサリー．サングラスなどルウオークマン．ラジカセ

１４．おこヴカ功、班別自主iﾃ動の9選Ｉ（緊急時用子嗣酊も含む）＋おみやげ代などとして１万円（そｵu2LLに
睦ら坦合は．各家庭で承諾を御ろ）

１
１
旨
】
］
０
１

１５．その他

☆6/１３１日)：鞠
７２ｍ頃８:ｚ７

伊勢9期１－'1､田原駅
７:0２

コジマHhnm増
６：３０

こだま４４５号

（予定）
（予定）

12:３０

新大HH】Ｒ－奈良方面（i去隆寺一興福寺一崇良公園）．．、
12:0７割力澱大仏

（阿降紐像）

☆体H:学習８コース（個人で選択して８コースに分かれる）
・荊水焼曾（劉寸け）・ｶﾞﾘﾌk焼き（手ひねり）・友キ印灘Mｂ（クラフト染め）・京El子
・京象巌・西ﾛ卿罰り・京七宝・生ﾉVつ橘手作り

☆夜の体験２コース（クラスで選択、４クラスずつに分かれる）
・伏見蝿uHR
・舞楽と康舞

fRlH別自ヨラ助コース（クラス内で個人正則Rし．見学地により班をつくる．）叢良の旅館から】詞!i幼旅回惠で

(胆P，昼食）

．・・・・臓､！「ホテル式｡と字」（奈良）
１８:、

☆６／1４（月）
７:釦

臓画一奈良･京圃冒肺甸別圃自主行目カー－旅飽『ニュー鱗到圃」（京151）－
１６:釦

一夜の体験コース一族ｍｉ
ｕ廻哩l鹸コース21:４０
舞楽と凉舞コース２０:4０



敵ロ会＝

UIl内諾

;iIll癖雪liiiDm壕iF蕊剰1繍曹雨

.、訂の閂に刃【

－１１２－

liR学旅行のだんどI）

変i厘了実行萎鳳会可１３雲i震酪丁係而勵言兒

ｒ￣￣■い-－－－~=-－－－－－－－－

－－口■－－－－－－￣￣＋－－－Ｃ￣■Ｉと￣ご▲■－－￣－■■■￣の－－－－■-－－－－

－－■－－-=-－－－守・－－－=⑥－－－▲－－－－■￣￣－－－

P⑰￣＋-----￣●■￣｡古■■▲U￣■し一一一－－■－■￣▲可■＝￣－－－▲．――－－－－－－￣

￣＝￣－－－－－■－－ＣＰ－－－￣寺＝－■■￣￣￣二－－－－－－＝■

￣■=｡－－二￣￣－－－－１－￣■￣￣■IF鄙一年■P－－－－－－－－●－－－￣－－－－

与一上■■－－￣■■屯一=■■■￣｡￣｡－－－￣－－－－－－■

－－－~=◆守一b■■▲ニーユー■P－－－－－

■■■－－－￣￣=￣￣=￣古一一一一一一■－℃■■－－●●6－

－－－￣－－－｣敏一寺■－－~￣■■■￣￣＋￣￣－－－－－ｃ￣-￣￣-■￣ユー一一一一一句一一一一■■■■■

￣－－－－=￣－－￣－－▲￣＝￣Ｃ－ｃ－－-‐－－￣－－－■｡￣一一＋T－－－－－－－

￣￣￣Ｃ－－－－－￣￣－－－－－－－－日_

牛中一一一一■■■－－｡‐-‐－￣■￣－－－←－－－－－￣■－－'○－－●いいら－－

■U－－Ｓニーニーー￣■■￣●｡●￣■■I－－￣－－◆－－－－－－－－－－－－■-－－１●の￣▲Ｃ￣ヰー－－－－－寺■■■■I--

En虹11$Ｊ１(のビラ`オを流し、プリントをまとめる。
￣●￣■￣￣￣￣－－－￣凸一一一＝－－－＝－－－－－■－－－

－－－－￣s￣=◆￣▼b■■｡■－－●■－－■￣●－－￣←－－－－－●巴■－－－守一

~厩休万~(実i了)1iJ洞liについぞ－－－
￣二▲￣￣-－可一一一一■-－－－－￣ニーー｣｡■

￣｡｡｡ＰＣ￣の一⑤=￣￣－－口巴一一一一Ｖ-－

Eij醗蓼TiiDﾐ１－－ｸﾗﾌﾞ〔目で詔Uig万iji蓉Eろ爪ぞ

鼈i等譽I瀞迦1鰐|鵠lllil1i寵i二両ぞ
【放)＿（拡大）クラスの息見を持ち寄る

Ⅷ蝿|霊M溌雰liiiiljJ廷霧率薊

~71露ﾜﾜF1棄雇零証〕i亜ｉＵ=てTHDii自至i詞、ｒ
を決め､係り分担も決める－－－

Ｆ ヨ 暇

事行

4／1

２

３
－
４
－
５
－
６

一
一
一

７
一

９

1０

11

1２

1３

1４

１５

1６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

木
一
金

土

日
一
月
一
火
一
水

木

金

土

ロ

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

ilI究全休会

中央委員会

TiN露u葱､~￣

学校休業日

職凰会調
臨時学年会

２７ 火

２８

２９

水

木

ｐへ句､Ｐシ曙〃■

ＰＴＡ総会
みどりの日

３０ 金
教育、陽8總会

＿教BilM11の動き

￣Ⅱ－－－已－－－●￣

(字）実施要項、検討
事項について

確認・検討駆項にそっ
て指導



変Ａ１会
ヨトコ 諭Ii識鵬濡i辰

嘘盟

hbHIl等

ｌ⑭Ｉ

７】卜

ロ

F１

』ｌＧＤｌ昼食持肖

UNlIUの何

月FIInB｣ロの1ｈ

識ilihﾎil繍鵠藝型厘圏

閂ＩＩＪ

弓ｉＭ媚 】L6IIu

ＨＬＩＩｐ

|玉
旧

-113-

修笥肖旅行のだんどI）

;霧夢祷i量ｊｉＩ１Ｉｉ繍霧譲綴?鶏
－－－－￣－－－￣￣L－－－－－－－－－－

親\5mili勿語UZj蓼芳i三~習百見享ヨーヌを雪ラミー

讓鑑艤鑑蒻菩篭鍵豐糠了一
意見が出せるよ述こ、メモにまとめてくる。
親や兄liliDJ話厄百蓼薯E〒客百見革ﾖｰﾌ〔霜霊＝
意見が出せるように．メモにまとめてくる。
昼食|霧~(ｈＤ５Ｔ三二Ｊか0時持ち物〒服装iＥ言うi,くそ￣
（学i舌）こづかい、持ち物、服装について話し合い
昼食持参F(拡犬)T;B扇iii１両5について
午後（クラス） lHjiIﾘ自主行動計画表の作成

昼査蒋蓼~(１１，ﾐ)一三ラカ輌了~拝giji了服装ＩころUﾐﾓｰ
午後（クラス）班別自主i:jmll31図表の１１１戊
夏1頭蓼(１１，ﾐTiii屋iiiliX-ﾌ５５にろいて
午後（クラス）Illj1I自主ili動31画表の|伺戊
昼食持参（拡大）部屋Yiリリ、入浴について

(クラス）llDlﾘ自主i：j動31画表の作成
昼J§iFi蓼~nm茨】i面i園W1ij~:~ﾌ〔WＮについて
午後('ブス）Hnjﾘ自主iﾗ鋤計画表のＩｊｉｉ案検討
昼食持参（拡大）係り分担について
午後（クラス）HDBﾘ自j三i了iUl3l画表の原案作成
~(雫ZiTHIjiil画韮i菰I鼠|i画語調Z￣￣

(クラス）班別自主行動表の清薔

昼食持参（uk大）道徳の話
（道）こづかい・持ち物・I’

し合いの進め方
i叢;~im屋iiiij両i露下＿

(放）ＢＨ屋削り・人浴順・I1IT表紙締めWjD・iA定
昼査蒋蓼~mj5ETiii訂miTi丙Wi爾蚕頑一一一

畿鯵1Iiif)庇;駕ilihﾎil:|識鑛鑿､1厘H､上
（放）（UA大）こづかい・持ち物・服装について
~昼査i司謬~UiDﾐｱ薪蘇源ママ刀璽席に弓爪寺一
（放）Ill長、学習、

~(享居T,ii蘇顧~百六
（放）（hlJJ新幹

篝鑑鑑
長会識（拡大）

バス座席・I11T廠楓分担

昼j罫i霧(１１K〕Ajll}7原iiiiE云うU了冒T=－－

宣夏１５蓼(iiD（ＴＩＩ可WHm確認

夏賓蒋蓼~(ｉｆ天Tm字原Wiiミララリ､て

螢鯵鶴テ冊子lj;WNHf1出日蝿Ｉ、アンケート検討
）アンケート(伺戊

（放）Ill子EII剛

~(i圓丁享犀係U別芸諏…(1Ｋ頁~箪曹
(放）１Mこ『のとじの醸IiIi

ﾃﾋﾞﾋﾞｧ訂－－

月日 丁 甑

5／１

２

３

４

土
一
日
一
旦
火

全校朝会
色別hll避会

懸法:R急:F］

国民の休日

５

６

７

水
一
木

金

子どもの日

字iif会

家歴訪'111①

８

９

1０

１１

上

日

月

火

家庭訪1111②

家庭訪liM③

１２ 水
罫ご陸副nuK3）

１３ 木
家庭訪MM⑤

1４

１５

金

上

定lU1大会

定101大会

１６ □

1７ 月

指導部会

１８ 火
教育実習打ち合
わせ

１９ 水
生徒委員会

２０ 木

研究部会

２１

２２

金

土
季FNi蕊Eｒ－

２３

２４

２５

２６

日

月

火

水

Ｔｌ：i央萎圓豊＝

中Ⅱ11テスト

中間テス
礎圖l会趨

卜

２７

２８

木

金

歯科検診
３年ｌ： ３０

校内研究全体会

２９ 土
部i古勤､B談会

３０ 日

３１ 月
教育実習１１N始

教mjMIのｉ M1き
事IliIl

確腿
目UHがあれば伝連

1猫ｊｉ学習而幅;i同i}望而
取りまとめ

家庭肋11M中、園mLlで、
行､!)表作り11tアドバイス

家庭lMjlM1中、風11｣Llで、
行動麦作1.tアドバイス
家庭訪問中、園ﾘj旦で、

行､l表ｲｨﾄﾞ城アドバイス
家庭訪問中、園ﾘLlで、
行動表作成アドバイス
担任力SliDM行HID表を点
検する

鱒鶯習
作品申し込み

】且1土かjlnjII目平1丁囚ﾉﾘ表

を回収する

係りへ1了動
ＣＰへ入力

表提出、

それぞれの係り先生

係りの生徒を指導

は

それぞれの係り先生
係りの生徒をｲﾋﾞ鱒

は

~宅71零J[而厨可殖Ｈｒ
係りの生徒を指導
､－ｶﾞﾖ印-＝ノロ勺ヨヨＶ」ⅢＰ４近▲



鵜藷鶉鬘二延』塁u窒凰量
ＩＭｌｊの■

－lＵＬｍｕｐ０

･PuUIIllIHi1Z【比fTIi

■P‐勾 櫨一KＩＴＩ趣

血大）ＭＨ学旅17の辰！

｜
具
火
－

１
１
１
‐

筐

－１１４－

惨ei禽旅ｉ〒のだんどI〕

月 ヨ 暇 ，事 牛f形・事 ﾃ委員会.nk大実行委員会．係りの動き 教BiliIIllの 幼き￣＝,－１

6／１

閂

火

1コ ﾛ雷声内科検診
３年１：３０

□－－－－Ⅱ

辰三肩Ｔ￣
、~「リノニレフIｺﾞﾘ６

1--￣’

２ 水
3年保護者会 子lii日

３ 木
ロシ、＝〃

諺1:3０
千IiN曰

４

５

金

土

生徒委員会

~蚕F5iii芸~￣

(放）（拡大）係りＦｊＩ打ち合わせの伝達駆項の確認

』醤THI
認）

で面､客苔ffiI~(係りがぢあ伝運爾冗iE薩

６

７

８

日

月

火

ＴＩＩ央委風薔 ~(通)=ｸﾗｽで１１拝ゐ説jif蔀ﾌ(ｒ~－－~－－－

二YBMi日

９

1０

水

木

２璃霜圏者会
､R談会 子iii日

~UiIT1ilKXJ~IiTiii1月導両､K認 (1錨Ｉ分担など）

(学年会）
ら合わせ

業者との汀

１１

１２

１３

1４

１５

金

土

日

月

火

修学旅行

修学旅行

修学旅け

5校時頚iiij指導（体育li【l）

－●－－口－－●－－－－￣￣｡－－－●￣□－－●－－－－－－

１６ 水
3年ｲ16体

１７ 木
１１ﾖ砺字i古纏学旅行Ｉ懇Rn、まとめ、アンケート

1８ 金
研究倒I会 (実i丁）０屡字打耐丁のアンケートのまとめ

１９ 土
(l正大）6選字、二iの反省

２０ 日

Ｅ
ｕ

伊
』 ｡まつり

２１ 月
代休

２２ 火

２３

２４

水

木
Llljul区

11霞会
－－－￣－－－■￣￣￣■■---￣T￣－－－－－－－－－￣－－－￣￣の￣

２５ 金
m3i圖会麺

２６ 土
学校休業日

２７ 日

２８ 月
研究全体会

２９ 火
期末テスト

３０ 水
期末テスト



ｲI篝笥念力↑てﾋﾟｲﾖﾆ仁'三層実等全窪?司宿｢自昌劃劃三菱１９９９．３．１５

これまで修学旅行準iii委員の報告や修学旅行新聞などで知っているとは思いますが、修学旅行３日目の午前中
に体験学習を§掴しています。体験学習の目的は、修学旅行の中で京都でなければ体験できないようなこと
京都の技）に挑戦してくることであります。そして、体験学習は個人選Ｉ)<を考えています。その準蝋として、個
人でどの内容を選ぶかの事前調査をします。どのコースも人数を４０名と考えています。体験学習内容一覧表と
名と嵩3tに掲示してあるパンフレットや修学旅行新聞を見て、９コースの中から第１希望から第３希望までを選び、
下の希望用紙に記入して下さい。１８日（木）までに名繍にまとめてから係りの先生に提出して下さい。
ただし、人数や施設の関係ですべて第１希曾麺Dになるとは限りません、希望を参考に調節します。

仁に15灸言ニテ菫?－－【震章憂
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化本二m嫁崖;全予璽?コーニ＜ガテ§筐窒j手]糸氏

）二奪三（）糸且（）書司冨官iＪ（

－１１５－

内容

素焼きの湯呑みやマグカヅプにお好みの
絵柄を瞥き込み、焼き_上げます。

●－－キー－Ｆ－－－－－￣￣￣－－－■■I句ｄ－－－－Ｃ－－

rl=燭…)’

mMil瓢１帖上を自由に練って、茶碗、湯呑
み、マグカップなどを作ります０

舞妓、嵐山、大原、二条城などの図案に
お好みの色で染め上げる。

扇子の用紙にお好きな絵や言葉を書き込
みます。

タイピン、ペンダントヘッド等で有名。
各台に金箔、銀箔を張り合わせているい
ろな形や模様を作る。

昔ながらのIHI織機で、カラフルな西胸１１職
のiBFIjUを織りあげていきます。

ペンダントやキーホルダーの模様をつく
り、色あざやかに焼き｣:げます。

つぶあん入り、抹茶、いちごなどのAk八
ツ機を自分の手で作ります。

牛車、まりなど５～６色の型と色を重ね
合わせて－つの模様をつくり上げます。

料金 ~￣~｢宅ｸﾗ１面~’

「てＩ－－｜｜Ｉ

コース

１

２

体験名称

清水焼（絵付け）

-ｍ一一一一一－一￣－－－－￣－－－－－－

清水焼
(手ひねり）

３ 友禅染め
（クラフト染め）

４

５

６

７

８

京扇子

京象嵌
(京ぞうがん）

西陣織り

京七宝

生八ツ橋三F作り

湯呑み１１００円
一輪差し１４００円
マグカツプ１６００円

図案必要

粘土
1ｋｇ３２００円
６００９２６００円

図案必要

１６００円 図案を選
ぶ

２０００円

３２００円

１３００円

下絵必要

\#Wiilに選
ぶ

ﾀｲﾋﾞﾝ

ﾍPﾝダント
デザイン

もj選ぶ

着物ｼｮｰ
がある

１０００円

８００円

割】『iii
ぶ

に選

１３００円

二希｢二皇 魯翠ｉｌ司弔｢皇藝 婁寝ニガ岩三豊 貫彗己巧雫計三豊
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３．２日目喪の体験学習◇生徒アンケート集計結果◇年二渥歪催冒彗二万ヴモ孑了二F乙厄堂工ユ

満足…89％不満…11％(1)伏見桃山戦コース

匡到
１．１日目奈良見学（法隆寺・興福寺・奈良公園）

＊京都の夜景がきれいだった。お壊も思っていたより大きくてびっくりした。

時代劇みたいなものも見た。

＊向こうの人逮がちょっとした劇みたいな戦いをしてくれて楽しかった。伏

見桃山城の上に上がって見た夜鍛はとてもきれいだった。そしてとても高く

て、伏見桃山城の大きさがよく分かった。

＊高い所が苦手なのでそんなに楽しくもなかった。あと眠たかった。

＊奈良公園で本当に沢山のしかがいておもしろかった。自然のしかは見たこ

とがなかったので、しかも自由に動けるようになっていてすごいと思った。

法隆寺・興福寺では、美術資料製なんかで見る仏像があったりして、なん

だか不思趨な感じがした。教科啓で見るより迫力があった。

＊東大寺の南大門の金剛力士像と大仏のスケールの大きさに驚いた。思って

いたより２倍くらい大きかったと思う。二月堂から見た奈良の最色もきれい

だった。興禍寺の阿修羅像は迩外と小さく、ただし、細かい所までしっかり

作られていて、感動した。

＊見学場所はとてもよいのですが、時間が少ぱい。もっとゆっくりじっくり

見たかった。それと、歩くのが速くて、とても疲れた。

満足…74％不満…26％(2]京稗コース

＊舞子さんに会えてうれしかった。

＊楽器も教科宙とかで見たのと同じで、すごく瀞きがよかった。舞子さんも

とてもきれいでした。一番驚いたのは15～20才までしかできないことです。

＊ただ踊りを見ているだけだったので、もう少し何かしたかった。

－

￣

－コ

満足…75％不満…25％２．２日目班別自主行動

４．３日目コース別体験学習 満足…89％不満…11％

＊みんなで助け合ってとても思い出に残る体験ができた。

＊伏見や三十三間堂など、いろいろな所に行けてよかったです。道をIIBいた

りして、京都の人連とも交漉ができました。

＊好きな所に行けてよかった。班の人連と自由にできた。時間がもう少しあ

ったらよかったと思う。お寺や仏像に全く興味が無かったけれど、実際に見

ておもしろさを知ることができた。だからもう一度奈良に戻りたく救った。

＊ハードな予定だったけど予定通りに行った。でも、金閣寺のバス停でパス

がこなかったので、他のパスに乗ってそこから走った。大変だったけれど、

楽しかった。一番楽しかったのが保津川下りで、約１時間40分くらい乗って

水しぶきがあたったりしてよかった。

＊時間に余裕がなく、築合時間に遅れてしまった。

＊都会の中にお寺があったので、もっと古くて昔っぽい所へ行きたかった。

＊（京七宝）自分で絵のデザインを決めて、そのデザインどおりに色となる

粉のよう趣ものを付けて焼くというもので、私がやったのはデザインを決め

て色を付けただけですが、それだけですごくおもしろかったです。

＊（滴水焼手ひねり）土がすごく冷たくて気持ちよかった。思っていたより

も簡単でうまくできたと思う。お兄さんたちが親切に教えてくれた。二か月

後が楽しみ。

＊（京属子）すごく集中してできた。色がちょっと変に癒ってしまったけど

いい体験ができたと思う。

＊（西風I織り）おもしろかった。何だか昔にタイムスリップしたみたいでよ

かったと思う｡．

＊（友禅染）人数が少越い分楽しくできた。一人ひとり索敵なものができた。



＊（八つ樹）めったにできない体験だったので楽しかった。あとけつこうお

いしかった。

＊（京欺朕）思っていたよりいいものができてよかった。でも作り方が凪初

よく分から趣かつたい細かい作業だったので疲れた。

＊（澗水焼絵付け）絵を付けるのが魁しかった。でも画襲って描いたのでど

のようにできているか薬しみ。

5．全体を通して 満足…84％不満…16％

＊全体を通してとても楽しかったです。いい思い出になりました。私は実行

霊員をやっていたのですが、何だかあっという閥に３日llUがすぎちゃって、

寂しいけど、やってよかったと思いました。少しは役に立てたかなと思いま

す。みんなの心の中にずっと残ってくれるといいなと思います。いるん粒こ

とを学べました。

＊いろいろな所に行けてよかったと思います。でももっと行ってみたい所も

あり、３日皿じゃ足りないという思いがあります。でも、これはこれでとっ

てもよい思い出ができてよかったと型います。また、奈良や京都に行きたい

です。

＊京都の人連がみん芯いい人でいろいろと教えてもらった。もう少し束拙に

いたかった。

＊忙しかった。もう少し時IlHにゆとりが欲しい。

＊３日|Ⅲいろいろあってとても鐙れたけど、その倍以上楽しかったです。旅

館の過ごし方で、ご飯を食べる時IlIlが短くて急いで食べ粒くてはならないの

が大変でした。

＊友逮との仲が深まったと思うのでよかったと思う。

＊半年iiiから準傭してきた修学旅行は、ｉ１１画以上の思い出ができてよかった

です。

＊いろいろな伝統文化を学んだり、そこの土地の人と交流したり、すごくい

い勉強に芯ったと思います。友達との楽しい思い出ができてよかったと思い

ます。

】
」
⑭



匂全さご‐迦産さく一女干害丁｣、

平成１１年度催曇弓危Zif逢孑〒ｃつぎ三とらヅゥ

第３学年組番氏名

半年も前から噸傭してきた修学旅行も終わってしまいました。侍さんの心

の'１】には何が残ったでしょうか。もう一度振り返って整理してみましょう。
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￣

￣
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１２の体験学iWについて（伏見桃111城・京舞）
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与主さ竜・迩堅さ=･女子舌了ｊＣ、

平成１１年度、塞今全鏑迄行二ｃつまとみつ

第３学年組番氏名

半年も前から準備してきた修学旅行も終わってしまいました。皆さんの心

の中には何が残ったでしょうか。もう一度振り返って整理してみましょう。
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５．活助内容
平成１０年、鵬鳳中学校ふれあい活助について

伊勢原中学校生徒会指導鰯 ＜校外＞１．生徒・敏腕・保謹者・地域の方が－輪になって、カン（アルミ．アルミ以外）

・ピン・その他不燃物．燃えるゴミ・ペヅトボトルに分けて拾う。

２．活動の際には、３人１組になって１人が２枚ゴミ袋を持ってい:$ので６松。

ゴミ袋iニゴミを仕分けしながら拾っていきます。

３．担当地区にゴミがなく趣ったところで（10;５０を目安に）学校に戻り、１世商

館．

とテニスコートのIIilにゴミを分別して典めます。

自分が郷土に何ができるかを薯えることから始まった空き缶拾いや、ゴミ
拾いを辺して、生徒、保騒茜、教師、地域の方とのお星いの交涜を深め、
郷土愛、迩砺悪を鍵う゜

1．目的

2．日時平成１０年１２月２１日（月）ＡＭ９：００～ＡＭ１１：３０

＜腕内＞１．学桟内及び学佼ＩＨＩ辺のゴミを、生維・執師・偲艘鞍が一緒になって．カン

（アルミ、アルミ以外)・ピンＪその他不慾拘・礎えるゴミ・ベヅトポトル

に分けて拾う。

２．活釛の際には、３人１組に駁って１人が２枚ゴミ錠遅lIiっているので６枚の

ゴミ鐘にゴミを仕分けし荘がら拾っていきます。

３．学校周辺にゴミが趣く趣ったどころで．体育館とテニスコートのllllIニゴミを

分別して!Hめます。

４．畳地区から腱ってくる生徳のゴミを分別するのを乎踵ぃ讃す。

雨天の哩合１２月２１日（月）は大柵除・字活にして、
１２月２２日（火）に同時剣で行う。

３．当日のｽｹｼﾞｭｰﾙ

出席確塑（歎室）

職員打ち合わせ

学活（牧童にて最終鋭明）

グラウンドにて、会式

１．閲式の當纂（生徒会本部生維）

２．生擁会長の冨鋲

３．陵長先生の画集

４．ＰＴＡ会畏の曾繋

５．活肋・性悪邸項鋭明

６．，会の言葉（生捷会本部生徒）

担当地区に分かれてふれあい活動

ゴミ仕分け（生徒会本部）

帰りの会（絃室）

～８；３５

－８：５５

～９：１５

～９；４５

０
５
０
５

３
３
０
２

Ｇ
■
■
白
。
■
■
曰

８
８
９
９

￣

[｡
￣

６．分別についての注恵

．lアルミ缶2ｱﾙﾐ以外のｶﾝ3ピン４その他不懲物５可礎拘６，ＷﾄﾎﾞM

の６つに分けてゴミを粟めます。

.Ⅷ大ゴミ“0ｃｍ四方より大きい不煙窃）は回収し崖せん。

･ベヅトポトルは学校に興ってから、中をよく洗った愛、全体で蝿め讃す。

このとき．金Ｂｉのふたは不纏拘に．プラスチックのふたは可憧拘に典め意す。

ベヅトポトルが洗っても汚いときは、可燃物に典めます。

～１０：５０

～１１：３０

～１１８４５

９：５０

１１goo

１１：３０

,アルミaiは学校に焼ってから、中をよく洗った後、全体で典めます。

７．後処理について

・アルミ缶は繁田商店（亜大竹1-16-1蠅195.(MBO）が１２８OOtji取りにくる。陵外１校外２佼外３俊外４

･学年交流を深めるために、縦翻り典団にて活勤します。
･地図については、別紙地図を参照下さい。

･他のゴミは、闘蝿爽化センター（''１]戸378脚!)`1.7502）仁鮓可翻をもらいトラックで

指定の哩所に捨てに行く。

■望？三・.DHT＝

色（縦割り典
団）

紫 赤 緑 灘 ピンク 極 黄

担当場所 峻外１ 校外２ 校外３ ｜侠外４ 校外５ 校外６ 校内
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－塁才Ｌ季しコゲ=;、力につい弓亡･つ底三弓遣了く生花幸＞

１．ゴミをどのくらい拾いましたか？

たくさん拾えたという亙見が多かった．しかし、校内担当の生徒はゴミがないという

亙見もあった．

２．ゴミの分別で魁かしかったの噸はどのようなことですか？

、アルミ缶とスチール缶の分別ができていなかった．

・可煙物と不煙物の分別が難しかった。

・ペットボトルのふたの分別．

・ペットポトルを洗うことが面倒だった。

・電池や傘に困った．

３－自分の役割を正しく理解して自らすすんでゴミを拾いましたか？

自らすすんで活動したかを問いかける質問でしたが．全体の７割の生徒が拾ったという

前向きな遼見でしたが、あまり活動しなかったという愈筧等もありました。

４．みんなで協力して仲良くできましたか？

できた、友達と活ながら楽しくできた、仲良くはないが鰹力してできたという意見が

多かった．

５．蕊まったゴミの山を見てどのようなことを悪じましたか？

・伊勢隠市は汚い街だと思った．

．どうしてみんなゴミをゴミ箱に捨てないのだろうか？

.みんながゴミを拾う運動をすれば、きっとゴミを捨てたりしなくなると思う．

・たくさん築輩るんだなと思った．

．捨てるな！と思った．

５．蘂まったゴミの山を見てどのようなことを感じましたか？（鶴き）

．もっと定期的にこのような活動をしたほうがいいと思った．

、ゴミを捨てないようにしようと思った．

･達成悪があり､気持ち良かった．

、ゴミ箱をもっと燗やすといいと思った．

・缶のゴミが多いと思った．

、これからは、ボイ捨てをしている人がいたら逵意をしてゆきたい．

・皆でやるということは、すごい力になると思った．

．ふれあい活動をしてよかった．

・これからは、目についたゴミは拾いたいと思った．

・自分たちと同じ人間がしている畑だと思ったら、蛾だった．

．ごみを拾うのが蝿だった。

・蕊まったゴミは、思ったよりも少なかった．

・ゴミもなんとかして、リサイクルして使ったほうがよいと思った．

・人間に失望した．（懇しく思った．情けなく思った．）

・伊勢原市がきれいになったような気がした．

－
旨
い
－



《蓼二三麦三区’三謹帯＞〉

｢|'学校学習指導要領文内川↑

総合学習の実践ノjll藤幸次編替（黎|ル1$房）

MiilWi的・総合的な学習とクロスカリキュラム今谷１１頂璽編署（黎明書房）

「生きる力」１（)Ｏのii1lL題徹底nl1lWi1，rji陪玲ifi編（教育０１１発li1｢究所）

体験・ボランティア活､)j(ﾉﾉ巻えﾉ'.進めﾉノ宮川八岐編（教育''9発研究i）｢）

指導観の転換新井1ilj男編（教育開発研究i｝｢）

実践クロスカリキュラム高階玲治編（図譜文化）

ご』旨邑算し、ブごプごし、プーダ己ニヒゴラ》《

伊勢原ilT教育委員会

元指導室長

指導室長

指導主事

高原重信先生

高|iii準一先生

渡iuiWi夫先生

柴ｌｌｌ尚先生

岩ｌＩＩ１ｈｌ子先生横浜ili立小、中学校

《 1口刀「多已Ｉ言Ｉノー》

青木煎

鍛代道信

佐藤恒子

松iili三郎

落合陵子

高愉正彦

奥川捷子

高Ili正義

山下浩

杉崎直信

古正充

藤原浩子

小瀬村一郎

斉藤敬子

横田千果
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３Zうと二カミ雪

子供たちが、生きlIKきと学ぶことの楽しさや述成の聾びを体il卜するためには、子供

たち・人ひと＞が(Ｉｌ４ＩにもＷｊ－杯災'|jして取り組める場iuiや内容が日常の学校生活の

中にあり、保障されていることが前提となります。

本校では、平成９年度より「生徒一人ひとりが生き生きと沽動できる場づくりを通

して」を研究主題に、授業での場、行事での場で、子供たち一人ひとりが主体的に学

ぼうとする意欲、学びとる主体的な学び方を育てる研究、教育実践を進めてまいりま

した。荷の重い面も多々ありましたが、試行錯誤を重ねながら、教職員一致協力のも

と、その成果を報告書としてまとめることができました。まだまだ、多くの課題を山

積みしておりますが、教職員各人のこととして、常に研究の原点に立ち帰り、見直し

を深めなかでそれぞれの課題に真繁に取り組んでいくことを願っております。

また、この研究を通して得たもう一つのおおきな成采は、これから実施される新し

い教育課程、「ゆとり」をもって「生きる力」を育む教育実践への多くの手掛かりこ

とを作ったことであります。「生きる力」についての、その概念の共通理解、それに

ともなう新しい学力観への内容的、質的指導改善への取り組みは、その最たることと

して誇れるものであります。今後もさらに教職員一丸となって、この主題の研究を継

続していく所存でございます。

終になりますが、３年1ｍの研究を進めていく上で、私たちにご支援、ご助言いただ

きました諸先生方、関係各位に心より謝意を表わしますとともに、なお一層のご指導

とご鞭健を賜わりますようお願い申し上げます。

教頭湯沢節夫

.．････………………………･……………………･…･……研究同人………………………………..………………･……･….．

湯沢節夫

添田二郎

中村行利

田路文彦

橋本貰永

松尾久美子

竹内清治

三iiiilj子

田中広美

中山ＵＭＩ夫

久永誠

高橋健－

秋葉弘美

柳川厚子

斉藤京子

中丸久美子

宮村弥生

青木澄男

増田充男

佐藤則行

今井謙三

麻生記代子

山根雅彦

今井伸尚

大谷一

宮林貴子

今村たみ子

神埼魁

伊藤和也

黒田努

坂本緑

東準

山川美技

岡太広恵

近藤紀子

鳥海たまえ

大木

田中

池下

荻原

岩田

佐藤

北島

皇丼

川田

海鋒

夫
子
彦
三
通
子
人

一
泰
俊
敬
利
明
昌

Ｋｌｉ
Ｄ巴、

真也

英夫

-125-


